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　未明。

「……クーガー。クーガー？」

　目を開けぬ若い女は、突とつ如じよすっと椅い子すから身を起こし、その名を呼んだ。

「クーガー。いますか」

「……最近はよく目が覚めるな。どうした、こんな早くに」

「夢を見ました……」

　先日と違ちがい、女の顔は蒼そう白はくだった。だがクーガーと呼ばれた男も両目に眼帯を掛かけている。その様子は見えはしなかったが、長い付き合いから、それを察することができた。

「とても……とても恐おそろしい夢です」

　それがどれほど恐ろしいものか……果たして、いま外で起きていることとの軽重はいかほどか。それは聞かねば量りようがなく、男は楽しく、いつもの冗じよう談だんめかしたにやけ口で聞き返す。

「どんな夢だ」

「恐ろしいものが目覚めようとしています」

「なんだと……？」

　男は表情を変えた。口調がいつものそれではない。寝ねているか覚めているかもわからぬそれではなく、慄りつ然ぜんと、だからこそ決然と、その危機を訴うつたえている。

「それは……」

「わかりません」

　男の裡うちを察したように、預言者である女は静かにかぶりを振ふった。右の肩かた、左の肩から絹糸のような白はく髪はつをこぼし、俯うつむき告げる。

「わかりません。視みえないのです。わからないのです。でも……とてつもなく恐ろしいものが目覚めようとしていることだけが、はっきりと……わかるのです」

　俯いた女の様子は、自然、両手を組み合わせ、祈いのる形になっていた。

　男は再び、口元に笑えみを浮うかべる。どうやら彼女はその夢がよほどだったらしく、そんなことが視えてはいても、いま迫せまる喧けん噪そうが聞こえてはいないらしい。

「一個だけ聞かせてもらうが……そいつぁ外で起きていることとどっちがやばい」

「そと……？」

　不意を突つかれたように預言者が面おもてを上げる。

　重厚な両開きのドアの片側を蹴け破やぶるように、人並み外れて美しい、金きん髪ぱつの若い枢すう機き卿きようが駆かけ込んできた。そしてすぐまた同じ勢いで閉め直す。

「クーガー、マリーチは!?」

「ちょうど今お目覚めだ」

　そう、と呟つぶやき、女枢機卿は安あん堵どに軽い溜ため息いきをつく。

「あら。おはよう、ショーペンハウアー。今、夢の話をしていたの」

　ショーペンハウアーと呼ばれた女の溜息は、そのまま気の抜ぬけた嘆たん息そくに変わった。

「吞のん気きね、あなたたち……」

「そりゃあな。吞気にもなるぜ。呆あきれてよ」

　笑うクーガーに対してショーペンハウアーは深刻な表情になり、ドアの方を見た。

「……そうですね。呆れてしまいますね」

「何人だ」

「細かい人数はともかく……有り体ていに言えば、第二十六聖せい騎き士し団だん」

　差異はあるが、教団における騎士団もまた他国一いつ般ぱんと同様、約千名を数えて一単位。

　それを男は笑い飛ばした。

「ハッ、二桁けた番の一個騎士団か。舐なめられたもんだ」

「……しかし、言って聞くような雰ふん囲い気きではありませんでしたよ。それにさすがのあなたでも、その全すべてを傷付けずに逃にげ切ることは……」

「ああそうかい。なら傷付けて通りゃあいいだけの話だ」

　ああ。久しぶりに見たな、と。ショーペンハウアーはクーガーの笑い方に軽いノスタルジーを覚える。

「殺すのですね」

「どうせあんたは手を貸しちゃくれねえだろう、ショーペンハウアー。それにこいつもこんなじゃ仕方がねえ」

　預言者は二人の会話の雰囲気に、怯おびえるような声で問う。

「……クーガー？　いったい、何の話ですか……？」

　ショーペンハウアーは半ば意外そうな言葉で彼に問う。

「彼女を……守ると？」

「ああ」

「……変わりましたね、本当に。あなたも。彼女も。そしてこんな状じよう況きようにならなければ、そうした絆きずなも見えようがないのですね」

「クーガー？　ショーペンハウアー？」

　二人は問うた彼女へ言う。

「枢機会が聖戦決議とやらを発動したそうだ。対象は……」

「教団領内における異い端たん者しや全てに対して」

「……だ、そうだ」

　クーガーは預言者に歩み寄り、立てかけてあった白はく杖じようを握にぎらせる。

　そのときだった。

「神しん威いである!!」

　ドアが魔ま導どう力の爆ばく炎えんによって四散した。

「教皇猊げい下かの勅ちよく命めいにより、預言者の名を騙かたりし魔女に神威を示さんがため参上した!!　クーガー聖騎士長、並びにショーペンハウアー枢機卿、抵てい抗こうすれば異端者として切り伏ふせる所存である!!　大人しく」

「口上ご苦労」

　クーガーの逆手に持った短たん剣けんは音もなく、精密機械のように聖騎士の重厚な首当ての隙すき間まを縫ぬい、喉のど笛ぶえから頸けい椎ついまでを貫つらぬき、そして絶命せしめていた。

「クーガー……！」

　預言者の悲鳴。

　聖騎士長の白いコートの裾すそが翻ひるがえり、緩ゆるやかに降りてくるのに合わせ、聖騎士の身体からだは崩くずれ落ち、その他の騎士たちは無言のまま剣を構える。皆みな、鎧よろいの上から旗印のように赤い帯を下げた、急進派の騎士団であった。

　ショーペンハウアーは静かな視線のまま預言者を立たせ、呟いた。

「……何年続いたでしょうね。長い歴史を見み渡わたしても……まだ協会であった頃ころを含ふくめても、そしていかなる危機に面しても。信徒同士による戦いくさということだけは有り得ませんでした」

　何の感かん慨がいもなくクーガーは答える。

「そうだな」

　ショーペンハウアーはもう一度呟く。

「終わりですね」

「ハッ、今までが長すぎたのさ」

　左右から同時に斬きりかかってくる騎士に対し、クーガーは両手に抜いた短剣を同時に差し出し、同じように喉のど首くびを搔かき切った。返す刃やいばで正面から向かってくる相手の腕うでを弾はじき、体勢を崩し、プレートのない左の腋えき下かから心臓を貫きえぐる。

　これで都合四名。

　何の派手さもない。だが鎧などまるで意味をなさない。必要最低限の動きで、ただ急所だけを貫く、狙ねらい澄すました死に神のような一いつ閃せん、一閃。

　聖騎士団は、そうして洗練されすぎた男の機械的な強さに目ま庇びさしの奥で刮かつ目もくし、息を吞のみ、二の足を踏ふんだ。預言者が飾かざりなら、聖せい騎き士し長ちようの肩かた書がきも飾りであるに違ちがいなかった。

　だが現実は違った。あまりにも違い過ぎた。その男が眼帯をしていなければ、今、どれほど底知れぬ目を見せていたか、誰だれしもの想像に難かたくない。そんな男が刃を振ふり、血ち糊のりを払はらう。

「どうした。もう終わりか」

　酒焼けしたような嗄しわがれた声で静かに、しかしよく通る声で問う。

「てめえら何年聖騎士をやってやがる。今までここで何を習ってきた。この俺が直じき々じきに主の御み許もとへ送ってやろうってんだ。何を恐おそれる」

「馬ば鹿かな！　聖騎士長、あなたは完全に包囲されている！　我ら全てを切り伏せて逃にげ」

　言葉半ば、さらに一人。

　続いて二人。

　室内に踏み入れた者全て、木で偶くのように倒たおされ、包囲の輪は室外の通路へと後退する。その後方より、騎士団長の恫どう喝かつが響ひびいた。

「年寄り一人に何を手間取っている！　かかれ！　かからんか！　これは聖戦であ」

　クーガーの投げた短剣の一本が、十と重え二は十た重えの兜かぶとの間かん隙げきを縫い、正確無比に騎士団長の目庇を通り、その眉み間けんを貫いた。

「呆あきれたぜ。ここまで質が落ちちまったのか」

　一歩、クーガーが敷しき居いを跨またぐだけで、指揮官を失った騎士団は二歩後あと退ずさった。

　預言者は今や声もないほどに怯おびえ、恐れ、哀かなしんでいた。ショーペンハウアーはその手を引き、クーガーの後に続いた。

「信しん仰こうする人形ではなく、正しく人だということでしょう」

「ああそうかい。残念だ。とても残念だ。おい、信仰がなさ過ぎるぜ、兄弟たち」

　かつてキリング・クーガーと呼ばれた男は、首を傾かしげて斜ななめに笑う。

「そんなまともな頭で話になるかよ！　死にたくねえならどきやがれ！　こわいこわーいクーガーじいさんのお通りだぜ──!!」
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　共和国、大統領官かん邸ていレフトウイング。

「……このように帝てい国こく軍は新型魔法と銘めい打うった射程数十キロ程度の短たん距きよ離りミサイルを要よう塞さい中央、右う翼よく左さ翼よくそれぞれへの配備を進めております。その数と配置から言って戦略用のものではなく、戦術的な使用、恐らくは開戦と同時、この一斉せい射しやによって機先を制してくるものと思われます」

「数は？」

「現在のところはそれぞれの格納庫に四十発程度ですが、先ほどご報告した後方の補給基地より、まだ搬はん入にゆうされる可能性はあります」

「……攻こう撃げきに関しては我が国の戦車師団があるが、防ぼう御ぎよについては魔シ導ー障ル壁ド技術に長たけた中ちゆう原げんに任せる他ほかないだろう」

「すでに各国とも、当初より強力な法ほう塔とうの配備を終えております」

「ナイアガラカーテンか。どれほどの効果があるか」

「やはりなんとかして先手を打ちたいところですな」

「それをするには題目がいる。いま現在の会合は、マヒロ王子たちが紋もん章しようを集めることに賭かけてしまっている。後方の我が国が勝手に蜂はちの巣を突つついたとなれば、諸国の感情の悪化が避さけられない……」

　それまでうつらうつらと船を漕こいでいたセリアーナが、ひょん、と三角耳立て、金色のしっぽを振り上げ、椅い子すを蹴けるように立ち上がった。

　金毛の少女は、無言のまま、窓も何もない壁かべを……強しいて言えば南西の方角を向いたまま、その遥はるか遠くのものを見み据すえるように、しばし目を見開いていた。怒ど気きか、殺気か、それとも……ともあれ、閣かく僚りようたちはセリアーナの無表情の瞳ひとみの色に一種得体の知れぬ怖おぞ気けに飲まれてしまっていた。

　だからシャックス・ブレグナム大統領本人が問うた。

「……どうかしたか。国防長官」

「私は出で掛かけるかも知れません」

　次にアンディ・Ｊ・イエスマン副大統領が聞く。

「どこへだね」

「友人のところへ」

　いつも朗ほがらかな少女が、くすりとも笑わない。

　急ぎのノックの後、外務省職員が飛び込んでくる。

「大統領！　大だい神しん殿でん枢すう機き会かいが保守派とそれに属する信徒に対して聖戦決議を発動しました！」

　驚おどろき、ざわめき、嘆たん息そくの入り交じる中、セリアーナは逆立てていたしっぽをゆらりとくゆらせそれに問う。

「規模は」

「詳しよう細さいはまだわかりません、ですが保守派も少なくない聖騎士団を擁ようしており、双そう方ほうの軍備からすでに内ない紛ふん状態になりつつあると……！」

　そこでようやく、彼女は人のいる方を振り返った。

「やっぱり出掛けてきます」

　ある閣僚が声を荒あらげた。

「な……何を馬鹿げたことを言っているのかね君は！　帝国には今まさに進撃を開始しようという節があるのに、君には国防長官としての自覚が……」

　セリアーナは冷めた瞳のまま、パチン、と投げやりに指を鳴らす。

「出掛けてきます」

「あ……？　あ、ああ……」

　彼女の正体と、そのチカラを知る大統領は溜ため息いきをつき、副大統領は彼と顔を見合わせ肩かたをすくめる。他は皆みな、報告に来た男も含ふくめて上の空。

　アンディが普ふ段だんの気さくさで言った。

「きっともう何十年分も休きゆう暇かが溜たまっているんだろう？　たまにはゆっくりしてくるといい」

「ありがとう、副大統領」

　次にシャックスが問う。

「その間に何かあった場合は？」

「得られる限りの情報の中で、やるべきことは全すべて指示してしまいました……ですがさらに、全てのことに備えておいてください」

　シャックスが小さく唸うなる。

「非常に難しい注文だ。たとえば」

「たとえばロケットの射程距きよ離りが、共和国首都に届く可能性。かつロケットの弾だん頭とうが通常の炸さく薬やくでない可能性。厳密な意味でのＮ、Ｂ、Ｃはないと思いますが……」

　アンディが指を折る。

「確か……核ニユークリア、生物バイオ、化学ケミカル……だったかな」

　首しゆ肯こう。

「新型魔ま法ほうについてはルナス姫ひめのミスマルカ奇き襲しゆうに比べて、情報の管理がずさんな感じがするんです」

　シャックスが確かく認にんする。

「白しろ鴉がらすが摑つかんできた情報でもか」

「確かに白鴉は優ゆう秀しゆうな子ですが、純じゆん粋すいな頭の回転だけならば……帝てい国こくのシャルロッテ姫は、私以上の女め狐ぎつねのような気がしてなりません」

「なるほど。摑んだのではなく、摑まされている……か。わかった、君が言うなら重々気を付けよう。君も、気を付けて行ってきたまえ」

　そう言ったシャックスへ、セリアーナはぺこりとお辞じ儀ぎ。未いまだ時間の止まったような外務省職員の横をすり抜ぬけ、退室していった。




　　　　◆




　二度、ノック。

「陛下」

　四秒待ち、再び二回ドアを鳴らし、呼びかける。

「陛下」

　それがエーデルワイスの作法だった。そうと決めているわけではないが、自然と身に付いたリズムであった。執しつ務む室しつにはいなかった。だからまだ寝しん室しつにいるのだろうと来たのだが、返事までが長い。

　最近、こういうことが多い。具体的には黄おう金ごん月げつ間かんが終わってよりこの数週間。王本人の口からは昨今、体調が優すぐれぬと言う。

　それを危き惧ぐしたように、傍かたわらでカイエンが言った。

「出直すか」

「いえ。ご容態のことであれば、万が一ということも有り得ます。今一度呼びかけ、それでもお返事がないようであれば……」

　エーデルワイスが前もってマスターキーを用意しようとした矢先。

「どうした」

　現れたラヒルの顔は、表情こそ以前と変わらぬ泰たい然ぜんとしたものの、血色は薄うすく、やつれ気味であった。

　よくできたメイドは一礼し、告げる。

「お休みのところ失礼致いたします。教団領にて大きな動きがあったとのことでございます」

「そうか。まあ、そうなるであろうな」

　手にした宝ほう冠かんを無造作に頭に載のせると、ラヒルは会合のある議場へと歩き始める。後ろに従いながら、エーデルワイスは声を掛かけた。

「御お髪ぐしが」

「構わん」

「……左様で」

　やつれている。身だしなみも自分で最低限は整えているのだろうが、見る影かげに覇は気きはなく髪かみもほつれ気味。だが、双そう眸ぼうだけがいやに爛らん々らんと光っている。

　エーデルワイスと同じように後ろに距きよ離りを取ったカイエンが、歩きながら尋たずねる。

「陛下。そうなるだろう……とは」

「クラウディスだったか。新教皇となったのは」

「そのように伺うかがっておりますが」

「神殿教団あそこは政治的に孤こ立りつした、全てが自己完結できる陸の孤島だ。その男が今の座に着くまで、大した敵もいなかっただろう。そのような野心を持たぬ限りは皆、清せい廉れん潔けつ白ぱくな信徒同士だ」

　先を読んだカイエンが答える。

「確かに。敵がおらねば自己を鍛たん錬れんする必要もなく、未熟となります。政治手しゆ腕わんにおいても例外なく」

　ラヒルが失しつ笑しようして見せた。

「そうでなくばあれだけの組織の長おさが、若いだけのマヒロや直情径行のゼムン王などに後おくれは取らぬ。少なくとも、公衆の面前で怒ど鳴なり散らす醜しゆう態たいは演じまい。そしてその程度では、己おのれが敵を搦からめ捕とることもままなるまい。故に……保守派辺りにでも武力闘とう争そうを仕し掛かけたのであろう。違ちがうか」

　感服したようにカイエンが首肯した。

「ご慧けい眼がんです。報告したかったのはまさにそのことです。対岸の火事ですが、しかし問題はそのタイミングです。出立したマヒロ王子がすでに教団領へ入ったこの折に……」

「ふっ、死なばそれまでのこと。マヒロも、パリエルも、勇者殿どのらもな」

　振ふり返った王の姿に、エーデルワイスはカイエンと共に閉口した。浮うかべていた表情は、虫けらを見下すかのような嘲ちよう笑しよう。

　この王の一番の変化は、そうして時折笑うようになったこと。それもこうして非公式の場でのみ、このようなひどく凄すごみのある笑え顔がおで。身近に、そして長く仕えているエーデルワイスでも、過去に覚えのない様相だった。

「……陛下。お加減が優れぬようでございましたら」

「構わん。具合はともかく、気分は良い」

　そうして次の瞬しゆん間かんには言葉とは裏腹な、笑顔など噓うそであったかのような無表情。しかして目は、嘲ちよう弄ろうするときも、今も、一いつ貫かんして爛々と。

「今日も、会合にはそなたらに同席してもらう」

　そのためにエーデルワイスは、マヒロに同行できなかった。オオヤシマのときのように自発的に同行しなかったのではない。この人にそれを許されなかったのだ。

「はっ」

「かしこまりました」

　カイエン、エーデルワイスは主よりの命にそれぞれ返答し、自然、互たがいの視線を交かわした。

　そうしてミスマルカの二柱が抱いだいた考えは恐おそらく同じ。

　あたかもそうして列席させることで、今は国を出ているマヒロの代わりに、この国を取り巻く情勢のありのままを伝えようとするためか。

　エーデルワイスは思し慮りよを巡めぐらせる。

（……）




　あるいは──。
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　教団領の中央から北へ少し。その町はあり、そこに身寄りのない子供たちを抱かかえた……かつてのジェスが身を寄せた教会があった。せっかく教団領へ行くのだから、ちょっとくらい顔を見せればいいというマヒロたちの厚意と、彼らのちょっぴりの好こう奇き心しんから立ち寄ったのだった。

　だがそれと同時に内乱状態となった今、マヒロたちはマザーと、自警団の人々の計らいで一晩を匿かくまわれる形となっていた。シスターに身をやつしているエミットのことまで知る者はいなかったが、この町自体は穏おん健けん派の拠きよ点てんの一つだから安心していいと、エミットが言っていた。つまり今のところ、急進派と保守派の諍いさかいには関係ないと。

「マヒマヒー！　マヒマヒー！」

「おうじー、おうじー！」

「ハッハッハ！　その通り、ここだけの話だが余は王子様なのでとても偉えらいのだ！　だから引っ張るな！　蹴けるな！　足あし跡あとを付けるな！　がーっ！」

　必要なときだけベンチが並べられる礼拝堂は、普ふ段だんは子供たちの遊技場に等しかった。今もまた、大人たちの都合など知る由よしもない幼い子供たちが元気に駆かけ回っている。

　それを見ながら、微笑ほほえましそうにシーナが言った。

「すごいわね、王子様。大人気じゃない」

「あはは……、精神年ねん齢れいが低いからじゃない？　類は友を呼ぶって言うか、お城を抜ぬけ出したときもよくあんな感じだし」

　男の子も女の子も、仲のよい兄弟姉妹のようにみんな一いつ緒しよになって追いかけ、追いかけられ、やがて追い詰つめられ、しっちゃかめっちゃかに押し潰つぶされたマヒロが悲鳴を上げている。

「わかった、わかった豪ごうの者ども！　君たちの勇気と強さを見込んで余が直じき々じきに命じよう」

「なになに？」

「命令なんだ？」

「あそこにいる勇者シーナのスカートをめくってくるのだ！」

　シーナがあからさまに不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを吊つり上げた。なだめてパリエル。

「ま……まあまあシーナ、子供の言うことだから」

「子供……、子供ね……、自分は手を汚よごさずに純真無む垢くな子供を利用した挙げ句の命令が……ね……」

　しかしさすが教会育ちの子供たちのようで。

「マヒマヒー、知らないのかー？　勇者様は強いんだぞー」

「偉いんだよー」

「かっこいいんだぜー」
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　男の子の中には、わざわざ片目をつむって片かた腕うでを服の中に隠かくし、ジェスの真ま似ねを気取っている子も何人か。先日のラズルカでのニュースは、こちらでも少なくない噂うわさとなっているようだった。

「ええい、丹たん下げ左さ膳ぜんめ……」

「タンゲサゼンてなんだー？」

「おうじー、じゃあ、じゃあ、その隣となりのお姉ちゃんはー？」

　聞かれたマヒロは大おお袈げ裟さに肩かたをすくめた。

「え？　ああ、あんなちんちくりんの男女のつるぺた～んは別にどうでもいい」

「ちんちくりーん」

「男女ー」

「ぺた～んぺた～ん」

　ビキッ。

「っだコラお前ら全員そこに正座しろ神に代わって説教かっ喰くらわせんぞああっ!?」

「ちょ、ちょっとパリエル、子供の言うことよ、子供の……！」

「……あ」

　シーナに羽は交がい締じめにされたパリエルが気付いたときには、幼い子たちは泣き出し、多少分別のある年長組の子供たちは青ざめた顔で正座してしまっていた。

「あ……ええーと、お姉ちゃんは、とぉっても優やさしい……よ？」

　ひそひそ。ひそひそ。

「騙だまされるな、皆みなの衆。あいつはああ見えて何かというと余の頭を小こ突づきまくる悪い魔ま王おうの手先なのだ。さあ勇者マヒマヒ軍団突とつ撃げきせよ！」

「わー、わー！」

「きゃっきゃっ！」

「ちょ、おま、クソ王子！　罪のない子供を使うとは卑ひ怯きようっ……、帰ったらハリセン片手の真・魔王様に言いつけっ……ひぇあああああああ!?」

　けろりと笑った子供の集団という予想外の圧力に、パリエルはあっという間に押し潰されていった。
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　そんな賑にぎやかさから、少し離はなれた別室。

「あのジェスが、こんな立派な勇者になって帰ってくるなんてねぇ……」

　テーブルを挟はさみしみじみ頷うなずくマザーの姿や声は、ジェスの記き憶おくの中の彼女と何ら変わりなかった。まだ十年と過ぎていないにしても、それでもジェスの目と耳には懐なつかしく、そして心落ち着くものがあった。また彼女の目からかつての子供の姿を見た場合にも、それは大きな時間の流れとして感じられるのだろう。

「マザーも元気そうで何よりだ。司祭様は？」

「……司祭様は二年くらい前に、急な発ほつ作さでね。裏にお墓があるから、あとで少し祈いのってあげてちょうだい」

「そうか……。あのときにはもう、じいちゃん先生だったからな……」

　マザーはティーカップを手に一つ頷く。

　この人ももう、六十近い年齢ではなかっただろうか。あちこち歩き回る間に、年齢も、誕生日もおぼろげになってしまった。

「ええ。あなたの姿を見たら、司祭様もきっと喜んだでしょうに……そうそう、これね」

　マザーが開いたのは新聞の切り抜きを糊のりで貼はったスクラップブックだった。ラズルカの時のまだ新しい写真付きの記事。それが今のところ、一番最後のページになっている。

「写真を見てすぐ気付いたわ。隅すみっこに写ってて見落としそうだったけど、記事にあなたの名前を見付けてね。ああ、これはぶきっちょのジェスだって」

　隣のエミットが興味深そうに尋たずねた。

「へえ。我が勇者、ぶきっちょだったの？」

「ええ。人との付き合い方がね……ほら、自分の話になるとこうやってすぐ横を向くの。本当に変わってないわ」

　普ふ段だん無意識のことまで指し摘てきされては敵かなわない。気き恥はずかしさに、ジェスは観念したように溜ため息いきを一つして、話題を逸そらした。

「こうして生きてんだ、俺のことはいいだろ別に。他ほかの連中は元気でやってんのか」

「そうねぇ、この前ポールから手紙が来たわ。ヴェロニカの方で料理人の修業を頑がん張ばってるって。それから春先には、シャイフが共和国の首都学院の入学試験に受かったって……」

　ポールは太っちょ。食い意地の張ってたやつだが、いつも貧しい教会の少ない食材に工夫を凝こらして、少しでもおいしくしようとしていたのを覚えている。

　シャイフはメガネ。誰だれに対してかはわからないが、偉えらくなって見返してやる、というようなことを口くち癖ぐせのように言っていた。身体からだを動かすのは苦手だったが、司祭やマザーがいないときにも年長組に交ざって勉強を教えるほど頭のいいやつだった。

「あ、そうそう。それからレイナーは……」

「あいつは帝てい国こくの将軍だろう」

　シスターがそのページをめくる前に、ジェスは言った。開かれたスクラップブックの数年前の記事には、帝国の闘とう技ぎ会かいで最年少優勝を果たした彼の記事が貼ってあった。

「あら、知っていたのね」

「一度だけ会った。戦いくさで手て柄がらを立てて、エルクレセルの領主になるとかなんとかな」

　そして、剣けんも交えた。が、この歳としになってお説教されるのも嫌いやなので、ジェスはそのことは黙だまっておいた。汝なんじ喧けん嘩かすることなかれ、と言って落とされる彼女のゲンコツが、喧嘩そのものより猛もう烈れつに痛かったのを覚えている。

「そう……。みんなみんな、いるかどうかもわからないお姫ひめ様に踊おどらされてね……」

「……」

　踊らされる。

　何だかひどく的を射た、身につまされる言葉であった。

「……ガキの頃ころは黙ってろって言われたが、やっぱこの町にはエルクレセルの生き残りが……」

　するとマザーは、案外あっさりと頷いた。

「ええ、もう随ずい分ぶんとあちこちに移り住んで減ってしまったけど……それでもまだたくさんの人たちが、この町で暮らしているわ」

　ジェスは何か言おうとして、結局それについては何も言わなかった。ここへ来る前に、パリエルにもそういう町かも知れないと告げておいたが、やはり彼女はいい顔をしなかった。あるいは、この町の人々や移り住んでいった人々もまた……パリエルのように凄せい惨さんな過去を忘れ、静かに暮らしたいと願う人たちが多いのかも知れない。

　エミットが言った。

「……ねえ、マザー。余計なお節せつ介かいかも知れませんけど……もしかしたら、枢すう機き会かいの争いがここまで飛び火するかもわかりません」

　すると彼女は、冗じよう談だんを聞いたように微笑ほほえんだ。

「あらあら、シスター。こんな何もない教会にまで……？」

「ええ。もしかしたら、ですけど……」

　急進派と保守派の争いではある。

　だが急進派は聖戦を謳うたった。

　教えを異にする者たちへの宣戦布告だ。そして急進派の現在の第一義は、魔ま王おう打だ倒とう。それを掲かかげる帝国の意にそぐわない者たちも、異い端たん者しやと呼ばれる可能性がある。たとえばそれと敵対する形になっている、自分たち。たとえば……その帝国の支配から逃のがれた、エルクレセルの生き残りたち。

　そうして気き遣づかうエミットの言葉だったが、マザーは静かにかぶりを振ふった。

「子供たちには、なんにも関係のないことですよ」

「ですけど……、……」

　言いかけて、結局エミットは口を閉ざした。

「大だい丈じよう夫ぶ、シスター。あの子たちには主がついておいでです。やんちゃな子もいたずらな子もいますが、悪い子は一人としていません」

「そう……ですね」

　エミットは小さく頷うなずいた。

　向こうの礼拝堂から聞こえる、大人の諍いさかいなど知ったこっちゃない無む邪じや気きな喧けん噪そう。

「さぁて大変、もうこんな時間。やんちゃといたずらっ子たちを寝ねかしつけないと。あなたたちも、今日はゆっくりお休みなさいな」

　そう言ってマザーは席を立ち、礼拝堂へ向かっていった。

　彼女の足音が遠ざかった後、ジェスは言う。

「……馬ば鹿かやってんのは急進派と保守派なんだろう。マザーの言うとおり、ガキ共には関係ねえ」

「そうよね。そうなんだけど……」

　エミットが天てん井じようを仰あおぎ、大きな溜息をつく。

「……やだわー、あたし。政治とかさ。権力とかさ。権けん謀ぼう術じゆつ数すうとか。そんなのばっかりでね。あのマザーみたいに、主がついてるから大丈夫、とか。もう素す直なおに考えられないのね……」

「似たようなこといつも言ってるじゃねえか」

「言うだけよ」

　エミットは自じ嘲ちようし、寂さみしげに小さく笑った。
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「定時」

《こちら風一号。独どく眼がん龍りゆうが裏手の墓地に来たが、また戻もどっていった。王子たちに動きなし》

《風二号。聖せい騎き士しが来る気配はない》

「噂うわさに相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「引き続き警けい戒かいせよ。通信終わる」

《おい待て、もう昼からだ。なのに聖騎士の影かげも形もない。急進派の連中、襲おそうならなぜ襲わない》

　一つ嘆たん息そく。

「……恐おそらく、噂は枢機会には流れていない。そもそも連中に捕とらえさせてどうする。帝国こちらに対して付け上がるだけだ」

《だが、帝国こちらの騎士団も来る気配がないんだろう。どうなっている》

「さあな、俺たちのような下っ端ぱにはわからん。だが最初に言ったとおり、今回は諜ちよう報ほう部ぶや軍令本部からの発令ではない。シャルロッテ皇女からの直じき々じきのご下命だ。気を抜ぬくな」

《それだけに気になるというのが、正直なところだが……》

《ああ。なんの目的かわからんが、うまく行ったらご下命だけでなく、直々にお褒ほめの言葉の一つも頂きたいもんだ》

「何を今さら。俺たちはうまく行って当たり前、失敗すれば初めからいなかった……ただそれだけの存在だ」

　失しつ笑しようが聞こえた。

《ああ、それだけが俺たちのプライドだ。一号了りよう解かい》

《まったくだ。麗うるわしき皇女殿でん下かの仰おおせのままに。二号了解》

「通信終わる」




　　　　◆




　裕ゆう福ふくでもない小さな教会に、大勢の子供たち。そうたくさんの部屋があるはずもなく、客間を一つ、以前に司祭が使っていたという書しよ斎さいを一つ。二部屋を一晩間借りする。

　裏の墓地、司祭の墓標に祈いのりを捧ささげてきたジェスがその書斎に入ると、マヒロはすでに横になっていた。

「……随ずい分ぶんと賑にぎやかだったじゃねえか。お前がそんな子供好きだとは知らなかった」

「いや。正直言うと、嫌きらい……とまではいかないにしても、好きではないかな」

　それはジェスにとっても意外な言葉だった。

「だがミスマルカの町でも似たようなもんじゃねえのか」

「世間一いつ般ぱん、子供は無む垢くで無邪気で罪のない天使なんだ。そしてそれを嫌うやつは、世間一般からすれば偏へん屈くつで変人だ。アホの上に変人じゃ、さすがに立場がまずいだろう」

「……まさか芝しば居いだってのか」

「芝居……いや、楽しいことは楽しいんだけどさ。今まで会ってきたいろんな勢力のトップなんかと腹の底を探さぐり合うほどには……心底楽しめないんだよね」

　ジェスも毛布をはぐり、床ゆかの敷しき布ふに横になる。

「なんだそりゃ」

「君も子供の頃ころに大変だったろうけど、僕も普ふ通つうの子供ほどは自由じゃなかった」

「……そりゃあ王子だ、山ほど習い事はあるだろう」

「それもなかった」

「あ？」

　ジェスが横を見ると、窓から差す月明かりの下で、マヒロが珍めずらしく感傷に浸ひたるような寂しげな笑え顔がおを浮うかべていた。

「そう言えば君には言ってなかったか。いや、いいんだ。忘れて……」

「……エルクレセルがお前のせいで吹ふっ飛んだってあれか」

「なんだ、知ってたのか」

「オオヤシマからの帰りにな。パリエルから聞いた。それがどうした」

　半ば感心したようにマヒロが言う。

「……なんとも思わなかったのか。僕は知られたら殺されるんじゃないか、くらいに思ってたけど」

「俺に限って言えば、俺をこんなザマにしたのは誰だれでもねえ、ただの魔ま物ものだ。仇かたきを討とうにも、んなもんとっくに帝国の騎士団にやられちまってるだろうしな……」

　やられていなかったとしても、どんな魔物だったかも覚えていないのだ。

「……お前がどう思ってるか知らねえが、パリエルはパリエルでな。国が滅ほろんだのはお前を連れ出した自分の責任みてえに言っていた」

　それこそ今のマヒロのように、気が晴れるのならその場で殺されても文句はないとまで告げられた。

「そうか……。パリエルはそんなふうに考えてたのか。それじゃ……重いなぁ……」

　二人が二人とも、同じことを、同じ責任として、分け合うこともできずに背負ってしまっているのだ。もちろんそれがわかったところで、ジェスにはどうすることもできない。

「……んで、習い事もなかったってのはどういう意味だ」

「ん？　ああ、だからさ。そんなこともあって、気付いたときには僕には自由がなくなっていた。自由なんて言葉もよく知らなかった頃だ。幽ゆう閉へいでも監かん禁きんでも封ふう印いんでもなんでもいいけど……そんな感じで、窓もない部屋にね」

　思い出すようにマヒロが目を伏ふせる。

「四年だったか、五年だったか……エルクレセルの事件から考えるとそれくらいの間、そこから一歩も出してもらえなかった。だから、とにかく何もなかった。エーデルワイスが最低限の食事を持ってきてくれるだけでさ。表向きにはそのエルクレセルでのことがきっかけで、身動き一つできない体に……ってことになってたらしい。そんなわけで、自由気ままに遊んでる子供を見ると、どうも奥底の方では気分が晴れなくてね」

　何か一つ違ちがえば、ひょっとしたら自分にも、そんな気ままな幼少時代があったのではないか。チカラさえ失わなければ、リーゼルのような誰にも好かれる真っ当な王子になることもできたのではないか。あるいは……。

「あるいは、ただ単に無む邪じや気きに笑える子供たちが妬ねたましいだけかも知れない。自分でもよくわからない」

「……」

「君はそんなふうに思ったことは？」

「いつも思ってるがな。誰でもそんなもんじゃねえのか。ここのガキたちだって、親と一いつ緒しよのガキを見りゃ羨うらやましく思うだろ」

「そうか……。そうだね。誰でも一緒か」

「ああ。なら遊んでやれねえよりは、遊んでやれた方が上等だ。俺がここにいた頃は、全員が一緒になってあんな馬ば鹿かみてえに騒さわぎまくるなんてことは一度もなかった。充じゆう分ぶんいいことだと思うがな」

　少なくとも、遊んでやろうなんて気には到とう底ていならない……そんなこと、思い付きさえもできない自分よりは。

　ジェスは目を閉じた。
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　教団領北部、大神殿。

　その一室にしつらえられた円えん卓たくには枢すう機き会かいの議長であるクラウディスを筆頭に、彼の腹心だけが集められていた。

　その側近たちが口々に言う。

「帝てい国こくの連中は何をやっている……共和国のＣＩＣに並ぶ諜ちよう報ほう部ぶが、その行方ゆくえを見み逃のがすなどということがあるものか」

「恐おそらくは小こ賢ざかしい知ち恵えを回し、情報を出し渋しぶっているに違いあるまい……」

「左様、我ら教団が後ろ盾だてに立った程度で付け上がりおって」

「それで」

　クラウディスが静かに口を開くと、端はし々ばしのやかましい声はぴたりと止やんだ。

「預言者と聖せい騎き士し長ちようはどうなっているのですか。それにリストの中で、ショーペンハウアー枢すう機き卿きようの所在だけが摑つかめていないとはどういうことです。私は最優先でと伝えたはずですが」

　慌あわてて一人が声を上げる。

「はっ……、ははっ、昨夜お伝えしたとおり、第二十六聖騎士団の不ふ甲が斐いなさにより……いえ、しかしそこにショーペンハウアーが同行していたという証言も得られておりますし、それにご覧下さい、今や教団領の北部は完全に我々の制圧下です！　見付かるのはもはや時間の問題かと、クラウディス枢機卿……！」

　クラウディスからの命を言付かっていた枢機卿は、取り乱した様子でまくし立て……周囲は哀あわれみの視線を向けた。

「あ、ああっ……!?　し、失礼いたしましたクラウディス教皇猊下……！」

　そう。その席に座っている男は、数日前までの枢機卿ではない。枢機会の全会一いつ致ちで新たにその座に着いた、名実共に神しん殿でん教団の最高権力者。教皇の法衣をまとった男なのだ。

「……先代の教皇が老ろう衰すいで亡なくなられたことは、確かにあまりに突とつ然ぜんでした。それを多少なりとも言い間違えた程度で、何も目くじらを立てる必要などありません。しかしあなたは、天の代弁者たる教皇の命を遵じゆん守しゆできなかった。私はそのことについて心を痛めているのです」

「は、もちろんそのことにつきましては、現在各聖騎士団にも通達した上で……！」

「私は昨夜、夜明けまでにと言い、次に夜が明けたときには日にち没ぼつまでにと言い置いたはず。そして聖騎士たちが天の威い光こうを知らしめんがため各地で奮戦しているのを余よ所そに、あなた自身はこんな場所で安あん穏のんと椅い子すにかけている。それを恥はじなさい」

　クラウディスが軽く手を上げる。

　高位のみが従えることを許される、大強者と呼ばれる深しん紅くの鎧よろいをまとった神しん殿でん騎士が無言でその男の腕うでを摑み、椅子から引きずり下ろした。

「お、お待ちを、お待ち下さい猊げい下か！　命は、命だけはっ……！」

「あなたは主の御み許もとへ向かうことの、一体何を恐れるのです？」

　今やクラウディスには枢機卿だったときのように慈じ愛あいを演じる様子はなく、その言葉は冷れい酷こくに響ひびいた。哀れな枢機卿は小さな悲鳴を残し、室から引きずり出されていく。後に残ったのは緊きん張ちようと、それによる沈ちん黙もく。その行いに異を唱える者などありはしない。

　皆みなが皆、わかっているのだ。この場にいる皆が皆、同じ穴あなの狢むじなだと。

　クラウディスでなければ、この中の誰だれかが教皇の座にあった。ではなぜクラウディスであったかといえば……彼だけが、他ほかの誰よりも躊ちゆう躇ちよしなかった。他が迷う間にクラウディスだけは判断を下し、他が惑まどう間にクラウディスだけは実行に移していた。時にそれが、暗殺や謀ぼう殺さつといった類たぐいのものであろうとも。

　そしてそうでなければ、急進派と呼ばれる彼らに今のこの地位はなかった。だから老ろう獪かいたちは黙もく認にんこそすれ、それを咎とがめるような真ま似ねはしなかった。強大な権力を手に入れるため、あるいはそれを維い持じするためには、ときに殺意も必要なのだと理解しているのだ。その対象が障害であれ、足手まといであれ。

「失礼致いたします、教皇猊下」

　入ってきたのは大司教であった。方々の町や村では盛大な歓かん待たいを受けるかの役職も、これら教皇と枢機卿の集つどいの中では、ただ報告をもたらすだけの役でしかない。

「マヒロ王子らに同行している、ジェス、という名の勇者について少々面おも白しろい報告がございました……」

　そして権力と権けん威いを正しく理解する新たなリーダーに心しん酔すいするこの大司教は、現あら人ひと神がみにでも対するように恭うやうやしく頭こうべを垂れたまま、確信めいた静かな笑えみと共に言葉を続けた。

「どうもその者、幼き頃ころに中部、ルオールの町のとある教会にて育てられていたようです。そしてルオールはエミット枢機卿率いる、穏おん健けん派はの拠きよ点てんの一つでもあります。一行が最後に目もく撃げきされた場所と方角から申し上げて、その教会、あるいはその付近に隠かくれているのはまず間ま違ちがいないかと……」

　側近の枢機卿たちが色めき立った。

「おお、よくやったぞ大司教……！」

「ではさっそく聖騎士団を向かわせるとしよう！」

「今、付近に展開しているのはどの騎士団か……！」

「お待ちなさい」

　決定打とも呼べそうな情報を得て、なおクラウディスは静かなままであった。

　紋もん章しようの在処ありかについてはクラウディス自身、薄うす々うす見当を付けてはいても、未いまだはっきりと把は握あくしているわけではなかった。枢機卿であるうちに、教団領内のあるだけの洞どう窟くつや遺い跡せきの捜そう索さくを魔ま物ものの浄じよう化かという名目で続けさせてきたが、ついぞそれらしい発見はなかった。

　ならば教皇が代々に受け継つぐものではないかとも思ったが、こうして自身が教皇となり、代々が受け継ぐその区画、書簡、資料、宝ほう物もつ殿でんも漁あさってみたが、それらしい痕こん跡せきは疎おろか情報すら見付からなかった。

　故に今、クラウディスの中で可能性は二つに絞しぼられていた。

　一つは預言者が持つ可能性。故に最優先にと言い渡わたしたが、肝かん心じんの預言者は聖騎士長と共に逃とう亡ぼう中。

　もう一つは……魔物浄じよう化かの名目では立ち入ることすら許されなかった聖域。この教団領に現存する、最後にして最古の遺跡。

「猊下……？」

「何か、気がかりなことが？」

　そう、気がかりが一つ。

　預言者が持っているならそれでいい。ただ奪うばえばそれでいい。

　だがそれが過去の事例で伝え聞いている通り、ミスマルカの王族にしか開かれぬような遺跡の奥にあった場合……ことはそう単純ではない。マヒロから搾しぼり取った血の一ひと滴しずくでも開かれるなら問題はないが、本人の意志が必要であるようなら、捕とらえてしまってからでは難しい。あの不敬で不信心なミスマルカの大おお虚うつけは、およそこちらの言葉に耳など貸すまい。そのために教皇である自分が頭を下げ、愛あい想そを振ふりまくなど考えただけで反へ吐どが出る。

　かと言ってこのまま手をこまねいていれば、まんまと持ち去られる恐おそれもある。

　北部はすでに掌しよう握あくした。そんな中で、預言者がどこへ逃にげようとしているのか。そしてマヒロたちはどこへ向かうのか。預言者にせよ、マヒロにせよ、北部へ踏ふみ込もうというなら容易たやすく網あみにかかるだろう。ならばいま絞るべき焦しよう点てんは中部以南。

　帝てい国こくの侵しん攻こう作戦が迫せまっている中、まさかマヒロたちが空手で逃げ帰ることはないだろうが……万が一ということもある。

「……ルオールの町を焼き払はらいなさい」

「「「!?」」」

　身を潜ひそめているのであれば、まずは炙あぶり出す。動かざるを得ぬ状じよう況きようを作り上げ……紋章があると思われる一方の可能性、追い詰つめるにも絶好のあの遺跡に誘ゆう導どうする。

　だがさしもの枢すう機き卿きようたちも、クラウディスの言葉には息を吞のんだ。

「焼き払う……、ですか……？」

「しかし……」

　構わずクラウディスは続けた。

「かの町は確か穏健派であると同時、エルクレセルの残党が隠れ住んでいるのでしたね」

　思い出したように一人が述べる。

「た……確かに。先々代の教皇が、それを黙もく認にんしたとの非公式の文書はありましたが……」

「そうです。穏健派とは即すなわち、自らは動くことなくただ平へい穏おんを享きよう受じゆしようという怠たい惰だな者たち。そしてエルクレセルの残党は、魔王打だ倒とうを掲かかげたグランマーセナル皇こう帝ていの意に反旗を翻ひるがえし、大陸の全人類の平和よりも己おのが住処すみかだけを欲ほつする身勝手な者たち。どちらも悪魔的な利己主義者の集まりに過ぎません」

　言い訳は立つ。理由が付く。教団においてそれは即ち、天の威い光こうに沿っているということに他ほかならない。

　逆を言えば、理由さえ付けられれば全すべては神に従い、その責任の全てはありもしない神が負ってくれるということだ。

「……行き先の見当は付いています。ですからまずはその教会ごとルオールの町を焼き払い、マヒロ王子たちを炙り出すのです。異い端たん審しん問もん会かい第二部、アズレセウスを呼びなさい」

「お、おぉ……確かにあの男であれば……！」

「猊げい下かより直じき々じきの命とあれば、いかな女子供とて容よう赦しやは致いたしますまい……！」

　クラウディスは不気味に微笑ほほえみ、首しゆ肯こうした。

「恐れることなど、何もありはしないのです。大天使マリアクレセルの名の下もとに、我らには神がついています」

「ははっ、御ぎよ意いに……！」




　ああ、愚ぐ直ちよくなる信しん仰こうのなんと素す晴ばらしきかな。
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　朝、子供たちと簡素な食事を取っているときに、町の自警団の若者が押し入ってきた。そしてマザーの叱しかり声より早く、必要なことを叫さけぶ。

「あなたがマヒロ王子ですね!?　早くこの場をお離はなれ下さい！」

　その血相のただならぬ様子から、パリエルたちが戦いのそれに気配を一変させる。寝ねぼけ眼まなこをしていたマヒロもまた、一気に目を冴さえさせて聞き返す。

「何かの動きが？」

「急進派の聖せい騎き士し団だんがあなた方とエルクレセルの生き残りを捜さがし、町に火を付けて回っているんです！」

「なんですって……!?」

　マザーの悲鳴染じみた声を遮さえぎるように、遠くで爆ばく音おんが轟とどろいた。

「近くから駆かけ付けた保守派の聖騎士団が応戦してくれていますが、じきにここにもやってくるでしょう、さあ早く！」

「急ごう」

　マヒロは静かに、油断ない声で告げた。

　ある程度は予想していた。無論、その予想の中でも最悪の事態ではあったが、だからこそ慌あわてたりはしない。各々席を立ち、食堂を出ようとしたとき。

「待ちなさい、ジェス」

　マザーが思い出したように駆け寄ってきて、手の平に隠かくれるほどの小さなロザリオを手て渡わたした。

「司祭様の残された形見の一つです。持って行きなさい」

「……いいのか」

　マザーは我が子を見るような目で、優やさしく微笑んだ。

「片かた眼め、片かた腕うで、白髪しらがでぶきっちょ、人見知りの上に向こう見ず。きっとあなたには、ご加護はいくらあっても足りないでしょう」

「……敵かなわねえな。わかった。なら遠えん慮りよなくもらっていく」

　そして彼女は、ジェスの背を押し出した。

「さあ行きなさい、幸せあれ。そしてまたいつでも帰ってらっしゃい」

「……、ああ。マザー」

　ジェスは強く頷うなずいた。

「マヒマヒー、またこいよー」

「お姉ちゃんたちもまた来てねー」

「元気でねー」

　口々に言う子供たちへゆっくりと別れを告げる間もなく、マヒロたちは笑え顔がおで手を振ふるだけで、教会を後にした。

　走りながら青年が言う。

「こちらへ、町の外へ抜ぬけるための地下道があります。教団の者たちには知られていないはずです」

「秘密の抜け道って、なんでそんなもの……」

　シーナの問いに、青年は答えた。

「実は俺たち自警団の人間も、エルクレセルから焼け出された生き残りがほとんどなんです……本当は帝てい国こくの手に備えて用意してあったんですが、まさか匿かくまってもらっていた教団相手に使うことになるとは。皮肉なもんです」

　辿たどり着いた先は、裏通りのような一角にある酒場であった。中に入ると、そこが彼らの拠きよ点てんになっているらしく、自警団に限らず保守派の聖騎士も含ふくめ、すでに多くの負傷者が運び込まれていた。

「マヒロ王子をお連れした、地下道への扉とびらを開けてくれ！」

「わかった、さあ、こっちだ！」

　酒場の中を通り抜け、地下道へ続く倉庫の中に辿り着く。

「君たちは？」

「見ての通りの狭せまさです。この抜け道はあまり大勢では使えませんし、町にはまだ、その大勢が取り残されています……俺たちは逃にげ遅おくれた者が集まり次し第だい、応戦しながら脱だつします。北の方はほぼ急進派に制圧されたそうですから、地上へ出たらまずは南へ……！」

　マヒロは一つ頭を下げた。

「すまない、ありがとう」

「ご健けん闘とうをお祈いのりしています。帝国に勝った暁あかつきには、どうか我らが祖国を……」

　そのとき、ひどい手傷を負った誰だれかから怨えん嗟さの声が上がった。

「さっさと消えろ疫やく病びよう神がみめ!!　今の今まで静かに暮らせてたんだ!!　何が連合だ、お前らさえ来なけりゃこんなことにはっ!!　ああ、くそっ、俺の足がっ……!!」

　マヒロは何も言わず、わずかだけ奥歯を嚙かみ締しめ通路へのはしごに足をかけた。
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　マヒロたちが脱して間もなく、教会の中にも傷付き倒たおれた保守派の聖せい騎き士しや自警団の者たちが運び込まれて来ていた。

　マザーは年長組の子供たちには水や毛布を運ばせ、自身もまた怪け我が人にんの手当てに奔ほん走そうしていた。

　旧文明が崩ほう壊かいして以来のこの時代、戦いくさとなれば最も狙ねらわれぬはずの絶対中立の避ひ難なん所じよが、教団の直ちよつ轄かつ地ちとも呼べる教会だった。だからマザーも、火中の街路を彷徨さまようよりはここが一番安全と考えていた。同様に大人たちも、ここが最後の安全地帯と思い怪我人を運び込んできていた。

　だが聖戦という名の異常事態が、その常識を覆くつがえした。

「神しん威いである」

　野太い声。

　聖騎士団を引き連れ教会の扉を蹴け破やぶるように押し入ってきたのは、異い端たん審しん問もん官かんの衣い装しようである群ぐん青じよう色いろをまとい長ちよう剣けんを背にした、身の丈たけ二メートルに届こうかという長身瘦そう軀くの大だい丈じよう夫ふであった。その傍かたわら、同じ群青の上からごつごつとした厚手の鎧よろいをまとい、白いマントを背に、フードを被かぶった若い女が進み出る。

「こちらは異端審問会第二部のアズレセウス・ラドル・キュリオン高級審問官。私は同じく、ベルゼリア・ミラ・レカルネン一等補ほ佐さ官かんです」

　マザーは臆おくすることなく、今しも剣を抜こうとする左右の自警団の男らを抑おさえ、決然と言い放った。

「ここには審問を受けなければならないような異端者などおりません。見てのとおり、子供と怪我人ばかりです。お引き取りを」

　フードの下、顔に十字のひどい傷を持つ女の方は取り合うことなく、己おのれの手にした書簡を広げて見せる。

「教皇猊げい下かからの勅ちよく命めいにより、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト以下五名の異端者の捜そう索さくを行います」

「異端者ですって!?　勇者であるジェスたちが、何を根こん拠きよに……！」

「勇者ではありません。異端者です」

　女は冷たく言い放ち、聖騎士らはマザーの返事など聞く前に、方々の部屋に立ち入り始めていた。その都度、ただならぬ雰ふん囲い気きに怯おびえた幼い悲鳴、泣き声が聞こえ、子供たちはマザーの元に逃げ出してくる。

　負傷者たちも無理に身を起こしながら、各々に得物を持ち始める。礼拝堂が異様な雰囲気に包み込まれる中、マザーは進み出た。

「こうして人々を傷付け、罪もない幼い子を泣かせるような真ま似ねが、主のご威い光こうだと言うのですか……！」

　男の方が言った。

「第二部の我らは、そのような議論を交かわす口を持ち合わせてはいない」

　機械のように酷こく薄はくに述べたアズレセウスの元へ、小さな教会の捜索に当たった数人の聖騎士はすぐに戻もどってきた。

「怪あやしい人ひと影かげや痕こん跡せきは見当たりません」

「隠かくし扉や通路の類たぐいもないようです」

「では焼き払はらえ」

　それを述べたアズレセウス以外の全すべてが絶句した。

　マザーは血相を変えて叫さけぶ。

「なっ……何を言っているのですかあなたは!?　教会とは天に祈り、主のお言葉を聞き、その教えを賜たまわる神聖な場所！　それを焼き払うなどということは、たとえ教皇であっても許されるはずがありません！」

　彼は傷付き倒れる聖騎士、自警団を横目に言う。

「だがその神聖な場所を異端者に汚けがされることがあってはならず、故ゆえに全てを焼き払えとの教皇猊下のお言葉である」

　ついに自警団の一人が剣を振ふりかざした。

「いい加減にしろ、何様のつもりだあッ!!」

「おやめなさいっ……!!」

　マザーの悲鳴より早く。

　目にも止まらぬ速さで抜ぬき放たれたアズレセウスの剣が、振り上げられたその剣を叩たたき斬きった。それは斬りかかった当人のみならず、精錬な聖騎士たちでさえ目を見張り息を吞のむほどの、無む駄だのない凄すさまじい動きであった。あまりの格の違ちがいを見せ付けられた全てが沈ちん黙もくする。

　そして表情一つ変えず、アズレセウスは配下の聖騎士に告げた。

「……どうした。この町の全てを焼き払えとの勅ちよく命めいだ」

「し、しかし……異端審問官……、ここにはまだ子供たちが……」

　一度目を伏ふせた後、アズレセウスは言った。

「ならば私がやる」

「あっ……あなたは、それでも人ですか!?」

　マザーの問いを、彼は否定する。

「否いな。我らとは神威の剣」

　彼が差し向けた手の平に、光り輝かがやく魔導力の形が描えがき出される。

　怯えすくむ幼い子供たちの頭を抱かかえ、マザーは叫んだ。

「地じ獄ごくへ落ちろぉッ──!!」
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　マヒロたちが抜け道を進むと、やがて森に隠された小高い丘おかの上に出た。見下ろす町の方々から、火の気が上がっているのが見える。

　そして誰だれともなく無言でそれを見下ろしていたとき、激しい爆ばく発はつが起こるのが見えた。

「っ……」

　町並みから首一つ突つき出した教会の鐘しよう楼ろう。それが一つ瞬まばたきの後に爆ばく煙えんに包まれ、遅おくれて轟ごう音おんが聞こえてきて……そして何もなくなったのだ。

　しばしの間。誰も、何も告げることができなかった。

「うそ……でしょ……？」

　何度も瞬きしながら、そして呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのはシーナだった。

「ここまでするの……？　どうして、だってあそこにはマザーと子供たちしかいないのに……」

「ッ……!!」

「ジェス、待って!!」

　カッと目を見開いたジェスが駆かけ出そうとするのを、シーナは咄とつ嗟さに押し止とどめた。

「放せッ!!　放しやがれッ!!」

「でも行ってどうするのよ!?　敵の数もわからないのに、ただ行ったって……!!」

「んなもん知るか!!　ぶっ殺してやる!!　全部だ、全員ぶっ殺してやる!!」

「……落ち着け、ジェス」

　そう言ったマヒロは、振り向き様ざまのジェスに殴なぐり飛ばされた。

「落ち着けだと!?　いい加減にしやがれ、いつもいつもなんでも知ったような口利ききやがって!!　じゃあてめえの国や城があんなふうになっても、てめえはそうして落ち着いていられるってのか!?　ああ!?」

　口の端はしから流れる血を拭ぬぐいながら、マヒロはパリエルに支えられるように起き上がった。

「……だからって、一本しかないその腕うでで何ができる。一つきりの手にロザリオを握にぎったまま、君に何ができる」

「っ……」

　彼は教会の食堂で預けられたまま、そして手に持ったままここまで駆けてきたのだ。そして今、怒いかりに渾こん身しんで握り締しめられたロザリオはジェスの手の皮を破り、わずかばかりの血に濡ぬれていた。

　それを見たエミットが静かに言い聞かせる。

「我が勇者……あのマザーが与あたえてくれたのは、復ふく讐しゆうとかね、そんなことのための加護じゃないと思うわ。たとえ助けに行くにしても、その結果殺し合いをするんじゃ……マザーも、子供たちも、誰も喜んだりはしてくれないわ」

「……ああ、わかってる……、わかってるんだがな……！」

　震ふるえるその肩かたに、シーナがそっと手を置いた。

「聖せい騎き士しだって人の子よ、いくらなんでも、まさか子供たちまで巻き添ぞえにするはずがないわ……マザーたちはきっともう、どこかに無事に避ひ難なんしてるのよ……そうに違いないわ……」

　だが、それとて気休め程度の憶おく測そくでしかないこともみんなわかっていた。シーナ自身、そうと言い聞かせている様子であった。こうして見み渡わたす限り、どこもかしこも火の海だ。仮に逃にげ延のびていたとして、ではか弱い女子供ばかりでどこへ行けというのか。この先どうやって暮らしていけというのか。

　ジェスの心証、この頰ほおの痛みどころではないのだろうが、それでもマヒロは言葉を続けた。

「……すまない、ジェス。言葉が悪かったかも知れない。でも他ほかに言いようがないんだ。今は落ち着いてくれ」

「っ……」

　マヒロの言葉に、ジェスはようやく少しばかり肩を下ろした。

「ああ……、悪かったな……そんなことのために来たんじゃねえってことは、わかってる……」

　そして一息。ジェスはロザリオを懐ふところに収め、ようやく顔を上げた。

「……どうすんだ。ここにいれば見付かるのは時間の問題だ。どこへ向かう」

　マヒロもまた、胸中複雑なまま、その気持ちを落ち着けるように深く息をついた。

「……引き上げよう」
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　信じられないといった様子で、パリエルが瞬きした。

「……王子？　引き上げる、って……」

「今回は紋もん章しようの在処ありかがはっきりとしていない。そんな中で、今の教団領をうろつくのは自殺行こう為いだ。今までとは状じよう況きようが違ちがいすぎる」

　あるとすれば教団領北部の大神殿と踏ふんでいたが、自警団の青年は、北部はすでに急進派の手に落ちたと言っていた。

「……なのにもう、僕たちは誰の手も借りられない。借りることができたとしても、あの町の二の舞まいになる可能性だってある。恐おそらくは僕たちを匿かくまっただけでも、異い端たん認にん定ていされてしまうに違いないんだ」

　敵は、目的のためならば昨日までの同どう胞ほうすら、幼い命すら容よう赦しやしない、そして帝てい国こく黒騎士団とも比ひ肩けんする精せい鋭えいの白騎士団。

　マヒロはその町並みへ目を馳はせた。

「わかるだろう？　あの町がそうだったんだ。確かに僕たちが来なければ、急進派も保守派も関係のない、どちらにとっても無害な町のはずだったんだ。だが僕たちが来たせいで、ただそれを炙あぶり出すためだけに、あんな有様になってしまったんだ。そうでなければエルクレセルの生き残りや何か、今このときにあそこまでするほど重要なことじゃないはずなんだ……ただ包囲し、投降を呼びかければいいだけの話じゃないか……」

　そして気が抜ぬけて、座り込む。

　妬ねたましかった子供たちの笑え顔がおは、もうないのだ。憎にくらしかったきんきんと耳みみ障ざわりな声も、もう聞くことはないのだ。せいせいして余りあるほどに、きれいさっぱり、なくなってしまった。




　──あなた以外の誰だれが幾いくつの紋章を手に入れようとも、世界はそう大きくは動きません。

　──あなただけがこの世界を破は滅めつへと導くことが……。




　そうして遺い跡せきでの声を思い起こしたマヒロは、ここに来たことが本当に正しかったのかを思い始めていた。

　そんな言葉、頭っから信じているわけではない。この光景自体は、あの声が言う直接的な意味での災さい厄やくではないのだろう。だが自分が原因でエルクレセルが滅ほろびたように……自分がきっかけとなって引き起こされた現実が、いま確かに眼下に広がっている。それがショックだった。

「……引き上げよう。どう考えても分が悪い」

「あの……それだけですか、王子？」

　いつものパリエルの声だった。

　いつもの、政治や何かの難しい話がよく飲み込めていないときの、パリエルの声だった。だから逆に今回ばかりは、マヒロの方が彼女の様子を飲み込めなかった。

「それだけ、って……パリエル……」

「確かに悲しいことですけど、もう起きてしまったこと、過ぎてしまったことじゃないですか。そんなことよりも、これからどうするか、誰にも頼たよれないなら誰にも頼らずにどうするべきかを考えましょうよ。いつもみたいに」

「けど……」

　パリエルは妙みような表情のまま言葉を続ける。

「けどなんですか。何が今までと違う状況ですか。王子はさらわれていたから知らなかっただけで、共和国でも似たようなものでしたよ」

「けど今回はただの民兵じゃないんだ、教団の聖せい騎き士し」

「だからなんですかっ!?」

　それはマヒロが知っているパリエルという少女からは想像も付かない眼めの色だった。

「っ……、……パリエル……？」

「白騎士相手に逃にげ帰るくらいなら、黒騎士がいる帝国領の最後の紋章をどう手に入れると言うんですか!?　もう時間がないんです、ここまで来たのに引き返せないでしょう、ここにいることがじゃない、今ここで引き上げるならどうしてあの夜あのときルナス皇女に下らなかった!?」

　そして彼女は片かた膝ひざをつき、座したままのマヒロの目を覗のぞき込んだ。

「あの日大陸を目指すと決めたこと、目の前で百や二百死んだところで挫くじけるんですか!?　確かに今たくさん死んでいる、でも今ここで退ひけば、緩かん衝しよう地帯ではさらに何千何万が死んでいくことになる、多くの兵士にも大切な家族がある、彼らが死ねばまた私やジェスのような不幸な子供が生まれることになるんです、いま吹ふき飛んだあの教会の子供たちみたいにッ!!」

　マヒロは静かにパリエルの瞳ひとみを見み詰つめ返し、聞き返した。

「……進めば聖騎士団との衝しよう突とつは避さけられない」

「ならば斬きって進みましょう。死線を曲げると約束しました」

「聖騎士にも君の言った家族はいる。子供がいる」

「どうせあいつらには神がいるでしょう、死ねば天国へ行くんです、でも私たちには？」

「…………、パリエル……」
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「あなたを苦しめるためにと言ったはずです。これから始まる地じ獄ごくを見み据すえてください、それが今です、さあ苦しみましたか、それなら立って、前を向いて、進んでください!!　追っ手が来るより先に、さあ早く!!」

　パリエルはマヒロの胸むなぐらを摑つかみ上げ、無理矢理にその場に立たせた。

「うん、わかった、わかったよ。痛い、痛いから……」

　あぁ……。

　ああ…………。

　不思議と様々な気持ちが一度に冷めていくのを感じながら。マヒロは首元にあるパリエルの手に手をやって、寂さびしく、だから小さく微笑ほほえんだ。

「……君の言うとおりだね。じゃあ行こう。進めるだけ進もう。それでいいかい？」

「はい、王子」

　ようやく、パリエルはいつもの見慣れたパリエルに戻もどった。

　そんなあまりの豹ひよう変へんぶりに、ジェスも、シーナも、何が起きたのかもわからぬような顔をしていたが……マヒロは自分の心境を抜きに、いつもの自分の様子で言った。

「……さて、じゃあとりあえず南に進もうか。それともわざと捕つかまって、遺い跡せきの場所を知ってるかも知れないクラウディス教皇猊げい下か陛下閣下にその場所まで連れてってもらう手もあるけど……」

「ほら、ちゃんと策はあるじゃないですか。さすが王子」

「それこそ共和国の時みたいに、君たちが最高のタイミングで助けに来てくれるっていう限定条件付きだけどね」

　エミットが疲つかれたような表情で言った。

「あの……汝なんじたち、それ本気で言ってないわよね？」

「もちろん」

「本気ですけど」

　エミットは、あー、とか、うー、とか言うか言うまいか迷ったような最後、結局言った。

「こんなときだけど預言者様からお話が……お話があるから、来て欲しいって……言うんだけど、信じる？」

　マヒロは答えた。

「……当てがないよりよほどいいです。しかし預言者様というと、大神殿ですよね？　北ですか」

「ええ、大神殿。ただし南西の」

　皆みな、大神殿の場所は知っている。だからこの中部より南と聞いてきょとんとなった。

　最初に気付いたのはシーナだった。

「南西、ってことは……もしかして？」

「ええ。この教団領最古の……いえ、伝えられているその歴史を考えれば、恐おそらくこの大陸に現存する中でも最古の遺跡。旧大神しん殿でん跡あと」

「……いいんじゃねえか。敵のど真ん中に突つっ込むよりは」

「そうね。日が沈しずむまでには着くでしょうし、急進派の最前線からも距きよ離りを稼かせげる……私も異論はないわ」

　ジェスとシーナは頷うなずく。

「でも……あたしも、神殿教団の人間よ？　このタイミングでも、信じてくれるの？」

　彼女の背後、木立の向こうにはなお燃えさかる火の海が広がっている。

「それに預言者様も、できれば来て欲しくないって思ってるみたい」

「でも……お話がしたいって言ってるんですよね？」

　パリエルの問いに、エミットは首しゆ肯こう。

「ええ。だからその辺の判断は、あたしたちに任せるって。運命を選ぶのは、私たちだからって……」

　マヒロは肩かたをすくめた。

「なら、行きましょう」

　どのみち退くことはできない。どうせパリエルが許してくれない。彼女に許してもらえない。

「預言者様なら教皇並みにいろいろと秘密のことを知ってそうですし、それに何より……美しい方だと聞いてます」

　マヒロの冗じよう談だんに、エミットを始めとした四人ともが苦く笑しようする。そして一同は最後に一度、教会の消えたルオールの町を振ふり返り……それぞれの思いを胸に、丘おかの上を後にした。




　　　　◆




　地獄へ落ちろ。

　まさか人生で最後の言葉が、そんなものになるとは思ってもみなかった。だが、それが彼女の偽いつわらざる気持ちであった。

　すぐに礼拝堂いっぱいに、異い端たん審しん問もん官かんの放った魔法の光が満たされる。次に目を開ければ……仮に開けることができたなら、そこには変わり果てた姿となった子供たちが横たわっているのだろう。そんな光景を目にする勇気はとてもない。ならばいっそ死んだ方がいい。

　主よ、お許しを。

　そして哀あわれみを。

　どうかこの子たちだけでも、その御み許もとに。

（ッ……!!）

　ステンドグラスの砕くだけ散る音。何もかもを吹ふき飛ばす、光と、振しん動どうに翻ほん弄ろうされながら。

　しかしマザーは、熱さも、痛みも感じることはなかった。

　恐る恐る目を開けると、礼拝堂はなくなっていた。町並みが見え、空が見えた。

　だが、見回した子供たちは皆みな無事だった。五体満足に怯おびえていた。

　冷れい酷こくな異端審問官が問う。

「……何者だ」

　粉ふん塵じんのくゆる最中さなかに、薄うすくシルエットが浮うかび上がる。その影かげが盾たてを下ろすと、薄い光のヴェールが止やんでいく。自分たちを業ごう火かから庇かばってくれた魔シ導ー障ル壁ドが消え、爆ばく煙えんが風になびき、その色いろ鮮あざやかなる姿が浮かび上がる。

　瞬しゆん間かん、審問官の率いる聖せい騎き士したちは息を吞のんで後あと退ずさった。

「ブ……ブルースチールメタル……！」

「龍りゆう角かくの兜かぶとっ……！」

「まさか、ＳＳランク……蒼そう迅じんのっ……！」

　マザーはその場で、彼の後ろ姿に手を組み合わせた。

　子供たちを皆救い給たもうた。

　自分たちだけではない、怪け我が人にんたちも、この教会に逃のがれ助けを乞こう全すべての命を救い給うた。

（あぁ……）

　神はいる。
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　そしてきっと、彼を遣つかわせたのだと。

「……私の名はランデルディー。お前たちの行い、何なに故ゆえの正義かを問いに来た」
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　ベルゼリアは言う。

「何故とは笑しよう止し千せん万ばん。我らは教皇猊げい下かの勅ちよく命めいにより推参した次し第だいです」

「ならば退ひけ。これ以上弱き者たちを虐しいたげるのであれば、勇者として容よう赦しやはできない」

　ランデルディーが言うが、アズレセウスは剣けんを収めようとはしなかった。だからベルゼリアは腰こしに提さげたウォーハンマーを手にする。

「異端審問官の行動の阻そ害がいは勇者の称しよう号ごうの剝はく奪だつのみならず、異端者としての認にん定ていを受ける恐れがあります。よろしいですか」

「この私に恐れなど有りはしない」

　退かぬと見たベルゼリアは、白銀の戦せん槌ついを振り上げた。

　長さは五十センチばかり、槌つい金きんも小こ振ぶりだが、劣れつ化かオリハルコン含がん有ゆうミスリル合銀による一体成形。その総重量は五十キロを優に超こえ、直ちよく撃げきすれば兜ごと頭骨はひしゃげ、刀剣や盾の上から腕うでを砕く。今日を含ふくめ、過去幾いく人にんもの異端者がそうして断だん末まつ魔まを上げ、地じ獄ごくへと落ちていった。

「ならば浄じよう化かしますっ」

　ガン！

「っ……？」

　愛用のハンマーを振り下ろしたベルゼリアは、次の瞬間目を見張り、踏ふみ止とどまることとなった。

　ハンマーを振り抜ぬけない。

　ランデルディーはただ左腕の盾をかざしたのみ。なのに大地に深く根ざした頑がん強きような大岩を打ったかのように、いや、岩石ですら砕くはずなのに、叩たたき付けたベルゼリアの手に痺しびれが走る。そして勇者の盾は、無傷のまま。

「軽い。その程度の打撃、悪の鎧よろいは砕けようとも、この私の心まで砕けはしない」

　ランデルディーの深く被かぶった兜の影に、双そう眸ぼうは鋭するどく輝かがやく。

「……迷いだ。悪を倒たおすことに酔よってはいても、罪なき人々を傷付けられるほど冷酷にはなれていない。なぜその正しい気持ちに耳を傾かたむけようとしない」

「戯ざれ言ごとをっ……!!」

　ベルゼリアは逆上し、再びハンマーを振ふり上げるが、蒼迅の勇者は今度は盾すら使わなかった。打撃に合わせるように兜の額にそのまま受け止め、そして身み動じろぎ一つしない。

「っ……、ば……馬ば鹿かな……、バケモノ、ですかっ……」

「もしお前の心の一いつ片ぺんでも悪に染まっているのだとすれば、そうと映っても仕方がない」

「ぐっ……、異い端たん審しん問もん会かいを愚ぐ弄ろうするつもりですか……!?」

「愚弄とはっ!!」

　叫さけんだランデルディーはその槌を摑つかむと、片手の膂りよ力りよくだけで易やす々やすと奪うばい去り、投げ捨てた。一直線に。ベルゼリアのフードを吹き飛ばし、その耳元にごうと猛もう烈れつな旋せん風ぷうを残し、その射線上にあったレンガの門柱を粉々に打ち砕いた。

「……愚弄とは。冒ぼう瀆とくとは、お前たちの如ごとき行いを言う」

「っ……！」

「下がれ」

　言い返そうとしたベルゼリアは、アズレセウスの刃やいばに遮さえぎられた。そして彼は、剣を真っ直すぐにランデルディーへ向け直す。

　刃は渡わたりだけで一メートル半を超こえ、その輝きの美しさからジャッジメント・レイと銘めい打うたれた名剣中の名剣。

「我らが何をして冒瀆と言う」

　風を切る音すらも残さぬような斬ざん撃げきを、ランデルディーは己おのれの剣で弾はじく。

「お前たちは神の名を騙かたっているに過ぎない」

「教皇猊下は天の代弁者である」

　二合目。アズレセウスの長剣は見た目とは裏腹に鞭むちのしなるような速度で、しかしベルゼリアの槌つちより重くランデルディーに叩き付けられる。

「そして我らが行いはかのお方による勅命である」

「それがお前たちの正義か」

　三合目はそれを撥はね除のけたランデルディーの素す早ばやい一撃。苦もなく受け、アズレセウスは答えた。

「我らに善悪はなし」

　色のない瞳ひとみ。無感動の声こわ音ね。殺気すら見せぬ無表情で押し返される。

　ランデルディーも攻せめはするが、軽装のアズレセウスが速さで上回っていた。

「我らとはただ剣である。主の御み心こころのままに振り下ろされる刃である。故に一いつ切さいの迷いは許されぬ。我らが意志、善悪を問うこと能あたわず……！」

　凄すさまじい金属音が響ひびき渡わたった。アズレセウスのその一撃、あまりの衝しよう撃げきに、受けたランデルディーの両足が地にめり込む。

　だが。

「……強い。神の剣であろうとするその勇気、本物のようだ」

「……」

　わずかでも心得がある者は皆みな気付いた。蒼あおい勇者のまとう空気が一変したと。

　そしてアズレセウスも構えを変える。静かながらも、それぞれが見せるのは必殺の覇は気き。

　一秒。

　二秒。

　永い永い時が過ぎた次の三秒目。

　タイミングは全く同時。




　カッ。




「ッ……」

「っ……」

　それは刃が合わさった音でも、どちらかがどちらかを切り裂さいた音でもなかった。互たがいがまさに一歩を踏み出そうとした刹せつ那な……二人の間合いを切り裂くように、石いし畳だたみには一枚の刃が突つき刺ささっていた。アズレセウスでも、ランデルディーでも、固かた唾ずを吞のんで二人の勝負を見守っていた何者でもない。大陸に暮らす者の多くは見たこともない形をした、誰だれの物でもない刃。

　そうして機先が制された矢先、伝令の聖せい騎き士しが馬に乗って駆かけてきた。

「異端審問官アズレセウス、教皇猊げい下かより新たな勅ちよく命めいが届いております……！」

　それを聞くなり、彼はまるで興が削そがれたように長ちよう剣けんを鞘さやに収めた。

「行くぞ」

「……、しかし……」

　戸と惑まどうベルゼリアへ、冷たい視線を向ける。

「我らへの勅命は異端者の巣喰くうこの町を焼き払はらうことであり、住民の殺さつ戮りくではない」

「……はい、審問官アズレセウス」

　アズレセウスの言葉にベルゼリアは思い直したように、だが一方でどこか安あん堵どしたように。脱ぬげたフードを深く被かぶり直し、ハンマーを拾い上げる。

「神しん威いの剣よ」

　踵きびすを返したアズレセウスは、ランデルディーの声に足を止める。

「それほどの剣であるならば、良い使い手を選ぶべきだ。お前の背にする長剣が、そうしたように」

「愚ぐ問もんだな。剣は主を選ばぬもの。そして我らが使い手は、天におられる神のみぞ」

「……」

「お前こそ、腕うでに相応ふさわしい剣を見付けるがいい」

　アズレセウスはそれ以上答えることなく。滑すべり込むように駆けてきた異端審問会の馬車にベルゼリアと飛び乗ると、騎き乗じようした聖騎士団と共に炎ほのお渦うず巻まく町の中へと消えていった。

　彼らの消えた方を見み詰つめながら、ランデルディーは胸中嘆たん息そくした。

　強き者ほど、それを広く人々のために行おうとしない。尚なおのこと今の男、正しく剣であり過ぎるが故ゆえに。

　一方で、アズレセウスの言葉も的を射たものであった。今のただ一戦だけで、ランデルディーの持つ無む銘めいの剣はボロボロになっていた。アズレセウスの攻撃は全すべて盾たてで受けたにもかかわらず。彼の長剣に叩たたき付けたはずの、こちらの刀身が保もたなかったのだ。

　恐おそらく。

　あのまま次の一合を交かわしていたら、勝負は……。

　そうしてランデルディーはあたかもそれを阻そ止ししたかのような、足あし下もとの刃やいばを見み据すえる。

「あ……、ありがとうございました……、ありがとうございました……」

　背後からの声に気付いたランデルディーが振ふり返ると、教会のマザーが涙なみだながらに礼を述べていた。そうして改めて教会であった場所を眺ながめ渡す。

　どうにかこの場にいる命だけは救うことができたが、それを盛大に喜ぶ声はない。

　当たり前だ。傷付いた男たちは、すでに少なくない仲間を失っている。子供たちも戦場と化したこの異常な空気に、泣くことも忘れ怯おびえ震ふるえているばかり。

「……すまない。もっと早くに駆け付けることができていれば」

「いいえ、いいえ、あなたは子供たちの命の恩人です……なんとお礼を申し上げたら良いか……」

「そうか、ならば……」

　剣を収めたランデルディーは、手持ちの財布を袋ふくろごとマザーに預けた。

「これは……？」

「少ないが、子供たちにおいしいものでも食べさせてやってくれ。少しは気が紛まぎれるだろう」

　そうしてランデルディーは、石畳に刺さった刃を引き抜ぬいた。

（……やはり……そうか）

　見かけからは想像だにできぬその重さ。冷気すら垣かい間ま見みえそうなその輝かがやき。

　ただの鉄ではなかった。旧文明最後期時代のシンメトリカルカーバイドから削けずり出し、極限まで刃を研とぎ澄すまされた八方手しゆ裏り剣けん。御み影かげ石いしを切り裂くほどの威い力りよくでの、長ちよう距きよ離りからの投とう擲てき狙そ撃げき。

　こんな芸当ができる男。ランデルディーは他ほかに思い当たらなかった。

（……奴やつが、来ているのか……）

　極東オオヤシマで、この自分と互ご角かく以上に渡わたり合ったあの黒こく龍りゆうが。

　ランデルディーは立ち上がり、暗雲の漂ただよい始めた南西の方角を睨ねめ付ける。

（……風……。それも、とてつもなく大きな風が吹ふき抜けようとしている……）

　そのとき、財布を覗のぞいたマザーが控ひかえめの声で詰つめ寄ってきた。

「て……、帝てい国こく金貨ではありませんか……！　それも、こんなにたくさん……！　とても受け取れません……！」

「……ではこの辺りに、ジェスという勇者が世話になった教会があると聞く。その教会にもいくらか寄付してやってくれないか」

「!?　あ、あなたは、ジェスのことを……」

「知っているなら良かった。彼は共に西域を歩いた友人であり、私の命の恩人だ」

「まぁ……、まあ……！　なんと……なんというっ……」

「よろしく伝えて欲しい。では、私は行かねば」

　風のように現れた勇者は、その場所こそがジェスのいた教会なのだと聞く暇ひまもなく、再び風のように去っていった。

「あ……、ああ……！　ジェス……あの子が…………」

　いつまでも感謝の祈いのりを捧ささげるマザーの周りに、五体満足な子供たちが駆け寄ってきた。
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　勅ちよく命めいにあった次の場所へ赴おもむく馬車の中。

「……私もまだ未熟」

　人であるを否定し剣けんであるを謳うたう通り、余計は一いつ切さい口を開かぬ寡か黙もくな男が呟つぶやいた。だから彼同様、すでに無表情を取り戻もどしていたベルゼリアは、耳を疑う気持ちで顔を上げた。

「未熟とは……」

「マヒロ王子が見付からず、ああして教会が消え去った以上、あの場に留とどまる意味はなかった」

　ベルゼリアの知るこの異い端たん審しん問もん官かんは、言葉同様に行いもまた、必要以外の一切をしない男だった。彼が魔法を放ったあのときも、負傷者共は手向かった異端者でこそあれ……あとはマザーや子供たちが、その姿を見るなり逃にげ出してくれていれば、ただそれだけの話だった。

　だが保守派も自警団も、あわよくば盾にしようとの腹積もりがあったのだろう。抗こう戦せんの構えは見せてもそんな女子供を逃がす素そ振ぶりは見せなかった。そして逃げてくれぬ以上、剣は、愚ぐ直ちよくに勅命を実行せざるを得なかった。たとえ罪なき何者がいようとも、それが天からの勅命であったのだから。

　結果……。

　結果であるが。

　あの教会にいた全員が助かり、しかし勅命通り、マヒロ一行がいたと思おぼしき教会は消えてなくなった。

　次の捜そう索さくに移るべき段階であった。

「……申し訳ありません。口火を切った私の非です」

　ベルゼリアは冷れい徹てつにそう述べた。

　勇者は退ひけと言ったのだ。だから退けばそれだけのことであったのを、口数少ないアズレセウスに代わり余計を言ってしまった。そして世に数人といないＳＳランクの凄すさまじさというものを、まざまざと目まの当たりにすることとなった。

「それもある。だが私もまた冒ぼう瀆とくと蔑さげすまれ、わずかでも冷静を失ってしまった」

　冒瀆とは、お前たちの如ごとき行いを言う。

　痛つう烈れつな言葉であった。

「……当然のことと考えます。神しん威いの剣たる我らを侮ぶ辱じよくしたのです。つまりは神の威い光こうを否定したのです。審問官アズレセウスが剣を抜いたのは、当然のこと……」

「否いな。それを判断するのは我らの役目ではない。剣とは思考し、選せん択たくすること自体、あってはならぬ」

「……審問官……」

　しかし少なからず彼にも思うところはあったのだろう。だからあの勇者の言葉に胸を抉えぐられたのに違ちがいない。

　ややの間沈ちん黙もくしてから、ベルゼリアは悄しよう然ぜんと呟いた。

「……生まれて初めて、地じ獄ごくへ落ちろと言われました。まさか身寄りのない子供たちを育てていらっしゃるような、聖母のようなマザーにです。悲しかったです」

「ならば異端審問官など辞やめてしまえ」

「っ……」

「地獄など元より覚かく悟ごの上。汝なんじ殺すことなかれの第一義を破っている我らが、天の門をくぐることがあってはならぬ」

　アズレセウスの双そう眸ぼうは、行く先を見み据すえたまま瞬まばたき一つしていなかった。ルオールの町を離はなれた馬車は、昼なお暗い木立の中を進み続ける。降り始めた雨あま粒つぶが、天てん蓋がいの幌ほろを鳴らし始めていた。

「闇やみと邪じや悪あくを討うち滅ほろぼし、その侵しん蝕しよくを防ぎ止めることは……いけないことでしょうか」

「結果として人々に正しき声が伝わればそれで良い。そうして多くの者たちが心安らかに過ごすため、神の御み手てには我らという最低限の剣がある。高潔であられる神が、下げ賤せんの血に塗まみれることがあってはならぬ。故ゆえに我らがその血を被かぶり、地に堕おちるのだ。わずかの我らが救われずとも、多くが救われるのであれば意味はある」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び。

　存在そのものが剣。

「……お前自身が救われたいのであれば、辞めるがいい」

「いえ。よくわかりました。わかっているつもりです。その通りです」

　ベルゼリアの顔の傷は、聖せい騎き士しであった過去、敵に情けをかけたが故の代だい償しようだった。隙すきを突ついて立場を逆転したその敵は……魔ま物ものではなく、仲間に置き去りにされた愚おろかな野盗の女は、逆上し、ベルゼリアの顔に十字の傷を彫ほった。左の頰ほおに縦に一つ。右頰から左頰までの真一文字に一つ。




　──ざまあ見ろ、血の十じゆう字じ架かだ、よくお似合いだ、ほら泣いて命いのち乞ごいをしてみろ、祈いのればお前たちの大好きな神様が助けに来てくれるかもな。




　直後に聞いた声はこうだった。




　──無論。主は慈じ悲ひ深ぶかくあらせられる。




　そうアズレセウスが言い終えたときには、彼の剣は、紙でも貫つらぬくように易やす々やすと、音もなく、野盗の胸を刺さし貫いていた。粗そ暴ぼうな女は、自分が死ぬのだと気付く間もなく即そく死しした。

　ベルゼリアは救われた。

　顔に傷を負いはしたが、それだけだった。

　そしてただ恐おそろしいだけの魔物以上に、欺あざむき、騙だまし、傷付ける、同じ人間の浅ましさを知った。ひどく裏切られた心の痛み、傷を負った顔の痛みの比ではなかった。

　だからベルゼリアはアズレセウスの後を追った。聖騎士の主敵は魔物であるが、異端審問会は人をしか相手にしない。

（……）

　克こく服ふくしたはずの過去だが、その反動なのか、ときに仕事が楽しくなってしまう。悪を屠ほふることへの喜き悦えつ、善行への充じゆう足そく感、主の役に立つことへの自尊心だ。

　だがあの勇者は、一目でそれを見み透すかした。そんな後ろめたい図星を突かれて、頭に血が上ってしまった。

　ベルゼリアは馬車に揺ゆられながら、そんなことを自省する。剣けんは自ら動くことはない。持ち手がいて、その意志があって、初めて役を果たせるのだ。

　私情によって動くなど以もつての外。

　ベルゼリアも局内では鎧よろい姿や無表情から鉄の乙女おとめなどと呼ばれるが、寡か黙もくや冷徹を装よそおっているのも、所しよ詮せんはアズレセウスへの憧しよう憬けいからであった。まだまだ自分は彼と違って、芯しんからではなく、冷静であれと言い聞かせている節がある。

　もっとも、傍かたわらのこの男に言わせれば、それすら余計な思考なのかも知れないが……。

「以前にもいた。お前のように迷う聖騎士が」

　唐とう突とつな話に、ベルゼリアは面おもてを上げた。

「……私のように、ですか」

「まだ少年だったが、誰だれに教えられるまでもなく、強さに余計な感情は不要だと……そう見据えているようだった。稽けい古こするにも持て余した時の騎士団長が、私の元へ預けに来た。半年の間、稽古に付き合った」

　第二部という部署が部署だけに活かつ躍やくが伝えられないだけで、アズレセウスは教団という組織の全体でも一、二を争うだろう剣の使い手であった。当然、各騎士団長も、各国を代表する剣士長クラスの腕うでを持つものを……それがわざわざ、アズレセウスに預けるとなれば。

「……その少年は、それほどまで強かったのですか」

「そうだ。しかしそれは信しん仰こうから来るものではなかった。あの少年には、彼なりの目的があるようだった。そして聖騎士となることが目標ではないことも、彼自身理解していた。その葛かつ藤とうが成長を妨さまたげていた」

　聖騎士が目標ではない……。

「……では現在は異端審問会のどなたかでしょうか。それとも司祭様や司教様に……」

「否いな。もう教団にはいない」

　意外な言葉に、ベルゼリアは一度瞬まばたきした。

「いない……？」

「奇くしくも、先の勇者と同じことを私が言ったのだ。彼の剣は確かに強くはあったが、我らが主のために振ふるわれてはいなかった。故に、考えを改めるか……それに相応ふさわしい、己おのれの望む持ち手を探せと言った。そうでなくば、教団を利用するだけの異い端たん者しやとして見ねばならぬと」

　この男とゆっくり喋しやべる機会が今までなかったし、傍はた目めにも彼がこれほど饒じよう舌ぜつなことがなかった。しかし、やはり彼もただ無機質な剣なのではなく、確固とした哲てつ学がくや信念の結果として剣であるのだろうと。そう、ベルゼリアは確信し始めていた。

「……少年は、なんと？」

「わかった、と。それだけ言って教団を去っていった」

　それだけ。

「しかし審しん問もん官かんアズレセウスが認めるほどなら、今いま頃ごろはさぞ腕うで利ききの剣士になっているのでしょう」

「時間は人を歩ませもするが、刃を錆さび付かせもする。会って見ねばはっきりとは言えぬ」

「少年の名前を聞いてもよろしいですか」

「レイナー・ラングバルト」

　ベルゼリアは思わず目を見張った。およそこの大陸にいて、わずかでも腕に覚えがあるなら知らぬ者はいないはず。

「レイナー……、銀ぎん髪ぱつ鬼き……！　帝てい国こく三さん剣けんの一人ではありませんか……!?」

「私が教えた少年と同一人物である確証はない。確かに銀髪ではあったが、それだけだ」

　呆あきれるほど無感動に。無表情に。

　名前だけなら偶ぐう然ぜんもあるだろう。銀髪だけなら色を染めることも抜ぬくこともできる。だがそれに加えて、アズレセウスに強いと認めさせたほどの腕。二つといるはずがない。

　半ば啞あ然ぜんとするベルゼリアに、彼は淡たん々たんと告げた。

「だが、仮にその男が私の教えた少年であったなら……恐らくは、主への信仰にも値あたいする何かを自身の中に定めたのだろう。いま仕える相手が、剣として望むべき持ち手かどうかは別としてな」

「……」

「強くありたければ、己が何を求めるのかを見み極きわめることだ。救われたければ武器を捨て、鎧を脱ぬげ。そして剣でありたければ……何も考える必要はない。ただ、主を信じろ」

　そうして数すう瞬しゆん沈ちん黙もくした後、ベルゼリアは心静かに答えた。

「無論です。主の御み心こころを疑う余地などどこにもありません」

「ならば良い」

　話を終え、元のようにアズレセウスは沈黙した。

（……）

　そうだ。

　良い。

　それは良い。

　ベルゼリア自身が、信仰の揺ゆるぎないことを知っている。だからそれについてはよかった。

「……ですが審問官アズレセウス。此こ度たびの聖戦は、本当に主の御ご意志によるものなのでしょうか」

　アズレセウスの瞳ひとみが、冷たくベルゼリアを見下ろした。だがベルゼリアは言葉を続けた。

「我々が拝命した際、教皇猊げい下かはわざわざおっしゃいました。教会に子供を人ひと質じちに立てこもっているかも知れないが、容よう赦しやする必要などないと。だからあなたは子供たちが逃にげることを待たず、躊ちゆう躇ちよなく……」

　躊躇なく行わざるを得なかった。

　アズレセウスとは、そういう男だから。

　ただの聖せい騎き士しでは教会を焼くことを躊躇ためらうだろうが、ただの剣は否定するということをしないから。持ち手の意のままに、対象を切り裂さかざるを得ないから。

「真しん偽ぎのほどはわかりませんが、神しん託たくを受ける巫み女こである預言者様も、昨夜の未明にそれを騙かたった魔ま女じよとして追われたと。ならば教皇猊下は一体」

「ベルゼリア」

　恫どう喝かつに、わずかな沈黙が訪おとずれる。

「わかっています……。私が問いたいのはただ一点です、審問官アズレセウス。あの教会を破は壊かいしたあなたの行いには、私を助けてくれたときのような主の御ご慈じ悲ひはありましたか……？」

　アズレセウスは一度目を剝むいたが……。

　結局、それだけだった。

　いつまで経たっても叱しつ責せきの声は飛んでこなかった。

「……わかっている。我らこそがあの蒼あおい勇者に救われたのだ」

「……はい」

　勇者は罪なき命だけでなく、振り下ろされた剣さえも救ったのだと。

　そしてベルゼリアは頷うなずいた。

「はい。そしてそれでも尚なお、我らとは剣であらねばいけないのですね」

　アズレセウスは答えず……肯こう定ていする代わりに、否定をしなかった。ただ、静かに目を伏ふせた。
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　ライン要よう塞さい内部。

　軍議を終え、諸将が退室した。ライリスとフランソワ、いつもの二人のメイドも下げ……ルナスはただ一人残したレイナーの前に、一通の手紙を差し出した。

「……これは」

「お前宛あてのものだ。なに、いつも山ほど来るような貴族娘むすめの恋こい文ぶみではない。だが時が時、差出人の名前が名前だ。こちらで先に検けん閲えつさせてもらった」

　受け取り、レイナーが封ふう書しよを裏返す。

　あからさまに普ふ段だん書き慣れていないのだろう下手な字で、〝ジェス〟、と短く記されていた。

　彼がすぐに視線を上げたので、読め、とルナスは促うながした。レイナーが中から一通だけの便びん箋せんを取り出す。その文面も非常に簡素なものだった。裏から透すけて見える分だけでわかるほど。




『姫ひめを見付けた』




「……」

「皮肉な話だ。三日三晩寝ねずに考えた乙女おとめの手紙より、同じ男からの一文に心動かされたか」

　からかうのだが、無愛想な銀ぎん髪ぱつの貴公子は、元の鞘さやに収めるように便箋を封ふう筒とうに戻もどした。

「用件はこれだけか、姫」

「どうする？　私の元を離はなれるか」

「……」

　猟りよう剣けんの沈黙を見て、ルナスは薄うすく笑った。

　決定打というやつだった。

　本当に興味がなければ、この男はただそう言って自室へ向けて踵きびすを返すだけのはず。だがそうはしなかった。即そく答とうしなかった。

　薄うす々うす気付いていたことだが、やはりこの男は私の元を離れていくのだろう。

　結局自分はこの猟剣の使い手にはなれず、この猟犬を飼い慣らせもしなかった。

「困ったことにはお前の腕うでだとな。無理に引き留めようにもこちらの犠ぎ牲せいが増えるだけだ。かと言って仕事が仕事だ、その気がなければ軍にいてもらう意味もない」

　一息。

「……ならばなぜ、俺にこれを。見せなければいいだけのことだ」

「私自身、お前の正直なところが気になった」

　レイナーは普段通りの様子で言った。

「次の作戦には参加するつもりだ」

「そうか」

「だが俺も聞きたい」

「ほう、お前から質問とは珍めずらしい。なんでも言ってみろ」

　彼は封筒を翻ひるがえす。

「検閲したと言ったが、軍部はこれが本当にジェスからの手紙だと判断したのか」

「少なくともユリカ姉はそう断言した。というか、それくらいしか判断基準がないのだがな」

　言いながらルナスは肩かたをすくめた。
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　姉上、この手紙なのですが。

　ちらり。

　……ジェスの字。

　確かですか。

　こくり。

　そうですか。

　こくり。

　ぺらぺらり（ページをめくる音）。




　あんまりにも突とつ拍ぴよう子しもない手紙。扱あつかいに困ったのはルナスだけでなく、レイナーだけでなく、みんな一いつ緒しよだった。

「……だがこの手紙にある姫が、本当にそうであるかの確証はない」

「そうだな。どこの姫かも誰だれの姫かも書いていない。かく言う私もこんな鎧ドレスを着ているが、身分だけならお姫様だ。なんとでも言える」

「ああ」

「否定しろ」

　ルナスは朴ぼく念ねん仁じんに向かって嘆たん息そくしたが、彼は言葉を続けた。

「連合の用意した何かの策とは思わなかったのか」

「それもユリカ姉が否定した」




　どう思いますか姉上。

　ジェスはそんなことには手を貸さない素す直なおな子。

　しかし連合の上層に何らかの弱みを持たれ、脅おどされて書かされた可能性もあります。

　ジェスは脅しには屈くつしない強い子（キリッ）。

　ぺらぺらり。

　……。姉上～……。




「……司令官としてはどうかと思うがな。あそこまで行くと信しん頼らい感と言うより、いっそ病的だ」

「ああ」

「否定しろ」

　ルナスはもう一度嘆息。

「……まあそういうことだ。平時や局地的な会戦であればともかく、総勢数十万という決戦の気配があるこの折に……父上や姉上たちならともかく、部隊も持たぬ一武将に引き抜ぬきや懐かい柔じゆうをかけても効果は皆かい無むだ。だから策の類たぐいとは違ちがうだろうと判断した。姉上の言うとおり、それは独どく眼がん龍りゆうが、独断でお前に宛あてた手紙だろうとな」

「……」

「ただそれを伝えたかっただけか、それとも見付けたからどうなのか、その辺の意図すらわからん。そして信じる信じないはお前の勝手だし、その結果、ここに留とどまるか出て行くかの判断もお前に任せるが……出て行くならもう少し待て。と、まあそんなところだな」

「……姫ひめ」

「なんだ」

　レイナーが真っ直すぐに見み詰つめて述べた。

「ならば俺も正直に言う。実は心当たりが一人いる。もし何かの際に、ジェスがその娘むすめを指してエルクレセルの姫だと言うようなら……俺はそのとき、あなたの元を去るかも知れない」

「ふん、馬ば鹿か正直者め」

　ルナスは笑った。

「わかった、ならばこの話はここまでにしよう。少し稽けい古こに付き合え」

「了りよう解かいした」

　ルナスが席を立つと、レイナーもいつものように後ろを付いて歩いてくる。

「まったく、どこの誰がどう教育すれば、お前のような朴念仁の馬鹿正直の美形で剣けん豪ごうというよくわからん存在が生まれてくるのかな」

「師については以前話をしたはずだ」

「……教団の異い端たん審しん問もん官かんだという男か。しかし、たった半年習っただけなのだろう」

「だが、剣としてのあり方の全すべてを学んだ」

「ふむ……詳くわしく聞いたことはなかったが、具体的にどの程度強かった？　やはり騎き士し団だん長ちようクラスか」

　何の気なしの質問だったが。

「彼が当時のままであれば、今の俺でようやく互ご角かく」

　ルナスの、ドアノブにかけようとした手が止まる。

「……なんだと？」

「いや、俺は魔ま法ほうを使えない。それを差し引けば、まだ向こうに分があるだろう」

「……」

「打ち合った感じだが、黒龍なら速さで互角。だが……明らかに勝てると断言できる相手には、俺はまだ会ったことはない」

　呆あきれ半分、苦く笑しようしながらルナスは言った。

「ならばお前がなれ。そうすれば三剣として従えた私の格にも、箔はくが付こうというもの……」

　改めてドアに手をかけようとしたとき、廊ろう下かの方からひそひそという声が聞こえた。




　だって恋こい文ぶみって言ったわ、ラブレターよ、ラブレター！

　三日三晩寝ねずに考えたって！

　私自身、お前の正直なところが気になった……。

　すごい、似てますフランソワ様……！

　ねえねえちょっと聞いたわよユリカ様も絡からんでるんですって!?

　禁断の三角関係で姉妹同士の熾し烈れつな争いなのよ……！

　いいえ、独眼龍の名前も出ていたから勢力を越こえた四角関係なのよ……！

　いやーん、まさに病的って感じですね……！




「……。」

　ちょっと待て。

　何人集まっている。

　そしてどうすればそうも都合の良い単語だけ抜き出してそこまで爛ただれた妄もう想そうを作り上げられる。




　かく言う私もこんなドレスを着ているが、身分だけならお姫様……。

　きゃー、ライリス様もうまーい！

　さすがルナス様付きノアールローゼン！

　それでそれでどうなったんですか……!?

　きゃーきゃー。云うん々ぬん。




　どかん！

　と、ルナスは勢いよくドアを蹴け破やぶった。

　ほんの、コンマ何秒の出来事である。

　出来事であるが、そのコンマ何秒の間に噂うわさ好きなメイドたちは、両手を前に合わせ目を伏ふせがちに俯うつむき加か減げんに、しず、と控ひかえていた。

　さも大人しく待ってました、さもちょっとここを通りがかりましたとでも言いたげに……揃そろいも揃ったり十数人。

「……衛兵」

「「は、はっ！　ルナス皇女殿でん下か！」」

　廊下、ドアの両りよう脇わきに控えた二人の重騎士が声を裏返し必要以上に背筋を伸のばす。

「なあ、見たか？　いま見たな？　見ただろう？　帝てい都との近衛このえにもこの速さで反応できるやつはそうはいない。女とは魔ま性しようだなぁ？」

「「ははっ！　しかし夕食のメニューを一品増やしてくれると言われては我ら抗あらがいがたく……！」」

「抗えッ!!」

　ぼかすかと殴なぐられ、二人の衛兵は吹ふっ飛んだ。そして平素を装よそおってはいても、メイドたちの顔には冷ひや汗あせ滝たきのごとし。

　そこにユリカが通りかかった。

「ルナス。部下の虐ぎやく待たいはだめ」

「虐待ではなく躾しつけです。制裁でも粛しゆく正せいでもなんでもいいですが」

「よくない」

　基地司令としても気になったのだろう。

　厨ちゆう房ぼう前ならともかく、軍議用の議場前にメイドが十数人。

「……なに」

「これです姉上、独眼龍の寄よ越こしたこの手紙です。それをこの者たちが好き勝手に囀さえずり、盛り上がっていたのです」

「……なんて」

「いくら命の恩人とは言え、姉上の独眼龍への溺でき愛あいぶりはいっそ病的で偏へん執しつ的だと」

「「「ちょ、それはルナス様が」」」

　なんだ、しっかり話を聞いているのではないか。

　しかしユリカは表情一つ変えなかった。

「……正座」

　表情一つ変えないからこそ、ルナスとは別な種類の空そら恐おそろしさがあった。

「正座。傷は残らないから」

「「「……」」」

　虫も殺さぬような顔をして、残りはしないが傷付くようなことをしようとしているのだ。娘むすめたちは、あうあうと途と惑まどい泣きながら廊下のその場に座していく。ユリカの手には、鋭するどく尖とがりながらも球状の、世にも恐おそろしい暗黒物質が召しよう喚かんされていた。

「ライリス。フランソワ」

「「はい……」」

「お前たちはこっちだ。たまには私と剣けんの稽けい古こをしよう」

　ひぃ、と小さな悲鳴が二人分。
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「異い端たん者しやがぁっ！」

「黙だまれぇっ!!」

　降りしきる雨の中、斬きりかかってきた聖せい騎き士しよりも大きな恫どう喝かつで、パリエルは相手の剣を払はらい除のけ、叫さけぶ。

「これが神しん威いか!?」

　旧大神しん殿でん跡あとまではあと一息と言うところだった。だが急進派の進しん撃げき速度も、まさに一いつ気き呵か成せいと呼べるものだった。ルオールから離はなれ、また新たな町に入っても、辻つじに転がるのは人の亡なき骸がらだった。武装していた様子すらない。その町出身の保守派枢すう機き卿きようを支し援えんしたというだけの老ろう若にやく男なん女によが無差別に、物言わぬ姿で横たわっている。

　その悲鳴を聞き付けた一行は、しかしわずかな人数を逃にがすことができただけで、今なお数十人の聖騎士らに包囲されていた。

「これが神の意志だと言うつもりかっ!!」

「黙れ、異端者が神を語るなど片腹痛い！　大人しく地じ獄ごくへ落ちろっ!!」

「ッ……!!」

　激情に任せるほど、パリエルの刃やいばは冷れい徹てつに相手の急所を捕とらえた。

　それでも、ここに至るまでで何人斬きったかわからない。国の長剣は聖騎士の鎧よろいには歯が立たず、その細身を生かしてプレートの隙すき間まから貫つらぬけはしても、下に着たミスリル繊せん維いを編み込まれたアンダーウェアは防ぼう刃じん性が極きわめて高く、刃こぼれ著しい。

　他方、旧文明に造られたというジェスのナイフ、セラミカストは未いまだ良くそれを貫きはするが。

「さすがにしつけぇ……！」

　順手から逆手に返す動きで血ち糊のりを払い、ジェスはそのままナイフを構え直す。切れ味は凄すさまじいが、いかんせんリーチが足りず、ほぼ防戦一方であった。傷付けることはできても一撃で仕留めきれなければ、向こうの部隊の神官が治ち癒ゆ回復魔法を行ってくる。

「雷らい剣けん、バーズ!!」

　シーナが振ふりかざす剣が稲いな妻ずまを放ち、包囲する十を一息に打ち倒たおすが、一時的なものだった。やはり耐たい魔ま法ほう性せいが高い。属性の問題ではなく、高純度のミスリル銀だからこそなし得る高度な魔導皮ひ膜まくが、すべからくそれを軽減してしまうのだ。

「王子、離れないでください！」

「……ああ。わかってる」

　パリエルへのマヒロの声はひどく冷たい。

　落ち込んでいるのではない。怒いかりに青ざめるわけでもない。雨の雫しずくに瞬まばたきしながら、怯おびえもせず恐れもせず、ただ棒立ちでじっと町の様子を眺ながめていた。

　下らないのだ。

　面おも白しろくないのだ。

　連中には言葉が通じないのだ。

　聞こうとさえしないのだ。

　動物と同じなのだ。

　飢うえた野犬の群れの中だ。

「だめよ、王子様」

　いつでもシールドを展開できるようにロッドを構えたまま、エミットが言った。

「落ち込んでても何も変わらないわ」

「ええ。そして落ち込んでいなくても、僕にはこの馬ば鹿かげた状じよう況きようを変えることができません」

「でもうまく逃にげられれば、ここの馬鹿騒さわぎはこれで終わり。だからいつでも走り出せるようにね」

　ようやく少しだけ表情を柔やわらかく、マヒロは頷うなずいた。

「子供ばかりを相手に何を手間取っている！　増ぞう援えんはまだか!?」

「現在サレーの町より一個騎士団が向かっているとのこと！」

「よし、怯ひるむな！　一人たりとも逃がさずなんとしても持ち堪こたえろ！　敬けい虔けんなる我ら兄弟の仇かたきをなんとしても地獄へ追い落とすのだ！」

　鬱うつ陶とうしい。この部隊を預かっているらしい、司教の衣い装しようをしたあれがうるさい。

　じりじりと包囲の輪が狭せばまってくる。

　だが応おう援えんは敵方だけではなかった。

「いたっ、あそこだ！　加勢するぞっ……！」

「「「おおっ!!」」」

　それは保守派でも穏おん健けん派でもなかった。

　勇者たちであった。

　わずかに四人と数こそ少ないが、幾いく多たの試練を乗り越こえた少数精せい鋭えいは聖騎士らの包囲の一角を一丸となって突つき崩くずし、マヒロたちに合流する。

「やあ、久しぶりだねシーナ。ミスマルカの選せん抜ばつ会かい以来かな？」

「こんなときまで軽口叩たたいてるんじゃないの、まったく……大だい丈じよう夫ぶ？」

「フェンディ！　ジャスミン！　シュタイアにアイザックまで……みんな、どうして……!?」

　長い金きん髪ぱつと紺色のコート。貴公子の二つ名を持つフェンディが、雨に濡ぬれた前まえ髪がみをきざったらしく搔かき上げる。

「この僕が、か弱い乙女おとめのピンチを見み逃のがすはずがないだろう？」

「というのは冗じよう談だんで、教団領が大変なことになってるって聞いてね」

　バンダナと羽根付きの槍やりがトレードマークの戦いくさ乙女おとめと呼ばれるジャスミンが、愛用の長なが竿ざおを騎き士し団だんへ差し向ける。

「ああ。そうして来てみりゃ、どっちが悪かは一いち目もく瞭りよう然ぜんってよ……！」

　武ぶ闘とう着ぎの諸もろ肌はだを脱ぬいだ鉄てつ拳けんシュタイアが、ガツンと両拳こぶしを覆おおう鋼鉄のグローブを打ち鳴らし、二メートル超ちようの体たい軀くを持つ強きよう靭じんのアイザックは馬車の車輪ほどもある鋼はがねの大おお斧おのを軽々と振りかざす。

「おおよ……、俺たちが大暴れしたら、ただじゃあすまないぜ……！」

　アイザックのバトルアックスが街路を砕くだき、地じ響ひびきと共にクレーターを穿うがった。Ｓランクを筆頭にして、その四人もまたＡランク。その迫はく力りよく、気迫に、さしもの聖騎士たちも息を吞のんで後あと退ずさる。

「何を小こ癪しやくな……！　貴様らも背教する気か！　異い端たん者しやに手を貸したとあればただでは済まぬぞ！」

「年寄りが遠くからごちゃごちゃと……！」

　シーナはキッと視線を移した。

「水剣っ……！」

　シーナが剣を振り上げると、石いし畳だたみに広がる雨水が竜たつ巻まきに吸い上げられるように天に昇のぼった。そして龍りゆうが鎌かま首くびをもたげるようにうねり、次に振り下ろした切っ先に呼応する。

「サーペント・シュートっ!!」

　津つ波なみの降るように流れ落ちた水圧が、周囲にいた神官や騎士もろとも司教を吹ふき飛ばす。

「司教……!?」

「司教様……！」

　これでわずかな時間ではあるが指揮系統が混乱する。その混乱を最も有効に使える一手、マヒロたちへとシーナは告げた。

「あなたたちは先に行きなさい！　時間を稼かせいだら私もすぐに追いつくわ！」

「でも……！」

　ウインクがてら、シーナはパリエルへ叫さけぶ。

「あなたなら一目見てわかるでしょ？　大丈夫、みんな信しん頼らいできる強い仲間たちよ！　それより、フェンディたちが与あたえてくれたチャンスを無む駄だにしないで！　一個騎士団なんかが現れたら、この町自体から出られなくなるわ！」

　首しゆ肯こうしたのはマヒロだった。

「わかりました、行こうパリエル！　ジェス！　シスターも！」

　マヒロたちの足音がしっかりと遠ざかっていくのを聞いて、シーナは剣を握にぎり直し、口元をほころばせた。

　初めて見たとき、剣は嫌いやだと聞いたときはなんて甘ったれた腰こし抜ぬけだろうと思ったが……彼の場合はそれが徹てつ底ていしていた。

　ただ弱いのではない。弱いことについてブレがなかった。あの王子様はちゃんと弱いことを理解し、そして弁わきまえてくれている。その上で自分の目的を見誤らない。かっこ付けて自分も戦うだとか、仲間を見捨てられないだとか、言い出さない。それが今のこんな状じよう況きよう下かでは、逆に頼たのもしい。

　案の定、騎士団はマヒロたちを追うべきか、それともまずこちらを片付けるべきかの判断もままならず、身動きできなくなっていた。

　元はと言えばこの状況は自分の責任だった。紋もん章しようを得るという本分を忘れ、虐しいたげられる人々を見捨てられないと言い出したのはシーナ自身だった。その最低限の責任を取りたかったし……できれば、こちらへ向かっているという一個騎士団。食い止められずとも意識を向けさせることができれば、またいくらかの時間を稼げる。

「……ごめんねみんな。称しよう号ごうの剝はく奪だつに異端者認にん定てい、きっと冗談じゃ済まないわ」

　シーナは先に謝るのだが、彼らも少なくない惨さん劇げきの跡あとを目まの当たりにしてきたのだろう。

「女性を傷付けるような男を、同じ男として許せないだけさ。それが……たとえ神であってもね」

　フェンディの言葉にジャスミンたち他ほかの勇者も頷うなずいた。

「それ以前に人として……そんな残ざん酷こくな神に認められるような勇者、こっちから願い下げよ！」

　邂かい逅こうの笑え顔がおも束つかの間、勇者たちの表情が憤ふん怒どへと切り替かわる。
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　包ほう囲い網もうを脱だつしたマヒロたちは、保守派の人々の手引きによって無事町を抜ぬけることができていた。そうして用意された馬車で長くはない街道を抜け、辿たどり着く。

　まず見えたそれは白はく亜あの町並み。大神殿と呼ばれていた建物と、それを囲うように広がる門前町。全すべてを含ふくめて旧大神殿跡あとと呼ぶのだという。つまりミスマルカのような城と城下町のように、大神殿と門前町、その一まとめ全てが旧きゆう跡せきとして遺のこされているのだった。

　パリエルの操あやつる馬車は町中に滑すべり込む。入ってしまえば、残す道のりはわずかであった。緩ゆるやかな坂を上り、やがて大きな大きな広場に辿り着き、一行は馬車を降りた。

　マヒロはそれを見て言った。

「……確かに長い風雨でくたびれて見えますが、綺き麗れいなものじゃないですか」

　一国の擁ようする城じよう壁へきのような長大な塀へい、城門のような巨きよ大だいな大おお扉とびらが行方ゆくえを遮さえぎっていた。

「ここから見下ろすあの町にしたってそうです。今でも人が住めそうだ」

　エミットが答える。

「それはね、この町自体が聖遺物の一つだもの。年に一度の大おお掃そう除じは信徒の大切な仕事の一つで、お手伝いに来たみんなはその間、下の町に寝ね泊とまりするの。結局町も綺麗になるから、一石二鳥ね」

　パリエルが聞く。

「じゃあ、普ふ段だんは誰だれも？」

「……ええ。でもきっと罠わなね」

　ジェスが振ふり返った。

「どういう意味だ」

「言ったでしょ我が勇者、聖遺物だって。盗とう賊ぞくの巣そう窟くつになんかされちゃかなわないもの……いつもなら、最低限の警備の聖せい騎き士しがいるはずなのよ」

　マヒロは尋たずねる。

「人の気配がなさ過ぎると……」

「そういうこと」

「内乱状態で駆かり出された可能性は？……その警備が何派の騎士団かは知りませんけど」

「そうね。なくはないけど……どうかしら」

「預言者様からは何か？」

「何も。でも場所は聞いてるから」

　大神殿の内部へ入るのに、エミットは正門ではなくそれを迂う回かい。通用口のような幾いく分ぶん小さな扉の前に来た。手をかけると蝶ちよう番つがいがわずかに鳴くだけで、いとも簡単に開かれた。




　　　　◆




「そうか……、そろそろ来るか……。さて……っ……」

「クーガーさん！　起きちゃだめですっ……！」

　心配するセリアーナを押し退のけるように、聖騎士長の衣い装しようを返り血と、己おのれの血とで真っ赤に染め上げた男はゆっくりと立ち上がる。

　全盛期であった頃ころならいざ知らず、さすがに今回ばかりは敵に回した数が数。向かった先の距きよ離りが距離。かつてのあのときのようにセリアーナが来てくれなければ、到とう底ていこの場所まで辿り着けていなかった。

　男は別にそれでも良かったのだが。

　良かったのだが、生きている限りは意地があった。

　悲しげに、不安げに彼の様子を窺うかがうもう一人。

「クーガー、お話は私だけでも伝えられます……ですからあなたは……」

「……そういうわけにも行かねえだろう、マリーチ。預言者サマが立ってるときに、聖騎士長サマが無様に寝ねそべってたんじゃあな。かっこがつかねぇぜ……」

　預言者。マリーチという真の名前すら世に知られぬこの女。

　死ぬのなら、この女がどれだけ哀あわれに惨みじめに嘆なげき悲しみ死んでいくのか。失ったこの眼め、眼帯の下の両の眼がん窩かに見届けなければ……気が済まない。

　ようやく背筋を伸のばし、クーガーは告げた。

「助かったぜ、セリア……さあ、お前はもう行け。共和国の偉えらいさんがこんなところにいたんじゃ、話がややこしくなる……」

「でも……！」

「行け」

「でも……、納なつ得とくいきません……、鈴すず蘭らんさんが望んだハッピーエンドって、こんなものだったんですか!?　こんなもの……！」

　クーガーは涙なみだするセリアの頭に強く手を置き、くしゃくしゃと撫なでてやった。
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「ハッピーエンドなんていくらでもあったじゃねえか。幾いくつも幾つも物語があって、何度も何度もハッピーエンドはあったはずだ……ただ、その全すべてを無視してダラダラと生きてきたのが俺たちだ。そのときに死ねなかっただけだ。そんな上等が許されるはずがねえからな。俺も、そしてこいつも……」

　一度マリーチの方に意識を向け……それからすぐにセリアーナへと向き直る。

「足あ搔がいて足搔いて足搔いて、足搔いて……そして無様にくたばるってのが悪党の相場だ。そしてあのとき、そのはずをねじ曲げちまったのが鈴蘭だ。なあ、良かったじゃねえか。おかげで俺はそれから長いこと、こうしてお前と喋しやべることができた」

「クーガーさん……」

　セリアーナは目にいっぱいの涙を溜ためるが、男の目にはそれが見えない。色のないガラスの世界の一点に、雫しずくが満たされる。ただそれだけのことにしか見えない。

「東はややこしいことになってんだろう。いつまでも国を空けておくのはうまくねえ。今まで滅ほろぼした分だけ、立派に国を育てようって決めたのはお前のはずだ。さあ、もう戻もどれ」

「はい……」

「ありがとよ。そして元気でな……前も言った気がするが……、いい女になるんだぜ……」

「はい……、ありがとう、ございましたっ……！」

　深く深く頭を下げ、両目からの涙を幾つも床ゆかの上に落とすと……セリアーナの姿はどこへともなく搔かき消えた。

　一人、静かな表情でそれを見守っていたショーペンハウアーが言う。

「……やはり死ぬ気なのですか」

　クーガーは失しつ笑しようした。

「生かしちゃおかねえだろう、どう考えても……」

　急進派が擁ようしたあれだけの規模、見付かるのは時間の問題だ。見付かってさえしまえば、クーガーにはもうさほどの力も残っていなかった。あとはもう、順番の問題だ。自分の処しよ刑けいが早いか、預言者の処刑が早いか。心配事は、ただそれだけだ。

　おずおずとマリーチが口を開いた。

「クーガー……、一つ聞いても良いいですか……？」

「なんだ」

「やはり私は、過去に……何か、大きな罪を犯おかしたのですね……。ですから私は、罰ばつせられなければいけないのですね……？」

「ああ。もう誰だれにも関係のねえことだが……」

　クーガーは笑った。

「……なんでも視みえた頃のてめえは、人間を弄もてあそびすぎた。てめえが視たい芝しば居いのために、誰だれ彼かれ構わず舞ぶ台たいに上げては殺し殺させ、そうしてできた恨うらみ辛つらみを利用してはまた次のシナリオを書き、次の芝居を打たせた」

「っ……。では……、クーガー、あなたは……そんなことを知りながら、どうしてその私を……」

「俺はそんな舞台に上がった中でも、てめえに特に気に入られた役者の一人だった。毎度悪役として舞台の上に引きずり出され、殺して殺して殺しまくってそんな茶番を盛り上げた。怖こわい怖いクーガーおじさん役としてな」

　血の味がする溜ため息いきを深くつく。

「そして俺は……どうにもそれが気に入らなくてな。ある時お前はそんなふうになっちまったが……鈴蘭のおかげで、そんなこともなあなあになっちまったが……それでも俺だけは、やっぱり気に入らなくてな。どうせなら、そんなお前がどんなふうに死んでいくのかを見届けてやろうと思ったぜ。残念なのは見届けるはずのその目すら、先にてめえに奪うばわれちまったってことだがな」

　彼女は怯おびえるように呟つぶやいた。

「……そんな……、そんなっ……」

「だから、ずっとお前の側そばにいたのさ。今のてめえには一いつ切さい関係のねえ話だとしても……やっぱりてめえは、人間てものを舐なめすぎた。なに、みんながみんな恨んでるわけじゃねえ。もう誰も恨んじゃいねえ。心の狭せまい俺だけが、いつまでもいつまでも……結局は今日のこの日の最さい期ごまで、根に持ってたってだけの話だ」

「……そん……な……」

「受け入れろ。何人もな。そうやってわけのわからねえような顔した奴やつを、わけのわからねえうちに……俺はな、てめえの書いたシナリオ通りに殺してきた。そして最期は、てめえの番だ」

　預言者は項うな垂だれ、沈ちん黙もくした。

　ショーペンハウアーが冷たく言う。

「……今の彼女にそれを責めて満足ですか」

「いいや。なに……」

　クーガーは自じ嘲ちようした。

　長く長く生きてきて、振ふり返ってみればいつからか、そんなことだけを楽しみに生きてきた。真っ当な人々に比べて、そのなんと哀あわれなことか。惨みじめなことか。滑こつ稽けいにもほどがあり、笑わずにはいられなかった。

　そして何より。

「なに……結局こいつは最後の最後、ここまで言っても思い出しちゃくれねえのか、ってな……。さすがに、寂さびしいもんだ……なあ……、マリーチ……」

「……クーガー……、私……」

　そんな落ち込む彼女の気配を察し。

　少しして、クーガーは口の端はしを吊つり上げた。

「……冗じよう談だんだ」

「え……？」

「忘れちまえ。今の話は全部噓うそだ。ハッ、そんな性格のねじくれたような女を、この俺が守ったりするもんかよ……なぁ？」

「え？　え……？」

　目を伏ふせたままきょとんとなって、おろおろとする預言者を、その様子に虚きよ勢せいを張って笑うクーガーを、ショーペンハウアーは苦笑した。

　どうしようもない。

　この二人は、呪のろい呪われたように、本当にどうしようもない関係なのだと。

　そしてその永かった関係も、教団の崩ほう壊かいと共に……今日、終わるのだと。

「……さあ、二人とも。もうすぐエミットたちが現れます。これで最期というのなら……預言者らしく、聖せい騎き士し長ちようらしく迎むかえましょう」
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　中へと立ち入り、エミットを除いた三人は啞あ然ぜんとなる。初めて見る大神殿という遺い跡せきの偉い容ようもさることながら。

「……なんだこりゃ」

　暖かいのだ。

　そして外の風雨は関係ない。

　季節はもう冬が近く、この辺りもそれなりの標高はあるはずなのだが……。

「王子、あれ……お花まで咲さいてますよ……」

「……なるほど、確かに。ずーっとあったかい証しよう拠こだ」

　前庭はまるで春の草原だった。正門からの石いし畳だたみの敷しかれた両りよう脇わきには、色取り取りの花々が咲き乱みだれている。それが囲うのは白はく亜あの神しん殿でん。古い古い神話に見るような、天の国が降りてきたよう。

「そういうこと。どういう仕組みか……って疑っちゃいけないんだったわ。そうね、昔々からの主のご加護が残っているのか、この大神殿の中だけは厳冬の季節でも常とこ春はるなのね」

　先導するようにエミットが歩き始める。

　その後ろを歩きながらジェスが言った。

「もったいねえ。みんなここに住めばいいじゃねえか」

「いくらなんでも、みんなで住むには狭すぎるわよ。だから何百年も前の教皇が封ふう印いんしたらしいわ。役職が高位の者たちだけが居座るのは不公平だ、話をする者もパンをこねる者も、我々は皆みな神の下もとに平等なのだから……ってね」

「はぁ……できた人だったんですね」

　パリエルの素す直なおな感想に、そうね、とエミットは苦く笑しようする。

「でも歴史家が言うには、もう一つ理由があったらしいわ。その頃ころにはもう教団領がどんどん大きくなってきていて、この場所だけじゃ教団としての運営を処理しきれなくなってきてたのね」

　神殿教団自体は旧文明の昔からあったという。だがその頃はまだ、規模も、その内容もただの宗教組織であり、今のような国家的な共同体ではなかった。現在ある体制ができあがったのは、旧文明の崩壊以後のことだ。

　崩壊した世界の中で、人類の仇きゆう敵てきたる魔ま物ものに対して無類の強さを発揮したのが、それまでほとんど知られていなかった聖騎士団という存在だった。人々はあるいは救いを求め、あるいは自らも人類のために戦い、人々を救う騎士たらんとこの場所を訪おとずれた。そうして金や安全のために王に支配されるのではない、心の安息のため神に仕える人々の集まった、特とく殊しゆな共同体が形作られていった。

　その謂いわれは、地図で教団領の形を見た際に色いろ濃こく表れている。南北に細く長く渡わたる領土は、西域から押し寄せる魔物の驚きよう異いに抗こうするための、防ぼう波は堤ていであるのだ。

「……と、そんなわけだから、みんなも宗教だからってあんまり毛け嫌ぎらいしないでね。以上、エミットお姉さんの神殿教団早わかりガイドでしたー」

「えっと……結局、必要で移らなきゃいけなかった理由を、綺き麗れいに脚きやく色しよくしたと？」

　パリエルの言葉に、エミットが小首を傾かしげた。

「どうかしらね。昔々の話だから……でもきっとみんな、今のあたしたちよりは教えに対して敬けい虔けんだったに違ちがいないわ。その教皇も含ふくめて。そう信じたいわね」

　信じたい。信じ切れないから。人とはどういうものかを知っているから。疑うことを覚えてしまったから。

　エミットの表情は、笑え顔がおではあるが、そんな一いち抹まつの寂さびしさが含まれていた。

　そうして彼女の話を聞くうちに、一行は建物の内部に入っていた。回かい廊ろうの様式、造り自体はよくある王城のようであり、しかし美術品や絨じゆう毯たん、シャンデリアのような余計な装そう飾しよくは一いつ切さいなく。床ゆかが大理石であるだけで、その他ほか壁かべも天てん井じようも漆しつ喰くい、基調は清せい廉れん潔けつ白ぱくを表す白。

　マヒロは言った。

「しかし今の話で何となく確信しましたよ、シスター。恐おそらく紋もん章しようはここにあるのでしょう」

「ああ……そういえばそうね。そういうことかしら」

「え……？　どういうことですか、王子。エミットさんも」

「二人だけでなに納なつ得とくしてやがる」

　パリエルとジェスへ頷うなずいてから、マヒロは言った。

「ランデルディーの話だよ。覚えてるだろう、ノーテスカの遺跡を出た後に森が瘦やせてしまったのを。だから……」

　エミットが引き取った。

「たぶん、ここに紋章があって。それを取ったら、ここの暖かさはなくなっちゃうんじゃないかしら……って」

　パリエルもジェスも、納得したような表情を見せた。

「……確かに、そういう不思議なチカラがあるんでしたね。紋章には」

「ああ。そういやオオヤシマのも、火山が爆ばく発はつするのを抑おさえてたんだったか……」

　そうして確信を深める一方で疑問の余地もあり、マヒロはエミットへ問うた。

「……しかしその割には効果の規模が小さいですね、今までの紋章より。この場所の気温を保つだけというのは……」

「さすがにそこまではあたしにもわからないわよ、王子様。結局ヴェロニカの紋章がどんな効果を発揮していたのか、今でもわかっていないんでしょ？」

　エミットが肩かたをすくめて続ける。

「帝てい国こくにあるっていうのもそう。となると、ノーテスカとオオヤシマにあった二つだけが、特別強い役目を担になっていたって考え方もできるんじゃないかしら」

　マヒロは頷いた。

「なるほど、それはありますね。ランデルディーの話じゃ、人が住めるようにする結界としての役目がそもそもみたいなことでしたし……森や火山や気温は、魔物を防ぎ水や空気を浄じよう化かした後の余よ剰じよう分……オマケみたいなものなんでしょうかね」

　広々とした通路を深く進み、やがて視界が開けた。

「……わぁ……」

　パリエルが感かん嘆たんの声を上げ、その声が静せい寂じやくに響ひびき渡った。

　そこは何万人が一堂に会せるだろう大広間。中原では最大級の大きさであるミスマルカ城にさえ、ここまで広いホールはなかった。それを囲むのは一面の壁へき画がであり、その高みより差す光は鮮あざやかなステンドグラスに彩いろどられていた。

「すげぇな……」

　普ふ段だんそういったことには無む頓とん着ちやくなジェスでさえ、珍めずらしくその荘そう厳ごんな光景を見み渡わたし、見上げ、息を吞のむようだった。

　エミットが頷く。

「ええ。ここが大聖堂。かつてここに大天使が降りてきて、名だたる聖人はみんなここで洗礼を受けて、伝説的な勇者はみんなここで神しん託たくを受けて……って光景を想像したら、信じちゃう気持ちも何となくわかるでしょ？」

　マヒロも思わず頷く。

「確かに、こうして目まの当たりにして、これが聖遺物と言われたら……他ほかに疑いようがありません」

　そんな中。エミットだけが立ち止まることなく真っ直すぐに、大聖堂の奥を目指す。すぐにマヒロたちも気付いた。彼女の向かう先に見える演えん壇だんが、空間の中心線から横にずれている。そのずれた床ゆか面めんに、地下へと続く階段がある。

　だが、こちらが到とう着ちやくする前に開いていたということは、すでに先客があるということだ。

　護衛として、パリエルが確かく認にんする。

「……この先に待っているのが、預言者様……ですか？」

「ええ。ショーペンハウアー枢すう機き卿きようとクーガー聖せい騎き士し長ちようも一いつ緒しよだそうよ。さ、行きましょ。私の導きはここでおしまい」

　あっけらかんと笑うエミットと共に、下へ進んだ。隠かくし通路といっても、そこだけ様子が違うようなことはない。明かりはわずかだったが、壁へき面めんは白。ここも大神殿の一部。

　階段が終わり、暗い通路の向こうに扉とびらは開かれていた。ノーテスカにも、オオヤシマにもあったレリーフ入りの扉……それすらも、半分ほども開かれていた。

　向こうに見えたのは、明るい広間。

　白い室内に、白い祭さい壇だんを背にするように、三人いた。

　一人は女め神がみ姫ひめと呼び慕したわれる、金きん髪ぱつをした美び貌ぼうの女枢機卿、ショーペンハウアー。

　一人は白っぽい髪かみも、元は白かったろう衣い装しようの一面も返り血に染め上げた両目に眼帯の男。

　そして……。

「……よく、辿たどり着きました。紋もん章しようを求める者よ」

「……!!」

　過去にマヒロを打ちのめしたものと全く同じ声が、目を伏ふせたままの白い女の唇くちびるから紡つむがれた。
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　息を吞んだマヒロは、引き寄せられるように祭壇の間へ踏ふみ入った。

「では……、あなたが……？」

　預言者は小さく頷うなずいた。

「はい。きっと私は、そう遠くない以前に……。このような場所で、こうして幾いく度どか……あなたとお話をしたことがあるのでしょうね」

　マヒロが彼女の言葉の意味を計りかね、瞬まばたきすると……血染めになっている傍かたわらの男が言った。

「悪いが、こいつは随ずい分ぶんと前からこんなでな……夢と現実の区別がついていねえ」

　彼が喋しやべると言葉と共に口の端はしから血が流れ、髭ひげを濡ぬらした。返り血だけではなく、彼自身も相当な深手を負っているのだ。

「聖騎士長……!?」

　エミットの声に、彼はその口元をにやけさせながら片手を上げ、制止した。

「いい……。構うな嬢じようちゃん、大した傷じゃねえ。今はこいつの話を聞いてやってくれ……」

　預言者も瞳ひとみを伏せたまま不安そうに眉まゆ根ねを寄せていたが、クーガーの言葉で改めてこちらに向き直る。

「……紋章を求める者よ……ミスマルカ王国の、マヒロ王子でしたね」

「はい。そうです」

「以前の私は、そうはっきりと視みえていたわけではありませんでした。ですが、どうやらあなたが紋章を手に入れずとも、世界は混こん沌とんへと向かう運命にあったようです」

　喜ぶべきか嘆なげくべきか。はっきりと視えた先、結局は良くないことが起きるらしい。だがそうであるなら、一方で。

「それでは……、僕が手に入れると破は滅めつへ向かうというのは……」

　彼女は首を横に振ふった。

「……残念ながらそれは、振れ幅はばの問題……」

「振れ幅……？」

「あなたが紋章を手に入れなければ、混沌はごく小さなまま、しかし長く続くことでしょう。しかしあなたが手にすれば、混沌はより大きなものとして……結果、破滅と呼べる規模のものとして訪おとずれることになるでしょう」

「……」

「訪れる不幸の総量は同じなのです。新たな命が生まれた喜びと同時に、死別の悲しみが未来に決定づけられるように。そうした逃のがれ得ない悲しみが、この先の未来には避さけようのない定めとして待ち構えているのです。ただそれが永きに亘わたる浸しん食しよくか、ごく一いつ瞬しゆんに訪れる大波かの問題。永き混沌もまた人の世を疲ひ弊へいさせ、結果として再び人類を破滅へと導くでしょう……」

　右も破滅。左も破滅。進めば破滅。しかし時間という流れは逆転しない。人は進むことしか許されない。ならば破滅。

「……なんだそりゃ、結局俺たちは滅ほろびるしかねえってのか」

「ちょっと、ジェス君……」

　パリエルが挑いどむようなジェスの口くち振ぶりを小声で諫いさめるが、預言者は否定しなかった。

「いいえ、その通りです。今のままではきっと人類は、人間も、魔ま人じんも、何もかも滅びてしまうことでしょう」

　一息して、呟つぶやくように彼女は言った。

「……以前も私は、その予言を伝えたことがあった気がします。そんな記き憶おくが、あるのですが……」

「いえ。確かに三十年以上も前、あなたはそう予言しました」

　自信なげな預言者に、はっきりと告げたのはショーペンハウアーだった。

「ですが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする当時、真に受けたのは旧マジスティア王国の若き国王、ネオシス・アルステッド・マジスティアただ一人。そして現グランマーセナル帝てい国こく皇こう帝ていとなった彼こそが、現在焦しよう点てんとなっている連合対帝国の構図を生み出した張本人です」

「……」

　預言者が悲しげに俯うつむく。首から提さげた、カウベルにも似た鐘かねが、カラと良くない音色を奏かなでた。

　マヒロは一つ気付く。この預言者も魔人なのだと。何十年の昔の予言も、彼女本人が伝えたというのだ。だが、こうして見る分の年ねん齢れい、人間ならば三十代にも達していないだろう。

　そして疑問する。教皇は時につれ折に触ふれ交代してきたが、預言者が代だい替がわりするという話は聞いたことがなかったのだ。意外なほどに。一方でもっと意外なのは、まさかずっと同じ者が……たとえばこの目の前の彼女がずっと神しん託たくを告げてきたという話も、聞いたことがなかったということ。そもそも、預言者である彼女の本当の名前すら伝わっていないのだ。

　ショーペンハウアーが悲しみに暮れるような預言者へ続ける。

「いえ……それこそ同じことだったかも知れませんね。あなたが告げなければ、当時のままの乱世が今なお続いていたに違ちがいありません。無論、それと一いつ触しよく即そく発はつにある現在の状じよう況きようと、どちらがより良い未来だったかは知りようもないことですが」

　不幸の総量というのも言い得えて妙みような話であった。かつて大陸全土に広がっていた国家間の争乱も、長く続けばやはり人類全体を疲弊させただろう。だが帝国の躍やく進しんによってそれが一度は沈ちん静せい化した一方で……今またより大きな、大陸を二分する津つ波なみのような争乱が目前に差し迫せまっている。小国同士では到とう達たつし得ぬ数の犠ぎ牲せい者しやが、開戦となればただ一度の衝しよう突とつで生み出されることになる。

「……ではそのときの檄げきは、教団としての何らかの政治的なアプローチというものではなく……？」

　そう聞いたマヒロへ、ショーペンハウアーは冷めた表情で首しゆ肯こうする。

「政治的な意図は一いつ切さいない、本当にただの予言です。教団の上層は当時の乱世を、むしろ黄金時代と捉とらえていましたから」

「黄金時代……？」

　戦乱のイメージからはあまりにもかけ離はなれた言葉に、パリエルが瞬まばたきする。ショーペンハウアーは頷うなずいた。

「そうです。他ほかにすがるものもない荒こう廃はいした世であれば、人は神に祈いのる他ほかなくなります。そして絶対中立を誇ほこる教団の信徒は、殺せば異い端たん審しん問もん会かいの格好の的でしたから」

　言い換かえれば、暗あん黙もくの国際条約。信徒は即すなわち神徒であり、神の僕しもべたるシスターや神官を殺すことは神に叛はん旗きを翻ひるがえすも同義の背信行こう為い。当時、劣れつ勢せいに恐おそれを成した王おう侯こう貴族などは逃とう亡ぼうの際、そうした衣い装しように身をやつして難を逃れようとした者も多かったという。

　ショーペンハウアーの言葉は続く。

「死にたくない一心で教団領へ亡命する者数多あまた、負けるとわかれば信徒に鞍くら替がえする者数多、高位の身分を買うため寄付という名の賄わい賂ろ数多。間違って戦火で教会など焼けようものなら、渉しよう外がい部ぶからの強請ゆすりによって各国からの賠ばい償しよう金きん数多」

　小国同士が遍あまねく国力を瘦やせ細らせていく中で、教団だけがその国力を遍く吸い上げるが如ごとく権勢を振ふるったのだ。

　そんなことを、さも当たり前のように語るこのショーペンハウアーという枢すう機き卿きようも若くして、よほど酸すいも甘いも知り尽つくしているのか。

　エミットが付け加えるように言った。

「で……急進派の中ちゆう核かくのほとんどは、そのとき流れてきて役職を金で買った、よそ者の貴族か成金連中ってことよ」

「まさか……クラウディス枢機卿も？」

「さる高名な商家の出だったらしいわね」

　それでマヒロは、何となく合点がいった。

　ゼムンで彼やその側近らと相対したとき、どうも普ふ通つうの信徒と雰ふん囲い気きが違った。

　聖せい騎き士しを引き連れ雪な崩だれ込んできたアレク司教や、勝負の卓たくに着いたディアナ司祭のように、染まっている色がなかった。信念や何かからさらに一線を画した、そういうものだと当たり前に思い込んでいるような節が見えなかった。

　宗教家ではなく、宗教家の服を着ただけの一いつ般ぱん人じん。クラウディスに見えたのは、導きなどというあやふやなものにすがるのではなく、自ら確固とした道を切り開かんとする、ごく普通の人々が、ごく当たり前に持っているのと同程度の意志だった。

　ショーペンハウアーが言った。

「……ともあれ、今、東は南北の真っ二つに分かれました。そして神という理想は廃はいされ、より現実主義的な急進派が主導権を握にぎりました。私の目から見ても、これは指導者としては堅けん実じつな政策です」

　まとまる話もまとめられない連合よりは、盤ばん石じやくの帝国。第三者視点をして冷静な目で見れば……そして教団という立ち位置からすれば、うま味の少ない小国ばかりよりは強大なただ一国の方が付き合う上で手間もない。

「ショーペンハウアー枢機卿」

「何ですかエミット枢機卿」

「あなたはドライ過ぎます」

　初めて聞く、やや不ふ愉ゆ快かいそうなエミットの声。

「ごめんなさい。湿しめっぽいのは苦手なもので」

　あしらうようなショーペンハウアーの声。

　別にいがみ合っている様子でもないのだが、預言者が困ったような顔をしているのでマヒロは口を挟はさんだ。

「……問題はクラウディス枢機卿がいかに聖人であれ、悪人であれ、今の僕たちとは敵対しているということです」

　それから預言者へと向き直る。

「そしてあなたの言う破は滅めつを回かい避ひするための必要条件が、人類の団結なのですね」

　彼女は静かに頷いた。

「はい。あなたであれば、あるいは……大きな混こん沌とんを収めることによって、より大きな秩ちつ序じよをもたらせられるかも知れません。それこそが、あなたの求める大陸の平和であり……唯ゆい一いつ、混沌の先に迎むかえ得る確固とした秩序の可能性に他ならないのです」

　儚はかなげな立ち姿。憂うれいのある表情。肌はだも色白であれば、衣装から毛先までも白の一色。神聖なる教団を導くに相応ふさわしい、あたかも聖女然とした佇たたずまい。マヒロの目からはとても噓うそを吐つけるような女性には見えなかったし、そしてかつての遺い跡せきでのことを振り返れば、彼女に対しても噓は通用しないだろうと思った。

「……私は聖女ではありません。導くのでもありません。ただこの先に起こりそうなことを告げるだけの預言者です」

　いや、噓が通用しないことは、明白だった。やはり彼女は心を読める。

「預言者様。あなたにお聞きしたいことがたくさんあります」

「はい。でもそのほとんどは、連合軍と帝てい国こく軍の衝しよう突とつを避さけるためには、なんの価値もないものです」

　別な意味で言葉が通じない。

　必要がないという意味で。

　そこにマヒロは、何か得体の知れぬ畏おそれを感じた。

　紋もん章しようの由来。遺跡の謎なぞ。混沌と破滅の正体。確かにそんなものは今、緩かん衝しよう地帯での戦いくさとは何の関かかわりもない。パリエルにもこっぴどく言われた。もう時間がない。今は紋章を持ち帰ること。必要なのはそれだけだ。

「それがあなたの望みなのではないのですか、マヒロ王子。大陸の争乱を未然に防ぎ、大陸に平へい穏おんをもたらすこと。そのために紋章を求めているのですよね……？　そしてその結果がいかに……」

　言いかけて、彼女は口を噤つぐんだ。

　少し待つが、二の句がなかなか続かない。

「……いかに……何だったでしょうか。とても大切な言葉を聞いた気がしたのですが……」

　その結果がいかに無む惨ざんな敗北であれ、素す直なおに負けを認め、一いつ切さいの暴力に頼たよらずこのゲームを降りること。

「……ごめんなさい。よく、覚えていないのです。ですが……暴力を認めないと、そう聞いた記き憶おくがあります」

「はい。誓ちかって事実です」

　それを聞くと、預言者はそのとき初めて安あん堵どしたような微び笑しようを見せた。頷うなずき、背を向けて、誰だれの助けもなく、白はく杖じようを左右しながら奥へと歩いていく。

　そして杖つえの先が祭さい壇だんに当たると……こともなく、一枚の紋章符を取り上げ。もと来た道を今度は杖に頼ることすらなく、戻もどってきた。ノーテスカの遺跡でのような、セントリーガンの歓かん迎げいも何も、一切の障害なく。

「……紋章、を……？」

「聖せい魔ま杯はいの管理者だけではありません。いつかあなた自身も言っていたような気がしますが……紋章の管理者もまた、紋章を手にするだけならできることなのです。しかし葉は多た恵えはあなたを試ためす意味でも、あなた自身に取りに行かせたかったのでしょう」

　確かにノーテスカで大統領と共に隠かくし通路を歩いたとき、そんな推測を述べた覚えがある。そうと聞いてしまえば、入り口のレリーフの扉とびらが開いていたのも何ら不思議なことではなかった。

　差し出された紋章の色は白。白い紋もん様ようは、一枚の翼つばさのように見えた。

「これまであなたが手にした黄色は光。緑は大地。赤は炎ほのお。そしてこの白は、大気。風を表すもの。きっとこの中には、羽のような絵が浮うかんで見えるはずです」

　やはり彼女は、目を閉じたままだった。その予言が彼方かなた未来ほど、深く心の裡うちほど、どれだけ遠望であろうとも。二つの目に関して言えば、決して、手の内ほどの近くさえ見えてはいないのだ。

　そんなガラスのように儚げで、美しく、だが不思議と恐おそろしいような、預言者という彼女の手から……マヒロは紋章を、半ば恭うやうやしい思いで受け取った。

「……ありがとうございます」

　風。薄うす々うすそうだろうと気付いていたが、彼女の言葉からもはっきりとわかる。これら紋章は世界を成す大本を表しているのだろうと。となればきっと、残る一枚は青か。水の青。

　だがここからだ。探しに行くにせよ、交こう渉しようへ移るにせよ、容易ではあるまい。そしてどちらにせよ次の一手で勝負が決まる。そしてその勝負、およそ今までの比では通るまい。

　思いを新たに、マヒロはそれを自身の懐ふところに収めた。それを感じたように預言者が頷き、言った。

「……さあ、マヒロ王子。それがあなたの望むものなら、もうこの場所に用はないはずです。急いでください。とても恐ろしいものが目覚めようとしています」

「恐ろしいもの……？」

　緩衝地帯で起ころうとしている何かを暗あん喩ゆしているのか。それともいずれ西から訪おとずれる何かのことを言っているのか。

　彼女は静かに首を横。

「わかりません。わからないのです。しかし……この場に長く留とどまっていてはいけません。さあ、早く」

「っ……」

　そのとき、クーガーの身体からだが傾かしいだ。膝ひざをつき、そのまま倒たおれそうになるのを、ショーペンハウアーが支える。

「……あ……、ああ……。悪ぃな。話が退たい屈くつで、少し眠ねむっちまったようだ……」

　とてもそんな風ではなかった。その足下には、返り血だけではできようもない、真新しい色の血ち溜だまりができ始めていた。ショーペンハウアーは彼の腕うでを肩かたに回しながら言った。

「全聖せい騎き士しの規き範はんとなる聖騎士長が居眠りですか。そうですか。歳としは取りたくないものですね」

「ああ、全くだ……。歳はともかく、必要以上の長生きだけはするもんじゃねえ……、っく……」

　ショーペンハウアーも強がる彼の気持ちを汲くんでいるから、そんな憎にくまれ口のような冗じよう談だんを言うのだろう。彼女は言葉のわりにしっかりとクーガーの腕を肩に担かつぎ、立ち上がった。

「っ……それで……、話は終わったのか……」

　クーガーの声に、預言者が頷く。

「ええ。私から話したいことは全部……ありがとう、クーガー。ここまで連れてきてくれて。エミット、あなたもご苦労様でした……」

「いいえ。とても楽しい旅でした、預言者様」

　紋もん章しようを失った室の明かりが、徐じよ々じよに落ち始める。

「もうここにいる意味はありません。出ましょう」

　ショーペンハウアーがクーガーを引きずるように歩き出し、そしてエミットは預言者の手を取り、マヒロたちは祭壇の間を後にした。
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「どうして、わからないのよっ……！」

　猛もう雨うの中、シーナは叫さけびながら鍔つば競ぜりを押し返す。

　フェンディ、ジャスミンといった頼たのもしい仲間たちと合流できた。辛かろうじて聖騎士部隊の包囲は突とつ破ぱできた。

　だが予想外の誤算が一つあった。あと一息で自分たちも町を脱だつ出しゆつできるといったところで、また新たな勇者たちと出会ったのだ。そして彼らはシーナたちを手引きしてくれることはなく、こちらに対して剣けんを抜ぬいてきた。

「わからないのは、お前たちの方だっ……！」

「くっ……!?」
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　敵となった勇者の一人が振ふり下ろした剣を、同じ勇者のフェンディが受け止める。

「危ない！」

　手が塞ふさがったそのフェンディの横からの剣を、ジャスミンは槍やりの柄つかで跳はね上げる。シーナたちは後退し、脱だつせられたはずの町をさらに内部へ押し返されていく。

「お前たちのためにも言っているんだぞ、フェンディ！　教団は本気だ！　今からでも改心すれば、まだ……！」

　話を聞いて助けるために駆かけ付けたフェンディたちと同様、話を聞いたこの勇者たちは急進派こそが正義と信じ、それを捕とらえるために駆け付けた。

　本来、勇者同士の私し闘とうは禁きん忌きとされている。だがそこで繰くり広げられていたのは、紛まぎれもなく勇者同士の熾し烈れつな争いであった。

「いや、悪いけど僕はほら……、女の子は裏切れないからさ。シーナとジャスミンがいいって言うならいいんだけど……」

　雨あめ露つゆに張り付いた前まえ髪がみを搔かき上げ、フェンディが笑う。

　ジャスミンが言った。

「あんたたちこそ正気なの!?　町中の死体を見たでしょ!?　あれのどこに正義があるって言うのよ!?」

「わかっているさ！　けど、お前たちまで同じようになりたいのか!?　まだやり直せる！　Ａランクなんて誰だれでもなれるもんじゃない！　みんなの憧あこがれだ！　そういう才能を、自分からドブに捨てるような真ま似ねはやめろと言ってるんだ！」

「ランクなんてどうでもいいわ！」

　攻こう撃げきを剣で受け流し、風の魔ま法ほうで吹ふき飛ばしながら、シーナは言った。

「私はただ、私が正しいと思うことから逃にげたくないだけ！　称しよう号ごうやランクなんてなくても、私は自分の正義のために戦いたいだけなの！」

　互たがいに決定打を欠くまま、得物と得物、魔法と魔法の激しい打ち合いが続く。

　ランクだけで言えばこちらはＳランクの虹こう剣けんシーナを筆頭に、Ａランクの貴公子フェンディ、戦いくさ乙女おとめジャスミン、鉄てつ拳けんシュタイアと強きよう靭じんのアイザック。皆みな、名うての二つ名持ち。それこそミスマルカでの選せん抜ばつ会かいのように、一国からの大々的なクエストでもなければ、滅めつ多たに集まることのないそうそうたる面メン子ツ。

　一方で向こうはＢランク以下ばかりだが、勇者の称号を持つ者たちだけで二十人近く。そんな上辺の評価だけで、量に対して質でならば拮きつ抗こうしていると高をくくったのも最初のうち。

　ジェスが本来の強さに比しては不相応なランクのままであるように、あくまでそれは活かつ躍やくの度合い。強さそのものは、一いつ般ぱん人じんを遥はるかに凌りよう駕がする神しん託たくの勇者であることに違ちがいはなかった。シーナたちの聖せい騎き士しとの戦いでの疲ひ労ろうを含ふくめれば、その質すらも危あやうくなり始めていた。こちらがそうであるように、彼らもまた、諦あきらめるということを知らぬ勇者なのだ。

　そしていつしかシーナたちは、町の中心部にある広場にまで追い詰つめられていた。普ふ段だんは露ろ店てんや憩いこう人々で賑にぎやかだろうそこも、今は無人。ただ激しく雨が降りしきる。

　街路を抜けて場が開けたことにより、数で劣おとるシーナたちはいよいよ包囲される形となる。

「お願いだから、話を聞いて……！」

　シーナは言った。

　見み逃のがしてもらうためではない。退路をなくした上で、なお逃げ切れぬような一いち撃げきを繰り出されてしまったのでは……こちらとしても、いよいよやらねばならなくなる。

　最後通告のように、向こうの勇者が切り出してきた。

「お前たちだって、薄うす々うすは気付いてるんだろ……？　帝てい国こくの正しさに……！」

「帝国……が、正しいですって……？　本気で言っているの……!?」

　その彼はシーナの言葉に、真しん剣けんな様子で頷うなずいた。

「いや、気付いていなければおかしかったんだ、俺たちは！」

「戦争よ!?　それがどう正しいって言うのよ!?」

「戦争なんて過程だろう!?　手段の一つだ！　今までどこの国だって散々やってきたことだ！　問題は、その先だ！　皇こう帝ていは、そうやって人類をまとめ上げた先に、西域へ向かうと言っている！　未来の全人類が、魔物の影かげに怯おびえることなく暮らせるようにするためにだ！」

　別の勇者が呼応した。

「それに引き替かえ、連合は何だ!?　お前たちだって知ってるだろう!?　紋もん章しようのために集められたのは、各国から選えりすぐられた騎士団じゃない！　俺たちだったじゃないか！　他国の軍隊が信用できないほど、我が身のことしか考えていないってことじゃないのか!?　俺たちはただ、侵しん略りやくを食い止めたい正義感と、勇者の称号……教団の中立性を利用されただけじゃなかったのか!?」

　また別な一人が首しゆ肯こうする。

「俺はあの後国に帰ったとき、会合に出入りしてた大臣から聞いたんだ……光の御み子こ、あのリーゼルが会合の席じゃ、他国の代表たちからはまるで笑いものだったってな！　リーゼルがどれだけ一いつ致ち団結を呼びかけても、他ほかの爺じいさんたちはそれを、国益も考えられない若じやく輩はい者もの、政治を知らない田舎いなか者ものだって笑ったらしい！　だからあいつはハイランドの代表にもかかわらず、無理矢理選抜会に参加させられたらしい!!」

　そう言った彼は悔くやしさに打ち震ふるえるように、目を真っ赤にして叫さけんだ。

「俺たちの憧れがだぞ!?　ＳＳランクの、最高の勇者がだぞ……!?」

「っ……、そ、そんな……確かにリーゼルはあのとき、悩なやんでたみたいだけど……でもそんなこと、一言も……！」

「そりゃそうさ、リーゼルはああいうやつだ……でも、だからこそ大陸の未来を本気で心配していたに違いないんだ！　そんな本当の正義を笑いものにしてまで守らなきゃならない、連合の正義って何だ!?　今の自分たちだけ良ければそれでいいのか!?」

「そ、そんなっ……！　違うわ、そんなわけ……！」

　それはいつか、エミットが言った急進派の論法だった。あのときはそういうものかと簡単に考えられた。だが、会合の内容がそこまでひどいものだとは夢にも思っていなかった。

　リーゼルは、ただ自分に言葉が足りないからと、弱々しくそう笑っていただけだ。

　弱々しく。

「っ……」

　そんな彼の苦心すら……平気で笑い飛ばせる者たちがいるのだ。あれほど善人面づらをした各国代表たちの中に……？

　言葉に詰まる。

　そしてシーナはかぶりを振ふった。

「……だからって、人と人とが殺し合う理由はないわ！」

「いや……、さっきこいつの言った通りだ。戦争なんて長い歴史の中で、何度も何度も起きてきた。でもそうした積み重ねの上にできたのが、今ある俺たちの国じゃないのか？　緩かん衝しよう地帯での戦いくさが終われば、そうして帝国がこの大陸を一つにまとめることができたなら……連合が勝利するよりは、魔物に対して一丸となれる可能性があるとは思わないか？」

「……でも……でも、皇帝だって、本心じゃどうかわからないじゃない……！　西域だなんてそんなの、それこそ侵略の口実に決まってるじゃない！」

　ある女勇者が言った。

「連合の国々は自分たちのために、兵士すら出し渋しぶったわ！　帝国の皇帝は、血の繫つながった娘むすめを最前線に立たせるっていうわ！　どっちが本気か、考えるまでもないことよ！」

「それは……、だから……！」

　ああ。

　リーゼルも、こうして自分の言葉の少なさを感じたのだろうか。

「わかってくれ、シーナ！　フェンディ、ジャスミン、シュタイア、アイザックも！」

「俺たちだって無益な争いを望んでるわけじゃない！　ただ、ここで急進派が勝てばバランスが傾かたむくんだ！」

「そうなれば連合も、正面衝しよう突とつよりは犠ぎ牲せいの少ない方法を模も索さくするはずよ！」

「ああ！　そのときＳランクやＡランクのお前たちが揃そろって声を上げてくれれば、会合の国王たちも無視できないはずだ！　民衆もきっと納なつ得とくしてくれる！　唯ゆい一いつ、戦争を避さけられる可能性なんだ……！」

「でも……！」

　シーナは再びかぶりを振った。

　言い分はわかる。

　でも。

　リーゼルがここにいたら、彼は何と言うのだろう？　その通りだと双そう剣けんを収め、彼らと固く握あく手しゆを交かわすだろうか。それなら、自分もそれでいい。私はきっと、彼に従うだけだから。

　でも今ここに彼はいない。そして自分には、そんなリーゼルの様子が想像できない。

　なぜ？

「……なぜ？　って、そんなの」

　呟つぶやき、シーナは真っ直すぐに顔を上げた。

「リーゼルなら……、どんな理由であれ、罪もない人たちが殺されるのを許すはずがないからよ……！」

「シーナ……！」

　大勢の足音が近付いてくることに気付き、ジャスミンが危機感を込こめて言った。

　フェンディが失しつ笑しようを見せる。

「さすがに……ちょっとだけまずいかな、これは……」

「年ねん貢ぐの納め時ってか……？」

　にやりと笑うシュタイアに続き、アイザックが油断なく戦せん斧ぷを握にぎり直す。

「さあ……、どうなるかな……。楽しくなってきたことだけは、間ま違ちがいないぜ……」

　千の甲かつ冑ちゆう。千の剣。千の足音。

　広場に続く辻つじという辻から現れ、さらにぐるりを取り囲んでいく一個聖せい騎き士し団だん。

　向こうの勇者が急せいたように促うながした。

「早く、投降するんだ……！　俺たちが取りはからう……！」

　向こうの一人はさらに何かを呼びかけようとしたが、他の勇者たちの敵意ある声に遮さえぎられた。

「もうよせ、どうせ聞きやしないんだ！　言って聞くほど物わかりがよければ、そもそも異い端たん者しや認にん定ていなどされるものか……！」

「ええ、ＡランクやＳランクだからってあんまりちやほやされ過ぎて、自分たちだけが特別だとでも思い込んでるのよ……！」

「特別だから教団を裏切っても許される、特別だから自分が信じていることは全すべて正しい、そうじゃなければ全て悪……そういうことだろ……!?」

　シーナはかぶりを振った。

「違うわ、そんなつもりで言ってるんじゃないの……！」

「正義ぶった説教はもうたくさんだ！」

　そのとき向こうの誰だれかが、とうとう腹に据すえかねたように……吐はき捨てた。

「お前たちはいいよな……、才能のある奴やつは、そうして綺き麗れい事ごとだけでやっていけるんだからな……！」

　業ごうを煮にやしたように、シュタイアがその勇者へと言い返す。

「ざっけんなよ！　才能だとか、特別だとか、わけわかんねえってんだよ！　特別だってならお前たちだって特別に選ばれた勇者のはずだろうよ!?　努力だけなら俺だって、そんな風にゃ見せねえだけでフェンディだって、Ｓランクまで行ったシーナなんてなおさら……！」

「俺たちはさ……いくら努力しても、Ａランクにもなれないんだよ……!!」

　そんなときだった。

　騎士団の最後に、馬車に乗って現れたのは一人の老いた大司教であった。

「首しゆ尾びはどうです……？　なんです、あれだけ大口を叩たたいて、まだ武器も下ろさせていないのですか」

　カーテンの隙すき間まから不満げな顔を覗のぞかせる老人へ、向こう側の誰かが言った。

「し、しかし、もう勝ったも同然です大司教……！　ですから……！」

「……まあ、よいでしょう。間違って殺していなかっただけ上等です。特にそこの勇者シーナは、生かしたまま捕とらえなさい。急げばまだ、マヒロ王子への良い交こう渉しよう材料になるでしょう」

　シーナたちは目と、耳と、疑うような気持ちだった。

「待って……どういうこと……？」

　後ろ暗い思いを振ふり切るように、誰かが叫さけんだ。

「クエストさ……!!　マヒロ王子一行の誰かを生け捕どりにすれば、今のランクに関係なく、それだけでＡランクに上げてくれる。そして俺たちＢランク以下が百回依い頼らいをこなしても稼かせげないだけの、報ほう酬しゆうをくれるってな……」

　ジャスミンが叫んだ。

「金で買われたっていうのあんたら!?　勇者としての誇ほこりはないわけっ!?」

「黙だまれ!!　依頼だよ!!　クエストだ!!　お前たちだって今のそのランクを手に入れるために、散々こなしてきたんだろう!?　そういう、ただのクエストだ！　俺たちは特別じゃない、才能がないから、こんなチャンスでもなければＡランクになんて辿たどり着けないんだっ!!」

　まさに、血を吐くような言葉だった。その言葉に後押しされ、奮い立ったように、今までにない勢いで一いつ斉せいに躍おどりかかってくる。

「わからないだろうお前たちには！　お前たちがちやほやされる一方で、酒場に行けば新聞のお前らの記事の影かげから、いつまで経たっても村勇者や町勇者なんて馬ば鹿かにされる俺たちの気持ち、わからないだろう!?」

　また別な者はフェンディへ、アイザックへと斬きりかかる。

「だがな、ただのやっかみだけじゃない！　さっき言った帝てい国こくへの考えはみんな一いつ致ちしている！　正義は帝国にある！　クラウディス教皇はそのために、自ら同どう胞ほうという犠ぎ牲せいを払はらったんだ！」

「たとえ今は虐ぎやく殺さつに見えても、それによって自らがどんな汚お名めいを被こうむろうとも、まず教団領を一つにまとめ上げるために！　この大陸の未来のために!!」

　猛もう攻こう。

　先の会話の中で多少息は整えられたが、皆みなが皆、戦い続け、魔ま法ほうを使い続け、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

「会議室で一日中帝国の影に怯おびえる国王たちに、それだけの勇気があるか!?」

「国のためなんて言えば聞こえはいいが、どうせ自分が玉座から下ろされたくないだけじゃないのか!?」

「ああ！　だったらマヒロ王子やリーゼルだってわかったもんじゃないだろう!?」

「わかってないのはあなたたちの方よっ!!」

　シーナは斬ざん撃げきを弾はじいて叫んだ。

　わかろうともしていない。

　たとえ彼らの言葉のほとんどが真実だったとしても。それでもシーナは知っている。敵中深く要よう塞さいにまで乗り込んだマヒロの行動は。銀ぎん髪ぱつ鬼きと渡わたり合ったリーゼルの強さは。ただの保身だけで説明できるものではないということ。

　……あるいは、それこそが特別ということなのだとしても。

「あなたたちだって、最初は連合のためにミスマルカに集まったんでしょう!?　侵しん略りやくや支配を許せないと思っていたはずでしょう!?　でもいま教団領で起きているのは同じことよ!?　自分の国や生まれた村が、こんな風になってもいいって言うの!?」

「黙れぇっ!!」

　何かの拍ひよう子しだったのだろう。シーナの言葉に逆上したような一人が渾こん身しんの一撃を死角から放ち、それに気付いたフェンディが間かん一いつ髪ぱつで受け止める。だが。

「しまったっ……!?」

「フェンディ!?」

　咄とつ嗟さの無理な体勢だったせいか、フェンディの剣けんが弾き飛ばされる。一時間以上も全力で戦い続けていたのだ。得物を握にぎる握あく力りよくのみならず、すでに皆、気力と体力の限界を超こえていた。

「もう、諦あきらめろよ！　いくらお前たちが強くても、たとえ俺たちを倒たおせたとしても、この数の聖せい騎き士しから逃にげ切れるはずがない！」

「命を無む駄だにするな！　自分たちの間ま違ちがいに気付け！　そして剣を捨てて投降するんだ！」

　フェンディの危機に気を取られた一いつ瞬しゆんの隙すきを突つかれ、シュタイアは脚あしを負傷し膝ひざをつく。それを庇かばおうとして魔法の直撃を受けたアイザックの巨きよ軀くが沈しずむ。何百という攻こう撃げきを受け止め続けたジャスミンの槍やりが、半ばほどから叩き折られる。

　彼女は役目を終えた槍をその場に取り落とし、疲つかれた表情で慣れぬような徒と手しゆ空くう拳けんに切り替かえた。

「ごめんね、シーナ……。かっこ付けて出てきたくせにさ……、私たちはここまでみたい……」

　フェンディが予備の短剣を構えながら言う。

「シーナ、逃げ切れるようなら君だけでも……！」

　頷うなずいたシュタイアは片足の出血を厭いとわず、残る一本の足だけで立ち上がる。

「ああ……、壁かべは薄うすい……！　一点突とつ破ぱするだけなら……っく、どうにかなるだろうよっ……！」

　魔法の直撃に肉を焦こがしたアイザックも、深く頷き斧おのを杖つえ代わりに身体からだを起こした。

「最後の……大暴れだぜ……！」

「だめよ……、だめよみんな……!!」

　シーナはかぶりを振ふり、続けた。

「……増ぞう援えんの聖騎士団は、こうして引き付けることができたんですもの。王子たちが逃げ切って、紋もん章しようを手に入れてさえくれればそれで……」

　それで最低限の役目は果たせたはずだ。この町での戦いは自分のわがままから始まったもの。仲間たちをこれ以上危険な目には、遭あわせられない。いや……遭わせたくない。

「わかったわ……。投降……するわ」

　シーナが剣を手放そうとしたとき、馬車の窓から大司教が嘲あざけった。

「やれやれ、知らないとは全く哀あわれなものです。そして神は全すべてを知っておられる。マヒロ王子らがどこへ向かったかも、クラウディス猊げい下かは全てお見通しだ」

「……!?」

「投降だと!?　愚おろか者め、今さら命いのち乞ごいをしても無駄だ！　今ここで死ぬか、異い端たん審しん問もん会かいによる死し刑けい以外にお前たちに道は残されてはいない！　さあ真の勇者たちよ、勇者シーナだけを捕とらえなさい。他ほかの者たちについては、遠えん慮りよすることはありません。クラウディス猊下の元に築き上げられる新たな神しん殿でん教団は、ただの宗教組織ではなく神の国なのです！　神の怒いかりを遍あまねく天下に知らしめるため、神の兵である聖騎士を殺あやめた人殺し共に神の裁きを下すのだ……!!」

　そうして包囲する勇者たちがにわかに殺気立った中。

「殺してないわよ」

　シーナが静かに言うと大司教の笑え顔がおが止やみ、勇者たちは踏ふみ止とどまった。

「少なくとも私は今まで、どんな罪人や賊ぞくが相手でも、誰だれも殺したことはないわよ。ここにいるみんなも」

「ほざくな！　ならば元よりここにいたはずの我らの兵はどうしたと言うつもりだ！」

「眠ねむってもらっただけよ。片かたっ端ぱしからそんなことをしていいなら、私たちはここまで追い詰つめられていないし……そもそも、勇者である必要なんてない！」

　シーナの一いち瞥べつに、勇者たちは後ろめたいところを見られたかのように面めん食くらった。

「どうして驚おどろくの!?　それって当たり前のことでしょう!?　聖言の一番最初に言われていることじゃない！　人と人とが殺し合うなんてこと、許されるはずがない！　そしてあなたたちの正義がどれだけ正しくても……、一方的に殺していいだなんて、そんなこと許されるはずがない！」

　言いながらシーナは、大量の魔ま力りよくを自身の内に漲みなぎらせていく。そして油の流れるように静かに、愛剣の刃やいばへと湛たたえ始める。

　今までとは明らかに違う気配を感じた勇者たちが、後あと退ずさる。

「どうしても……どうしても私の大切な仲間たちを殺すというなら、私はもう手加減しない！　一番簡単な方法を使って……私は、勇者を辞やめるわ!!」

　雨に濡ぬれたシーナの長い髪かみが、常じよう軌きを逸いつした魔力量にふわりと揺ゆらぎ始めた。それは外側を囲む聖騎士たちでさえ、身の危険を感じ、息を吞のみ、盾たてを身構えるほどの鬼気。

　シーナが剣を振りかざし、パーフェクトローズの鍔つばの蕾つぼみが花開き、光り輝かがやく。向こうの勇者たちはそれをさせじと、躍おどりかかってくる。




　バキィン!!




「勇者を辞めるなどと、悲しいことを言うものではない」

　突とつ如じよ。シーナと勇者たちとの間に舞まい降りたのは、朱しゆ緞どんのマントと、深く鮮あざやかな蒼あおの鎧よろい。蒼そう迅じんと呼ばれる勇者の右の剣は勇者たちの攻撃を全て受け止め、左の盾でシーナの魔法を弾はじき飛ばしていた。

　　　　[image: ]

「っ……、あなたは……!?　ランデルディー……!?」

　シーナの口から出た名前、聞いた全員が目を見張った。軍神アンゼリカと共に各地を渡わたり歩き、彼女が身を退ひいてからは西域へと消え、今や帰らぬ人となったのではないかとも噂うわさされるＳＳランク。

「ラ……ランデルディーだと……!?」

「ＳＳランク……!?」

「馬ば鹿かな、西域で死んだんじゃ……なかったのか……!?」

　過日、共和国の動乱の際に姿を現したとも噂されるが、シーナのようにその強さを目まの当たりにしたのでなければ……所しよ詮せんは噂は噂に過ぎぬ話。

「くっ……!?」

「うう……!?」

「うおっ……!?」

　数人がかりで押し込んでいたはずのランデルディーの剣が、まるで爆ばく発はつするような膂りよ力りよくによって勇者たちを押し退のける。

　誰だれ彼かれが息を吞む一方で、離はなれた馬車の中にいる大司教だけが吠ほえ猛たけった。

「うろたえるな！　偽にせ物ものに決まっている……！　蒼いだけの鎧など、世の中にゴマンとある！　見よ、あの拾い物のような曇くもり、くすんだ駄だ剣けんを！　あのような剣を平気で持ち歩けるような者が、ＳＳ級の勇者であるはずがない！　いいや、神に楯たて突つく者がＳＳランクの勇者であろうはずがない！」

　しかし、剣がいかにボロではあっても。刃が潰つぶれきってしまったような得物であっても。目ま深ぶかな兜かぶとから覗のぞく、神剣の輝く如ごとく揺るぎない眼光はそれを補って余りあるものだった。

「……勇者とは、称しよう号ごうで決まるものではない。教団から与あたえられたランクによって上下があるようなものでもない。心に秘ひめた正義を貫つらぬく勇気さえあるのなら……、人は、誰しも勇者なのだ」

　静かに呟つぶやき、彼は剣を構え直す。

「そしてこの戦いに正義はない。私はどちらに味方するつもりもない。双そう方ほう剣を収めろ」

　向こうの勇者たちだって、この町の惨さん状じようを気にはかけている。急進派からの取引に乗らざるを得ない自分たちの不ふ甲が斐いなさを感じてもいる。そしてシーナたちも、同じ勇者を殺めたくはないと思っている。

　そこに正義がないと彼は言う。信じ、やらねばならぬと思っているのでない以上、無む為いなことだと言っている。

「だ……黙だまれ偉えらそうに！　お前も綺き麗れい事ごとだけの腰こし抜ぬけか!?」

「クラウディス教皇は帝てい国こくこそ天の威い光こうに沿うと言っている！　西域の魔王軍を滅ほろぼし、大陸の未来に真の平和を取り戻もどすためにだ！　俺たちの正義こそ本物なんだ！」

「そもそも魔王を倒たおすことこそが俺たち勇者に与えられた使命、天てん啓けいじゃないのか!?」

　ランデルディーは少し意外そうに言った。

「……少し離れていた間に、そこまで魔王討とう伐ばつの気運が高まっていたのか」

「はっ、冗じよう談だんでしょう……!?」

　ジャスミンがはすっぱに否定する。

「どこに離れていたか知らないけど、ほんの半年前まで誰だれも気にもしていなかったわ。ごく最近よ、そういう話をよく聞くようになったのは」

　シーナの知る限りでもそうだった。ミスマルカでジェスに再会したときだって、魔王なんて何を馬鹿なと笑ったのは他ほかならぬ自分だった。王に謁えつ見けんしたときだって、だからジェスがそんな話を切り出したとき、あまりの夢物語に場が凍こおった。

　そうして酒場などでも耳にするようになったのは、宣戦布告からしばらくしてのことだ。帝国の皇帝はどうやらそういうつもりらしい。そのために聖せい魔ま杯はいを狙ねらったらしい。つまり自分たちは知らされていないだけで、魔王は本当にいるのではないか。あるいは今が平和なだけで、復活しつつあるのではないか……。

　現在では緩かん衝しよう地帯の不ふ穏おんな空気に感化された終末感もあって、そんな話がまことしやかに囁ささやかれるようになっていた。帝国からの流る布ふも、いま思えば急進派の信徒からの流布もあるのだろうが……。

「今どき神も魔王も、誰もこれっぽっちも信じていないくせに！　自分たちの行いを都合良く正当化するための方便に決まっているわ……！」

「それは違ちがう、ジャスミン！　この聖戦は世界が生まれ変わるための、全人類が団結するための、最初の……そして緩衝地帯での戦いくさを回かい避ひするための、最低限の痛みだ！　魔物の驚きよう異いからこの世界を取り戻すための、仕方のないことだとなぜわからない……!?」

「仕方ないわけないでしょう!?」

　シーナは叫さけんだ。

「私たちだって気持ちは同じよ！　もし本当に魔王が人類を滅ぼそうとしているなら、何とかしなくちゃいけないと思う！　そして未来がより平和になるのはとても素す敵てきなことだと思う、でもそのためなら戦争をしていいだなんて間違っているわ！　教団領のあちこちで起きているみたいに、武器も持たない相手を一方的に傷付けるような真ま似ね、もっと間違ってるわ!!」

　いたちごっこの水みず掛かけ論なのはわかっている。でも、言わなければ伝わりようもない。

　言うのは簡単だ。でも耳だけでなく心にまで伝わるかどうかは言葉次し第だい。そして……伝わるまで諦あきらめないかどうかは、伝える者の心次第。

「私もリーゼルの気持ちが馬ば鹿かにされるような会合は間違っていると思う！　でもあなたたちだって、この聖戦が間違ってるって心のどこかでは気付いているんでしょう!?　ここに来るまでにみた死体があなたたちの家族でも、あなたたちは同じことを言えるの!?　本当に神さまの思おぼし召めしだって思えるの!?　戦争だから仕方ないなんて、そんなたった一言で済まされても平気なのっ……!?」

　言ってて悲しくなってきて、シーナは雨の雫しずくと共に大きな涙なみだを零こぼした。こんな状じよう況きようが起きてしまったことも悲しいし、これだけ言っても伝わらないのが悲しいし、自分では当たり前に思っているこんな簡単なこともわかってもらえないというのも、悲しい。

　だが、包囲する勇者たちの気配は、明らかに先ほどまでと変わっていた。少なくとも、隙すきあらば飛びかかろうという気配はなくなっていた。

　そこへランデルディーは言う。

「勇者の本分とは、ただ戦うことではない」

　ただ戦うだけなら、騎き士しにも、傭よう兵へいにも、山さん賊ぞくにだってできること。

「弱き人々を守るために戦う……それこそが勇者の根幹だ。魔王を倒すという一事にしても、魔物の影かげに怯おびえる弱き人々を救うため。今そこに残り、人々を救うのも勇者の役目。いま傷付けられている無む辜この民たみを救うことも勇者の役目」

　彼は問う。

「……こうまでしなければならぬほどの魔王打だ倒とうが正義というなら、お前たちはここで何をしている。なぜ西へ向かおうともしない」

「う……、うるさい！　そんなことはお前に言われるまでもない！」

「西域から逃にげ帰ってきたような奴やつに言われたくはない！」

「そうよ、西域に向かったなんて言って、結局は怖こわくてどこかに隠かくれてたんじゃないの!?」

　彼らは口々に喚わめき立てた。あたかも真実から目を逸そらし、聞きたくないことから耳を塞ふさごうとするように。

「たった一人で西域なんて行けるものか！　ＳＳランクなんて言っても、結局は口先だけか!?　戦うのが怖いからそんなもっともらしい話しかできないんだろう!?」

「お前たちの言う綺麗事や精神論だけじゃ、世界は救われない！　どっちにも味方する気がないのなら、そこをどけ青いの……!!」

　一人が長ちよう剣けんを振ふりかざし、その仲間たちが一いつ斉せいにランデルディーに斬きりかかった。

「綺麗事でなければ!!」

　ランデルディーが叫んだ。無造作に振り払はらうような盾たての一いち撃げきだけで、その勇者は他の勇者たちを巻き込み、包囲の外まで吹ふっ飛んでいく。

「心がなければ、人である必要はない!!　弱き者を傷付けるだけの獣けものに、この世界を救えるはずがないっ!!」

　常じよう軌きを逸いつした腕わん力りよくとランデルディーの怒ど号ごうに、勇者たちは身をすくめた。そうして倒たおれ、あるいは尻しり餅もちをついた彼らはまさに怪かい物ぶつを見るような目で蒼あおいシルエットを見上げていた。

「……確かに西域へ向かう前の私は思い上がっていた。対たい魔ま旅団で活かつ躍やくし、ＳＳランクの称しよう号ごうを得て、このブルースチールメタルの一式を手に入れた私は向かうところ敵なしだった。そして己おのれこそが魔王を倒す真の勇者だと自惚うぬぼれ、西域への旅に出た」

　だが、と彼は静かにかぶりを振った。

　魔物の発生率が、東側とはまさに桁けた違ちがいだった。想像を超こえていた。そしてあるとき、魔物に剣を折られた。武器がなくては進めるものも進めない。仕方なくランデルディーは、間に合わせの駄だ剣けんを片手に武器を探すことにした。魔物にすら刃はこぼれするような武器では、魔王には到とう底てい敵かなうまいと。

「……そしていつしか私は、それを言い訳にし始めていたのだ。真の勇者に相応ふさわしい剣がなければこれより先へは進めないと……魔物に怯える弱さから目を逸そらすような、臆おく病びよう者ものに相応しい剣などありはしないとも知らず、あてどなく西域を彷徨さまよい歩いた。そんなとき、一人の勇者に出会った」

　回想するかのように、一息。

「彼は違った。命を助けてくれた彼の武器は、短剣よりも短いナイフだけだった。食い潰つぶした盗とう賊ぞくのような姿で、防具など胸当て一つ身に付けてはいなかった。そして右目も右みぎ腕うでも、引き裂さかれたような傷きず跡あとがあるだけで、無む惨ざんに失っていた」

（ジェス……、のこと……!?）

　シーナは息を吞のんで彼の話に耳を傾かたむけた。

「……それでも彼は、魔王を殺しに行くと言った。私のように言い訳など一つもしなかった。私が自殺行こう為いだと言うと、彼は……殺せるかどうか、行ってみなければわからないと……行くためのような口実だけを呟つぶやいた。私は胸を震ふるわせると同時に、口先だけだった自分を恥はじた！」

　今しがたあれほどの強さを見せておきながら、自らを弱かったと吐と露ろし、叫さけんだ。

「そのとき私は思ったのだ！　もし彼が志半ばで倒れるようなことがあれば、私が彼の意志を引き継つごうと！　それと同時に気付いたのだ！　その行いが真に正しければ、必ずその意志を受け継ぎ、後を追う者は現れる！　いや、人々にそうと思わしめるほどの揺ゆるがぬ決意こそが、真の正義なのだと！　そう気付いたとき、私の中から怯えや恐おそれは消え去った！　たとえ今ここで朽くち果てようとも、平和を欲ほつする私の望みはきっと誰だれかが成し遂とげてくれるはずだからだ！　ならば自分というちっぽけな一人の死など、何を恐れる必要がある!!」

　ランデルディーの言葉が終わると、雨音が鳴り響ひびくだけだった。

　誰も言葉を返せない。

　ランデルディーは静かに語った。

「私の胸にある正義とは。この薔ば薇らの勇者が口にした正義とは、そういうものだ」

　だから彼は敵地のど真ん中にも、一人で平然と現れる。圧あつ倒とう的大軍を向こうにしても、不利を厭いとわない。どこの武器屋にもあるような練習用の駄剣でも厭わない。なぜならそれを口にすることは、彼にとっては、ただ逃げるための言い訳に過ぎないから。

「魔王はなぜ魔王か。それは人々に仇あだなすからではないのか。弱き人々を虐しいたげることは、魔王のしていることと何一つ変わりはしない。それを見て見ぬふりをするのは、魔王の下僕と変わりはしない。ならば今、この教団領に君臨する魔王は誰だ」

　シーナたちも、包囲する勇者たちも、そして遠巻きの聖せい騎き士し団だんも、激しい雨音に任せるように全すべてが絶句した。

　全員わかっている。この聖戦の最高意志が教皇クラウディスによる勅ちよく命めいであることくらい。だがこの勇者はそれを、神の代理人である教皇を遠回しにでも魔王と呼んだのだ。まさか勇者の最さい高こう峰ほう、ＳＳランクの蒼そう迅じんが。

「お前たちの正義、私と同等のものであるというなら、かかってくるといい。私は魔王の手先ごときに手加減はしない。そして……私は強いぞ」

　彼が剣の雨垂れを払はらう仕草だけで、勇者たちはビクリと身をすくめた。そうして目を泳がせる。お互たがいがお互いの顔を見合わせるように。少なくともそのときには、ランデルディーの双そう眸ぼうをまともに見み据すえられるようなものの姿はなくなっていた。

　だが。

　大司教だけがそれを、退たい屈くつそうな顔で言った。

「……勘かん違ちがいしてもらっては困ります。戦争だから仕方ないのではなく、異い端たん者しやだから当然のこととして死んだのです」

「っ……!!」

　シーナは髪かみが逆立つような怒いかりを感じた。雨に濡ぬれることすら嫌きらい、安あん穏のんと馬車に閉じこもるような男が誰よりも好き勝手を言い……そして傷付き疲つかれ果てた仲間がいる以上、自分は、そんな男に刃は向むかえもしないのだ。

「どうしました、真の勇者たちよ。まさか……あなたたちも異端者になりたいと言うのではないでしょうね」

　だが大司教の言葉に、彼らは戸と惑まどっていた。

　少しはこちらの気持ちをわかってもらえたのかも知れない。ランデルディーの言葉に心動かされたのかも知れない。

　しかし遅おそすぎたのだ。仮に全員がこちらの味方になってくれるとしても、さらに外そと堀ぼりを固める千人を超こえる聖騎士団が……如何いかんともし難がたい障しよう壁へきとして立ちはだかっている。

　業ごうを煮にやしたように大司教が叫んだ。

「いつまでもグズグズしているのではない！　Ａランクの名めい誉よと報ほう奨しようがいらんのか!?　マヒロ王子がクラウディス猊げい下かに屈くつ服ぷくするより先に捕とらえねば何の意味もないのだ！　私の手て柄がらとなれば、猊下も私を枢すう機き卿きようとして取り立ててくれよう！　さすればさらなる金、武器、防具、アイテム、いいや苦しいだけの名ばかりの勇者など辞やめ、司教の地位を与あたえてやっても良いのだぞ！　さあ行け、これは天命だと何度言えばわかる！　お願いしているのではない、命に代えても成し遂げろと神が命令しているのだっ!!」

　バキンと、何かの割れるひどい音がした。

「……一抜ぬけた。悪いなシーナ」

「え……？」

　シュタイアだった。

　振ふり返った彼の手。鋼鉄のグローブが、拳こぶしを握にぎり締しめた力だけで砕くだけ散っていたのだ。

　その激しい怒りのあまりに。

「キレちまったんだよ……！　あんな野や郎ろうのためにお前が勇者を辞めることはねえよ、シーナ……あの外げ道どうだけは俺が殺してやらなきゃ気が済まねえ……!!」

　気が付けば、普ふ段だんから二つ名を気にして貴公子らしく気取り、感情をあまり表にしないフェンディが鬼おにのような形相を湛たたえていた。

「おい、抜け駆がけはなしだろシュタイア……！　僕も一いつ緒しよに付き合うからよぉ……！　泣いてるレディを笑ってまでふんぞり返ってるような野郎、生かしておく価値がねえよなぁ……!?」

　いつも物静かなアイザックまでが、空そら恐おそろしい笑えみを浮うかべていた。

「まさかお前と気が合うとはな、フェンディ……！　今日は本当に厄やく日びのようだぜ……！」

　三人とも、目が正気を逸いつしていた。すぐ側そばを囲む勇者たちなど捉とらえてはいない。大司教のみを修しゆ羅らのように睨にらみ付けていた。

「くだらん！　ええい、もうよい！　聖騎士たちよ、かかれ！　皆みな殺ごろしにしろ！」

　だが、彼らもすぐには動かなかった。

「何をしている！　騎士団長！」

「皆殺しと？　勇者シーナもよろしいのか？」

「この際構うものか、あのふざけた剣けんの一本でも見せればガキ共など、疑いようもあるまい！　何度も言わせるな！　かかれ！」

「御ぎよ意いに」

　剣を抜いた騎士団長の目は、大司教に対して決していい色をしていなかった。ここに至り恐おそれ戦おののく下位の勇者たちとシーナたちは立ち位置を入れ替かえ、聖騎士に対して剣を構えた。

「……あなたたちは、わかってはくれないの……!?」

「我らに意志はなし。神を決める術すべもなし」

　しかしその騎士団長は、部下に何一つ命じることなく自分だけが前に進み出た。

「従うことのみが誉ほまれと知れ。悪く思うな」

「貴様っ……一人で何をしている!?」

　大司教の罵ば声せいを無視し、騎士団長は、シーナたちの眼前にたった一人で剣を構える。

　いかに腕うで利ききの騎士団長といえども、たった一人でこの数の勇者を敵にしたのでは勝ち目はない。ないはずなのに。

「勇者たちよ。私にも正義がある。悪く思うな」

「っ……」

　聖騎士にも正義がある。それが天命であるならば、一命を賭としても従うこと。神に叛はん意いせぬことこそが誉れ。自分はこうして従った。彼の部下たちは、その背を目に焼き付けるだろう。聖騎士のあり方を受け継つぐ者として。

　悪く思う必要はない。

「……あ、あなた……」

「我が部下はよく鍛きたえてある。私が命じれば女子供でも殺さつ戮りくし、命じぬ限り決して動くことはない。あのような大司教を頂いたことも、所しよ詮せんは天命」

　そして聖騎士は、それを下す神を選びはしない。

「だめよ……！」

「私は御意に従うのみ。切らねば天命のままに全すべて切り伏ふせるがよろしいか？」

　シーナは泣きながら、無言で首を横に振った。

　違う。これも違う。こんなのも間違っている……！

「願わくは脱だつして後、あなたたちの言葉、他ほかの聖騎士らにも。……いざ！」

　彼は凄すさまじい殺気を込こめ、その剣を振りかざす。

「待て。その必要はない」

　ランデルディーの言葉で、騎士団長の剣が止まる。どこからともなく、高らかに石いし畳だたみを蹴ける蹄ひづめの音が聞こえてくる。

「ようやく援えん軍ぐんが来たようだ」

「え、援軍だと!?　保守派の騎士団か……!?」

　にわかに大司教が狼狽うろたえる。

　一頭。いや、二頭……？

　瞬またたく間にこちらへと近付いてきているが、それ以上の音はない。

「ふ、ふん！　愚おろか者め！　今さら一人や二人増えたところで……！」

　言いかけたときには、二頭の白馬は見事な馬術により、聖騎士団の頭上を生け垣がきを越こえるが如ごとくに易やす々やすと飛び越えていた。

「シーナっ!!　無事かっ!?」

「っ……!!　リーゼルっ……!!」

　今までの冷たい涙なみだではなかった。乙女おとめの両目から、様々な感情の入り交じった熱い涙が堰せきを切ったようにこぼれ落ちた。

　　　　[image: ]

　白びやく凜りん甲こう。ロメオジュリエッタ。光の御み子こが馬を乗り捨てるように降り、駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶか、みんな!!」

　シーナもまた嬉うれしさの余り、涙を振ふり切るように彼へ向かって駆け出した。

「リーゼ……!!」




「貴様らこれは何の騒さわぎかぁッ!!」




　邂かい逅こうの場は怒ど号ごうにより一いつ瞬しゆんにして凍こおり付いた。リーゼルと一緒に駆けてきたもう一人が、馬上から鼓こ膜まくが破れそうなほどの大だい音おん声じようを発したのだ。

　青い長衣の上にまとった、古めかしい鎧よろい姿。装そう飾しよく入りの幅はば広びろの鉢はち金がね。ゆったりと編み込まれたブロンドの長ちよう髪はつ。その手には、馬上からでさえ切っ先が地面に届きそうな最重級騎き士し剣けん、ピースメーカー。

　啞あ然ぜんとしたような声を出したのは、騎士団長だった。

「あ……、アンゼリカ様っ……!?」

　その声に。悪あつ鬼き羅ら刹せつの如ごとき眼光が騎士団長を捉とらえる。

「バーナードッ!!　貴様誰だれに向けて剣を抜ぬいている!!」

「はっ……、これは……！」

　言いかけたときには、馬に跨またがるアンゼリカの騎士剣の腹、無造作な一ひと振ふりを受けて騎士団長は数メートルも吹ふっ飛んだ。

「神より賜たまわりし神しん威いの剣、人の血で穢けがすとは恥はじを知れこの面つら汚よごしがッ!!　指揮者はどこだッ!!」

「は、あ、あちらにッ……」

　昏こん倒とう寸前の騎士団長が息絶え絶えの様子で言うと、アンゼリカは馬を下り、片手に騎士剣を担かついだまま、もう片手でフルアーマーを着込んだ騎士団長の首当てを摑つかみ、軽々と引きずり起こした。

「貴様らを率いたクズはどこだと聞いているッ!!　ブチ殺されたいのか貴様!!」

「あちらにおられるっ、シャイダー大司教……」

　そうしてまた騎士団長を軽々と投げ捨て、馬車へと歩き始めた。

「即そつ刻こく総員に剣を収めさせろ!!　貴様らもだ勇者共!!　神兵たる聖騎士に刃やいばを向ける痴しれ者どもが!!　地じ獄ごくへ落とされたいか!!」

　まさに軍神と呼ぶに相応ふさわしき膂りよ力りよく、鬼気、言葉、有様。ランデルディーとは別の種類の眼光に気け圧おされ、息を吞のみ、下位の勇者たちはその場に得物を取り落としていく。
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　彼女の向かう先にいた御ぎよ者しや役の神官は御者台から飛び退のき、ひれ伏し、大司教が青ざめた顔で言う。

「な、なんだ貴様は……！　小国の小こ娘むすめの分際で、クラウディス教皇猊げい下かの側近であるこの私に手をかければただではっ……！」




　カンッ!!




　アンゼリカが担いでいた騎士剣を、気合いもなく無言で、無造作に振り下ろした。高位の聖職者が乗るミスリル合銀製のフレームを持つはずの装そう甲こう馬車が中ほどで真っ二つに断たち切られ、傾かたむき、座っていただけの大司教は雨水の中に転げ落ち、無様に突つっ伏ぷした。

「ひ、ひぃっ……！」

「無礼者めが!!　この私こそハイランドの第一王女にしてヒルデガルド女王代理、アンゼリカ・ファリス・マクラーレンであるぞ!!　聖女たる神国の巫み女こに対し馬車を降りず帽ぼう子しも脱ぬがず頭下げる礼も知らぬとは正気の沙さ汰たか!!　田舎いなか司教の分際で、この私に気安く声をかけるな!!」

　もう一度、アンゼリカが剣を片手で振りかざす。

「この町の民たみを殺あやめたのは貴様か!!」

「ひ……、こ、この聖戦は猊下による天命、天命である……！　な、何をしている聖騎士団！　何のための貴様らだ、この私をま、まも、守るのだ……！」

「貴様かと聞いている!!　神民を殺めた異い端たん者しやは貴様かと聞いている!!」

「私は、わたしはっ、大司教で……!!　命、命だけはっ……!!」

　彼はマヒロたちが町に入ったときに暴ぼう虐ぎやくを務めていた司教ではなかった。だが腰こしが抜け、あまりの恐おそろしさにパニックに陥おちいった彼には、そんな簡単な申し開きをする術すべもない。

「猊下が、教皇猊下の命令で、仕方なく私は、お許しを、お許しをっ……！　命だけは……！」

　そのときアンゼリカの顔に、ぞっとするような歪ゆがんだ笑えみが浮うかんだ。

「はっ、詫わびる相手を間ま違ちがえたな!?　天で神に土下座し地獄へ堕おちろ!!　くたばれ外げ道どうが!!　ブチ殺してくれる!!」

　アンゼリカが柄つかを回し、刃を返す。

　次に下ろされるのは、腹ではない……！

「む。いかん」

　瞬時に飛び出したのは、ランデルディーだった。そしてピースメーカーが振ふり下ろされた瞬間、彼は横合いから思いっきりアンゼリカを殴なぐり飛ばした。騎士剣は自重のまま大司教の袖そで一枚を切り裂さいて石いし畳だたみを打ち砕くだき……アンゼリカは勢いのまま、ゴロゴロと転がりながら建物の壁かべに激げき突とつした。

　そして大司教は、恐きよう怖ふの余り白目を剝むいて気絶していた。

「姉上っ……！」

　リーゼルが彼女の元へと駆かけていくが……存外、平気そうに起き上がった。表情にはもう鬼気はなく。物もの憂うげな感じだけが浮かんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、姉上……!?」

「……ええ。平気ですが……ランデルディー」

「なんだ」

「もう少し手加減できませんか。目が回ります」

　殴られたことも、弾だん丸がんのように吹っ飛んだことも、そしてレンガの壁にめり込んだことも、どうでもいいらしい。

「手加減して私の冒ぼう険けんがここで終わったらどうする」

「困りますね」

「そうだ」

　間の抜ぬけた会話の終わる頃ころ、大軍の駆け付ける音が聞こえてきた。それは方々で激戦を繰くり広げていたはずの、穏おん健けん派と急進派の聖騎士団。しかしどちらも、シーナたちへ剣けんを向けるようなことはなかった。

　戻もどってきたリーゼルへ、シーナは聞いた。

「リーゼル、これは……!?」

「ああ。クラウディス教皇が聖戦を発動したと聞いて、姉上と共に各地の聖せい騎き士し団だんを説得して回っていたんだ。本当は、もっと早くここまで来られれば良かったんだが……」

「ううん、いいの……リーゼルが来てくれただけで、私……」

　説得？

　と先のアンゼリカの様相にシーナ以外の誰だれもが思ったが、帽子を被かぶっていた者は帽子を、兜かぶとを被っていた者は兜を脱いでアンゼリカに対して片かた膝ひざをつく勇者たちに、そんな突っ込みを入れる勇気もなく。

　当のアンゼリカは人の変わったように、困ったように両手を振る。

「あ、あの、皆みなさん、こんなときですから、そうかしこまらずに……」

「あの恫どう喝かつを見てこうならない者はあまりいないだろう」

　ランデルディーが当然のように言い、その場から拾ってきた彼女の騎士剣の柄を差し向ける。だが、アンゼリカは軽く首を左右に振った。

「あの……ごめんなさい、ランデルディー……。もう少し気分が落ち着くまで、それはあなたが持っていてください……」

「……わかった」

　全すべて理解したような声で、ランデルディーは頷うなずいた。軍神、アンゼリカ・ファリス・マクラーレン。かつて彼女が率いた対たい魔ま旅団で、副長を務めていたのが蒼そう迅じんのランデルディー。

　リーゼルが言った。

「彼ともその途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん出会ったんだ。そしてマヒロの話を聞いていたから、姉上が先に向かわせたんだ。馬より速く走れるから、とかなんとか……」

「え、ええ……」

　シーナは共和国でのことを思い出して頷いた。二回目に会ったとき、彼は徒歩で列車に並んで走っていた。さすがにあの速度のまま走り続けられるわけではないと思うが。

「それで、シーナ。マヒロたちはどうした？　姿が見えないが一いつ緒しよじゃなかったのか？」

　リーゼルの言葉に、シーナははっとなった。

「そうだわ、あの大司教、王子たちの行動は全部お見通しだって……！　王子たち、先に大神殿の遺い跡せきに向かったの！　ひょっとしたら罠わな……!?」




　　　　◆




　祭さい壇だんの間を後にしたマヒロたちは、ゆっくりとした歩みで地上階を目指していた。ショーペンハウアーは傷付いたクーガーに肩かたを貸し、エミットは目の見えぬ預言者の手を引いている。

　先に立っているのはマヒロとジェス、そしてパリエルだった。そしてマヒロたちが大聖堂へ出ると、景色は一変していた。

　後ろのクーガーが、前方の息を吞のむ気配を察したように、笑う。

「……どうした、ボウズたち……。遅おそかったか……？」

　油断なく視線を巡めぐらせながらジェスが言う。

「ああ。遅いなんてもんじゃねえ……」

　パリエルが剣の柄つかに手をかける。

「ここまで来ると、なんていうか……」

　マヒロは笑う。

「ああ。いっそ壮そう観かんだ」

　景色が一変するほどの、一面の聖騎士団。

　数万人が入るだろう大聖堂に、数千もの聖騎士が隊列を成していた。正面、左右、その他あらゆる出口の前に数百という白い鎧よろいの壁がある。

　その先頭に。

「少々待ちくたびれましたよ、マヒロ王子」

　王族が引きずるような長々とした豪ごう奢しやなローブ、小高い帽ぼう子し、大おお仰ぎような錫しやく杖じようを手にしたクラウディスが、聖職者然とした穏おだやかな微び笑しようを浮うかべていた。
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「天からのお告げによりわかっていたことです、あなたたちがこの場所を訪おとずれることは」

「噓うそです……！」

　預言者が精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼったように、か細く叫さけんだ。

「私はそのようなこと、誰だれにも告げたことはありません……！」

「もちろんです。教皇であるこの私が、お前のような薄うす気き味み悪わるい魔女の言葉を聞く必要がどこにある!!」

　どす黒い言葉に、預言者は毒でも浴びせられたように身をすくめた。そんな彼女を背に庇かばうように、マヒロは交こう渉しようの窓口に立つ。

「いやはや、わざわざご足労もらってすみませんでした。まさか待ってくれているとは、ついぞ知らなかったもので」

「いえ、お気になさらず。それは言わなかったこちらの落ち度です」

　マヒロと同じだけ前に進んで、エミットが言った。

「それにしても随ずい分ぶんと盛大なお迎むかえですこと。でもゼムンではお約束されましたよね。王子様たちの紋もん章しよう探たん索さくの邪じや魔まはしないと。ねえ、クラウディス枢すう機き卿きよう」

「もちろんです。確かにあのときの私は、教団領内での紋章の自由な捜そう索さくを約束しました。そしてあなた方はもう紋章を手に入れたのでしょう？　つまり私との約束はすでに果たされているわけです」

　しかし一方で……とクラウディスは前置きした。

「あなたたちこそ、何か甚はなはだしい勘かん違ちがいをしているのではありませんか？　私はその紋章を持ち出すことまで了りよう承しようした覚えはないのです。何しろ、大切な聖遺物の一つですから。そうそう、それから大神殿を離はなれていたあなたの知るところではないと思いますが……エミット枢機卿。私は恐おそれ多くも教皇の座を天より与あたえられました」

「それはそれはよかったですね、クラウディス枢機卿。おめでとうございます」

　口調が丁てい寧ねいなだけで、不ふ俱ぐ戴たい天てんの雰ふん囲い気きしかエミットの言葉にはなかった。しかし圧あつ倒とう的な優位に立つクラウディスは、ちょっとやそっとの挑ちよう発はつには乗ってこない。

「突とつ然ぜんのことですから、呼び慣れないのも無理はありません。私はそのことを責めるつもりはありません」

「責められないなら僕もクラウディス枢機卿と呼ばせてもらっていいですかクラウディス枢機卿。一つ聞きたいことがあるのです、クラウディス枢機卿猊げい下か」

　雰囲気に即そくした馬ば鹿かみたいに真ま面じ目めな顔で言うものだから、たまらずエミットが噴ふき出した。

「さすがにそれは失礼よ、王子様」

「いえいえ、シスターこそシスターの癖くせに何を言っているんですか。あちらにおわす恐れ多くも天に選ばれし枢機卿猊下がその程度のことでお怒いかりになるもんですか。ねえ、クラウディス枢機卿猊下？」

　クラウディスは無視するように静かに聞き返した。

「……聞きたいこととはなんです、マヒロ王子」

　馬鹿が乗ってきたとマヒロは笑った。

　欲しければ口など利きかず聖せい騎き士しに殺せと命じ、そして奪うばえばいいだけの話なものを。力が教皇という肩かた書がきの上に成り立っているからこそ、ちっぽけな見み栄えを張らねばならない。数千の騎士の見守る中で、ガキに煽あおられた程度で怒いかり狂くるったとなれば品格がまずくなる。言い分があるなら冷静に聞くような、寛かん大だいな教皇猊下を演じねばならないのだ。

　まあ、実際ゼムンでも一度やらかしているから、あまりからかいすぎてキレられても困るのだが……そういうわけで、時間を稼かせげるなら別に質問なんて何でもよかった。
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　この状じよう況きようを打破できる可能性があるとすれば、それは自分たちではない。外部からの、それこそ天の導きとも呼べるような、奇き蹟せきのような何かではないか。あの場を引き受けたシーナたちがうまく逃にげ延び、そうしてこの大聖堂に駆かけ付け、何らかの変化をもたらしてくれること。楽観論とも呼べるほどの神かみ頼だのみ。しかしクラウディスが擁ようしてきた数千人という数はシンプルながら、それほどまでに絶対的な力であった。

　だからとかく時間を引き延ばし……。

（……馬鹿か）

　いや、だめだ。冷静になれ。奇蹟に頼たよるのは宗教家のようなロマンチストのすることだ。それでは負ける。シーナたちがうまく逃げ延びられる可能性など、いくつほどでもない。同どう胞ほうのいる教会を町ごと焼いたのだ。この聖戦、いかに勇者といえども手加減されるような状況とは思えない。常に最悪の状況を、起きるものとして想定する。ならば最悪とは何か。

　これはまだ最悪ではない。そしてシーナたちが殺されることではない。捕とらえられた彼女たちが、人ひと質じちとしてこの場まで引き立てられてくること。彼女たちたった数人が無事現れるメリット以上に、人質として現れるリスクは圧倒的に不利。時間を引き延ばすのは悪手となる可能性が高い。

　……全く最悪だ。

　この状況を説き伏ふせる？

　だがそれ以外に方法はない。

「聞きたいこととはですね、そんな紋章一枚で何をするおつもりかと言うことです。猊下」

「何をも何も。あるべき場所に戻もどすだけですとも。私はただ、それを持ち出されては困ると申しているのです」

「言っておきますがこんなもの、今さら帝てい国こくに売り付けたところで二束三文です。わかっておいででしょう、そんなことくらい」

「……どういう意味ですかな？」

　間があった。訝いぶかしんだ。

　当たり前だ。マヒロ自身、二束三文であるなどと思っていない。だが、聖せい魔ま杯はいの管理者であり、連合の中ちゆう枢すうにいる者がさも当たり前のように言ったのだ。どういう意味か、計りかねて当然だ。

「ひょっとしてご存知ありませんか？」

「さあ。はっきり言ってもらわねばわかりませんな。そもそもなぜ帝国などという話が出てくるのかがわかりません。私はその紋章を元の場所に戻して頂きたいと、そう申しているだけです」

（……）

「マヒロ王子。中原がいま大変なことになっていることは、私も良く存じています。そして大変胸を痛めています。しかし、だからといって何をしてもいいという理由にはなりません」

　おかしい。妙みように冷静だ。釣つろうとしたこちらの針を咥くわえるどころか、その正体を突ついて確かめようともせず、向こうから話題を打ち切ってきた。帝国を眼中にしていない？　いや、そんなはずはない。

「あれ、猊下。帝国は関係ないんですか？」

「緩かん衝しよう地帯での緊きん張ちよう状態からナーバスになる気持ちはわかります。ですが、その心配はありません。その紋もん章しようは帝国へ渡わたすつもりはありませんし、同様にあなた方へ差し上げるわけにもいかないと、そう申しているのです。仮に今あなたに渡したとして、その結果どれだけの見返りがあろうともです」

　まるで見返りを求めるような言いぐさだが、これは本心であろう。今さら親帝国から手の平を返すには、色々とやり過ぎてしまっている。素す直なおに、もう少し突っ込むか。

「そこまで無関心を装よそおわれると、逆に不信を深める結果となりますよ猊下。ゼムンでのこともありますが、まああの場は僕も言い過ぎたと反省しているのです。本当のところを教えて頂けませんか」

「本当のところとは……？」

「こちらのショーペンハウアー枢すう機き卿きよう、あなたを評して褒ほめておられました。指導者として堅けん実じつであり、より現実主義的だと。実は僕も同意見です。あなたは聖職者と呼ぶのはもったいないほどにリアリストな気がします」

「何をしてそうおっしゃいますかな」

　言葉ではなく力をした。

「リアリストが考えることはただ二つ。得ることと、失わないこと。得るために志と良心とを天てん秤びんにかけ、心を痛めてやらないのは凡ぼん人じんです。心を痛めながらやるのが二流。心を痛めずやってのけたなら天てん賦ぷの才。そしてあなたはこの三番目。いかに神の思おぼし召めしとはいえ、心を痛めるようであれば老ろう若にやく男なん女によ、誰だれがいるとも知れない町一個を焼き払はらおうとは思いません」

　そしてディアナ司祭のように、勝つためだけに人ひとりをクスリ漬づけにしてまで、その才能を囲っておこうとは思うまい。

「マヒロ王子。私は……」

「いえ。一いつ般ぱんに悪く聞こえるかも知れませんが、僕はそれが才能であれば買います。あなたもよく知っての通り、この上教団に向こうへ傾かたむかれたのでは、中原に勝ち目はない。なりふりは構いません。ですから……」

　横合いからジェスが胸むなぐらを摑つかんでくる。

「おいマヒロ！　てめえ本気で言ってんじゃねえだろうな!?　こいつが元げん凶きようじゃねえのか！　こいつが聖戦なんて言い出さなきゃ、マザーやガキたちは……！」

「ジェス。過ぎたことよりは、これから先もああいう犠ぎ牲せいが出るかどうかだ」

「過ぎたこと……、だとっ……!?　マヒロ!!」

「ユリカ皇女に約束したのは君だっただろう!?　君やレイナーのような可哀かわい想そうな子供を増やして欲しくないと言ったのは誰だ!?」

　マヒロはガラス板のようなそれを懐ふところのポケットから取り出した。

「こんな板切れ一枚で、その可哀想な大勢が救われるかも知れないんだ。そしてその大勢にとって、君の私し怨えんや教会のみんなの命なんて何の関係もないことだ」

「ッ……!!」

　ジェスは血走った目で、突き放すようにその手を離はなした。そして瞬しゆん時じに握にぎり直した拳こぶしで、マヒロの横よこ面つらを殴なぐり飛ばす。マヒロは紋章を胸に庇かばいながら、背中を打つ。

「王子っ……!?　ジェス君!!」

　無論、彼にとって酷こくな話だというのはマヒロも覚かく悟ごの上。そして、彼のおかげで思いがけず迫はく真しんとなった。彼の拳が全すべての視線を引き付けた。誰も、パリエルやショーペンハウアーの表情に気付く暇ひまはなかった。

「てめえっ……、てめえって奴やつはっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですか、王子……」

　間に入ったパリエルに助け起こされながら、マヒロは端はしの切れた口元を拭ぬぐう。

「君ね、もう二回目ですよ。護衛なら余が殴られる前にこう……、止めるとか庇うとかなんとか……」

「そんな、今は冗じよう談だん言ってる場合じゃ……王子もあんな言い方、あんまりひどいですよ……！」

　それもそう。

　選せん抜ばつテストのとき、シュライバンは彼の目をして野犬と言ったらしい。今はもう少し物ぶつ騒そうだった。餓が狼ろうだ。

　だがそれ以上ジェスからの言葉がないので、理解しているものだとしてマヒロは立ち上がり、クラウディスに向き直った。

「……もう一度言います。僕は高潔な勇者でもなければ、高こう尚しような宗教家でもありません。王族であり、リアリストです」

「……」

「大陸の未来なんて話を大きくするからややこしくなるのです。リアリストの求める要点のみを話しましょう。それはとどのつまり……」

「……私たちが良ければ、それで良いと？」

「素晴らしい」

　何かを受け入れようとするかのように、マヒロは両手を広げて微笑ほほえんだ。

　やはり彼は、リアリズムという同じ穴あなの狢むじなだと。

　　　　[image: ]

　当然だが、クラウディスとてマヒロの言葉を鵜う吞のみにしたわけではなかった。だがここまで来ると、疑う理由の方が見付からなくなってくる。

　確かに連合の中でも中原は、共和国と違ちがい窮きゆう地ちとも呼べる状じよう況きようだ。開戦はそのまま国土が戦場となる可能性をはらんでいる。わずかでも目があるなら、教団を連合側に引き入れたいというのも喉のどから手が出るほどの望みだろう。そしてマヒロが会合の老ろう獪かいたちから、そうした命を受けていないとも限らない。

　そしてクラウディスにとって何より魅み力りよく的だったのは、この少年の言う通りの、形なり振ふりの構わなさだった。ゼムンでもそうだったが、とかく遠えん慮りよがない。自分の側近たちは、どれかと言えば彼の言った二番目。欲よくと良心を天秤にかけて人目を気にし、そこに自分が鶴つるの一声を放ってようやく本ほん腰ごしを入れる体ていたらく。だがこの少年はどうだ。長く一いつ緒しよに旅をしている仲間たちの前で、あれだけの勢いで殴られたにもかかわらず、考えを改めるどころか平然と笑い仰おおせた。

　これを言ったら嫌きらわれるのではないか。こんなことをしたら自分は疎うとましがられるのではないか。そういうくだらない世間体を気にする様子がない。

「……つまり、私が連合に手を貸すのであれば、紋もん章しようは大人しく返してくれると？」

「そこが問題です、猊げい下か。それは利の種類によるでしょう」

　気が付けば、彼は枢すう機き卿きようではなく猊下としか呼ばなくなっていた。それは純じゆん粋すいに高位の聖職者への敬けい称しようであった。

「一度、筋道立ててお話ししましょうか。僕はあなたが紋章を求めるのは、てっきり帝てい国こくへの交こう渉しよう事ごとに使うためだと思っていました。しかし先ほど聞いた様子では、どうもその限りではなさそうです。聖遺物だから何だというのですか？　リアリストにとっては何でもありません。歴史や象しよう徴ちようなどという背景抜ぬきに、それ自体に直接的な意味がない以上は」

「……」

「帝国には渡わたさない。しかし僕たちにも渡さないという。となると、つまりこれはただあるだけであなたに利するということになる。たとえば共和国のレッドフラックはこの紋章を、天命得たりのシンボルとして扱あつかうつもりだったようですが……そう言ったイスルギは革命家であり、ロマンチストでした」

　マヒロは肩かたをすくめる。

「そして猊下にシンボルなど必要はありません。すでに神にも等しい教皇の地位を得て、事実これだけの聖せい騎き士し団だんを自在に扱い、いま聖戦によって教団領そのものを掌しよう握あくしようとしている。聖遺物というなら、こんな誰だれも見たこともない板切れよりは、この大神殿の方がよほど権けん威い的象徴であり……聖せい魔ま杯はいにかからぬ紋章など、今この時期に、そこまで気にかけるようなものではありません」

　クラウディスは表情を変えぬまま呆あきれていた。

　自分が噓うそ偽いつわりなく正直に、教団領に返して欲しいと言っただけで……その正直を見抜き、推測だけでここまで理論を固めてくる。噓を見抜くペテン師はクラウディスも多々見てきた。だが、正直からここまで裏を読むような相手は初めてだった。まさか世の中の右も左もわからぬような、たかが十五の子供がだ。

「ならばこれによってもたらされる利とはなんでしょうか？　僕にはそれがわからないのです。ですから、それさえ教えてもらえるのなら……この一枚、素す直なおにお渡ししましょう」

「……渡すだけですか。それによってあなたが得るものは何です」

「それは猊下、あなたのお話を聞かないことには」

「教えなければ？」

　マヒロは手持ちぶさたにひらひら、ひらひら。そのガラス状のカードを手持ちぶさたに舞まわせては、自分の顔を仰あおいだり、放ほうり上げて回転させてはまた受け止めたり。

「……ご存知ですか、猊下？」

「何をです」

「実はこれ、簡単に割れてしまうのですよ」

　これはさすがにブラフだ。

「なぜそんなことがわかるのです。割ったことでもあるのですか？　大陸の趨すう勢せいを占うらなう大事な紋章を」

「ええ、一度だけ。幸い、聖魔杯管理者である我が王家にはそれを修復する術すべがあるので助かりましたが」

（っ……）

　しまった、とクラウディスが気付いたときには遅おそかった。

「まあ当家に伝わっているくらいです、紋章の管理者である教団にも伝わっているのでしょう？　素晴らしく綺き麗れいな音がするのです、いいですか？」

　マヒロが勢いよくそれを真上に放り上げ、手を引っ込めた。

「待ちなさいっ!!」

　クラウディスの声。

　腰こしの高さまで落ちてきたとき、マヒロの手が鳶とびの流れるように素早くかっさらう。

　クラウディスは、法衣の内側に大量の冷や汗あせを流した。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、直りますってば」

「そういう問題ではありません。聖遺物を粗そ末まつに扱うなと、そう言っているのです……」

　くそ。これではまんまと言いくるめられただけだ。

　いざとなれば聖騎士を突とつ撃げきさせるだけだと踏ふんでいたが、割れるか割れぬかの真しん偽ぎはここで確かめる術がない。十中八九ブラフだとしても、もし本当に割れるようなものだとしたら。そしてそれがミスマルカ王家によってしか修復できないとしたら。

　そんなクラウディスの表情を読み、マヒロが言った。

「着いたのは同じ席。立場は対等です。まずはわかってもらえましたか？」

「っ……」

　話には聞いていた。

　だが完全に舐なめていた。ゼムンでは気付けなかった。帝国の三さん番ばん姫きを退け、二番姫を言いくるめ、ヴェロニカの鬼き神しんをその座から引きずり下ろした……これが言葉という名の蛇へびの毒。こちらの擁ようした三千の聖騎士という絶大な力に対して怯おびえるどころか、こうしてわずか話す隙すきを与あたえただけで、下手に動けば割るという絶対的なカードを作り出してきた。

　ブラフだとはわかる。ハッタリに過ぎない。たった今このガキが作り出した幻げん想そうに決まっている。だが彼が切ったその幻想の手札、ミスマルカ王家の血筋がそれを裏付ける異様な影かげとして揺ゆらぎ、今この場では打ち砕くだく術がないのだ。確かく認にんのために表に開いて真実だったら。割れてしまってからでは手て遅おくれなのだ。

　だからもう、力ではなく。言葉に頼たよらざるを得なくなる。

　着いたのは、〝話し合い〟という同じ席……！

「……紋もん章しようを、むざむざ割るはずがない」

「事故で割れたのです」

「ヴェロニカでの調査で、いかなる物質とも違ちがうオリハルコン級の硬こう度どを持った……」

「ああ、調査はしたそうですが硬度は僕が言いふらした話です。だって発見当初は、ただの珍めずらしい工芸品だったんですよ？　それを硬かたさなんてどうやって調べるんですか。引っ搔かき傷を？　曲げ強度を？　遺い跡せきから発見されたせっかくの財宝にそんなことして、傷でも付いたら価値が下がってしまう。そして飾かざるために強度は必要ありません。一いつ攫かく千せん金きん目当てのトレジャーハンターや、資本主義のヴェロニカの蒐しゆう集しゆう家かたちがそんなことをするとお思いで？」

　そしてキャラバンレースの景品となって以降は、マヒロたち以外にそれを手にした者はいない。他ほかの紋章は遺跡より直接彼が手にしている。やはり、確かめようがない。

「で、せっかく手に入れたんで、試ためしに僕がやったら本当に割れてしまったわけですよ。そういう実験中の事故です。それはもう乙女おとめのハートが砕けるような、なんとも甘く切なく儚はかなげな響ひびきでしてね。そういう事故だというのに、父上にはこっぴどく怒おこられまして、侍じ従じゆう長ちように小こ突づかれながら夜なべで反省文を書き書き、泣いて謝ったら直してくれました」

「っ……」

　ふざけている。ふざけているのはわかるが、アドリブで用意したにしては、ヴェロニカでの話には筋が通っている。一方で実験後の顚てん末まつについては、やはり確認のしようがない。ひっきりなしに紋章を弄もてあそび、口調も表情もコロコロと変わりすぎて、真偽を見み抜ぬく暇ひまも与えない。

「なんでしたら国へ問い合わせて頂いても結構です。ああ、それともこうしてお会いしたのも何かの縁えん、一いつ緒しよにミスマルカへ参りましょうか？」

　突つっぱねるか。共同するか。脅おどすか。懐かい柔じゆうするか。

　クラウディスは迷った。だから次の言葉がなかなか決められない。言葉だけを頼りに戦い抜ぬいてきた者と、力だけを頼りに勝ち抜いてきた者との差、言葉の数によって如によ実じつに表される。

「ねえ、猊げい下か。実は僕としても、蘇よみがえった結果具体的にどんな力を発揮するのかわからない聖せい魔ま杯はいよりは……いま猊下がお持ちである、一教団領という確固とした力の方が魅み力りよく的なのですよ。そしてあなたはこの紋章を得ることによって、リアリストとして望むほどの……さらなる確固とした何かを得るのでしょう？　僕はそう踏んで、お話ししているのですが……いらなければ割ります。そして後日、修復して謹つつしんでお返しします。それでも問題はないわけでしょう？　ただ、あるだけでいいのなら」

　そんなタイミングでクラウディスは思い出す。白はく髪はつの勇者に殴なぐり倒たおされたとき、確かに彼は床ゆかに手をつくよりも、それを庇かばって背中を打った。憶おく測そく以外に何も情報がない中で、それはクラウディスにとって重要な手がかりであった。

　相手は王族。仮にも勇者である者が、演技か何かであれほど遠えん慮りよなく殴れるはずがない。だからあれはマヒロにとっても全くの突とつ然ぜん、予想外の不意のこと。にもかかわらず紋章を第一に庇ったとなれば。

（ならば……、本当に割れるのかっ……）

　歯は嚙がみする。

　せっかくの手がかりから導き出された予測が、割れることをさらに裏付けてしまう。

「猊下。僕の予想ですが、これ自体で奇き跡せき的な何かを呼び起こせるのではありませんか？　預言者様はおっしゃいました。その正体はわからないが、何か恐おそろしいものが目覚めようとしている……と。だから僕たちに、急いでこの場を離はなれるようにと」

「っ……」

　クラウディスはことの成り行きにはらはらと耳を傾かたむけるだけのような、頼りない預言者の姿を見た。

　あの魔女が見抜いていたというのか？　馬ば鹿かな。あんなのはただの飾りのはずだ。もっともらしく目を塞ふさぎ、もっともらしく目の見えぬ男を付けさせているだけだ。

「ノーテスカで見付かった紋章は一帯の大地の、テラフォーミングと呼べるほどの完かん璧ぺきな浄じよう化かを。オオヤシマのそれは大東京王国を壊かい滅めつさせるほどの、大規模な火山活動を抑よく制せいする役を負っていました。ではこの紋章は？　建造物としては広大ですが、その敷しき地ちを暖めるだけというのはいささか小規模に過ぎると思いませんか」

「……」

「もう一度言いましょう。僕はリアリストです。恐ろしいだけならば構いません。中原にとって恐ろしくても構いません。問題はそれが、帝てい国こくにとっても同様に恐ろしいか否いなか。紋章による交こう渉しようなんて小細工をすっ飛ばして余りある恐きよう怖ふか否かです、猊下!!　そうでしょう!?」

　恐怖を口にして、なお笑えみを深めるマヒロの様子に、護衛の少女剣けん士しや白髪の勇者までもが正気を疑うような眼まな差ざしを向けていた。

　そしてクラウディスは。

「ふっ……、ふふふ……なるほど、そうですか……」

　クラウディスは笑いを堪こらえなかった。

　もう、聖職者の仮面を被かぶっている理由はないと判断した。それ以上に、この少年は使えると判断したからだった。この少年は確かに恐ろしい。だがそれは裏を返せば。味方に引き入れれば頼たのもしいということだった。そしてこの少年には、その資質がある。

「……いやはや、私も胸を痛めていたのです。私の側近たちは、一応のリアリストではあるがどうにも二流。傍はた目めばかりを気にするくせに、金や階級といった欲よくだけが先走ってどうにも使えない。しかしあなたは違うようですマヒロ王子。本当に目的のことしか考えない、真のリアリスト」

「ええ。目的さえ達すれば、他は後から付いてくる。得てしてそうだと気付くか否か。それが猊下のような超ちようの付く一流か否かの違ちがいに他なりません」

　本当に言葉のうまい少年だった。

　上辺だけのおべっかしか言えぬ側近と違い、遠慮がないだけに小気味いい。そして漫まん然ぜんと年を重ねただけの老境共と違い、若くしてよくわかってる。

「よろしい、ならば教えましょう。この私の真の目的を……」

　クラウディスは振ふり返り、側近の一人に一冊の本を持ってこさせた。それは古い革表紙を持つ、ある種の日記帳のような鍵かぎ付きの書物であった。

　その書物が何であるかに気付いたのは、エミットとショーペンハウアーだけだったが、そんな二人の表情の変化には誰だれも気付かなかった。そして気付かぬマヒロが問う。

「それは……？」

「ええ。一年ほど前……老ろう衰すいで床とこに臥ふせるばかりの先代に代わり、宝ほう物もつ殿でんの管理を任されていた私が見付けたものです」

　伝説と呼ばれる名めい剣けん、封ふう印いんされた妖刀、先の戦乱時代に各国より寄付の名の下もとに巻き上げられた金銀財宝と秘宝の数々。いずれはこれら全すべてが己おのれのものとなると、自然とクラウディスの胸は高鳴った。

　しかしそんな目も眩くらむような宝の山の中に、書しよ架かがあった。多くは選ばれし勇者や聖職者、聖せい騎き士しにのみ伝授が許されるような秘剣、秘法の記された奥おう義ぎ書しよ、魔導書の類たぐいであったが……。

「……剣士でもない私にしてみれば、剣も鎧よろいもそれだけのもの。財宝など、一過性のもの。金という共通価値を経ればそれきりの刹せつ那な的な存在。ですがこれは違いました。この一冊は情報という名の、人類にとって何より普ふ遍へん的な財産が眠ねむっていました。代々の教皇のみが鍵を受け継つぎ、その閲えつ覧らんを許される……この教団の知られざる歴史を記された……」

　マヒロが紋もん章しようをそうしたように。クラウディスは、その粗そ末まつな書物を小さくかざして見せた。

「そう……言わば禁書と呼ばれる類のものですよ。マヒロ王子」
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「禁書……。なるほど、面おも白しろそうです」

　クラウディスは首しゆ肯こうした。

「その通り。そして実際に、とても興味深いことが書かれています。まさしく先ほどのあなたが言った通り、その紋章によってもたらされる奇跡の内容が。他ほかの紋章についてはわかりませんが……この大神殿に祀まつられた紋章はそうした永続的な効果ではなく、有事の際においてのみ、その真価を発揮するのです」

「有事の際……？」

　鍵を開け、ページをめくり、クラウディスはその一節を読み上げた。

「こうあります……〝未み曾ぞ有うの災さい厄やく訪おとずれ、杯さかずき統すべる者、紋章の封印を放てし時、大いなる神しん殿でんは数多あまた希望を乗せ、救いたる方はこ舟ぶねとして、聖魔の護ご符ふ、天使の力、白き翼つばさをして舞まい上がらん……〟」

「舞い……上がる……？」

　それまで知ったような風に口を利きいていた少年も、なんのことかと目を丸めた。

「私も最初は、何のことかと思いました。しかし他の禁書と照らし合わせて読み進めるうちに、わかったのです。舞い上がるとは何かを暗示した寓ぐう話わでも何でもなく、そのままの意味なのだと」

「そういうことよん♪」

　あっけらかんと言ったのは、エミットだった。マヒロが振り返る。

「シスター……？」

「実はわたしも読んだことあるのよね、アレ。お爺じいちゃんが教皇だったときに。自分で言うのもなんだけど、あたしってばじゃじゃ馬だったから。お爺ちゃんの部屋から鍵束盗ぬすんでは、宝物殿で伝説の剣を振り回して勇者ごっこしたり、それで飾かざってあった鎧をばらっばらに崩くずしちゃったりね」

「シスター、それはじゃじゃ馬を越こえてワンパクだと思いますが……」

　まあまあ、とマヒロに言い置いてエミットは続けた。

「奥義や魔法の理論なんて難しくってわかんなかったけど、あれは普ふ通つうのお話だったからまだ読めたわけ。要約すると、こう。西域からとんでもない数の魔物が来て人類がピンチになったら、聖せい魔ま杯はいの管理者が訪れて紋章の封印を解く。数多の希望は大勢の人のこと。方舟はたぶんノアの方舟として。救いとはつまり、人類最後の砦とりでとして」

「その通り」

　クラウディスは言った。

「リアリストであるマヒロ王子にもわかりやすいように言いましょう。紋章が蘇よみがえった今、それを使えばこの旧大神殿の全機能が回復するのです。神が住まうに相応ふさわしい天空の居城！　それこそが神の復権の象しよう徴ちよう！」

　そのものを示すかのように、クラウディスは大聖堂の中央で両手を広げ、宣言した。

「かつて初代聖せい魔ま王おうが戦った、伝説にして無敵の空中城じよう塞さいとして蘇るのです……!!」

「っ……、まさか……そんなことが……」

「本当です」

　マヒロへ、ショーペンハウアーが冷めた表情で言う。

「初代聖魔王がその称しよう号ごうを得ることとなった戦いにおいて、大神殿は三千メートルの上空まで浮ふ上じようしました。その全容は十キロ四方。現在緩かん衝しよう地ち帯たいに展開する両軍兵士を全て収容しても、なお余りある規模です……まあ、そんなに大勢乗ったら浮うかぶかどうか怪あやしいものですが」

「……ほう。あなたも目を通していたとは、ショーペンハウアー枢すう機き卿きよう。エミット枢機卿と言い、穏おん健けん派は名とは裏腹に抜ぬけ目のない者ばかりのようです。だが……聞いての通りです、マヒロ王子」

「……」

　さすがの少年も、あまりの話に半ば啞あ然ぜんとなっていた。

「それほどの高空を行く城塞に、寄せ集めの連合軍が……いかに強大とはいえ剣けんや槍やりが主力兵器という帝てい国こく軍ぐんが、敵かなうと思いますか？　しかしこちらはただ落とせばよいのです。矢を。爆ばく弾だんを。魔法を。天の怒いかりを、裁きの雷いかずちを！　その威い容ように人々は恐おそれ戦おののき逃にげ惑まどうでしょう！　そしてすぐに気付くはずです！」

　クラウディスは錫しやく杖じようで高々と天を指し示した。

「天空に浮かぶそれこそが神の城だと！　神がこの現世に舞い降り、大地を浮かべる奇き跡せきたらしめたのだと！　その畏い敬けいの念に、人は神の御ご前ぜんに平ひれ伏ふすこととなるだろう！　自由と平和を謳うたい首しゆ脳のう陣じんによる会合でさえまとまらぬような連合に、全人類を団結させることなど不可能だ！　しかしその自由と平和を踏ふみにじり、武力による支配を選んだ帝国にも人類の団結などできはしまい！　人が人である限り、無理なのだ！　ならば何か!?　神だ!!　神が人を統べるのだ！　その衝しよう撃げきと畏い怖ふによってのみ、人は初めて一丸となることが可能なのだ!!」

「ではあなたの……、あなたの目的とは……」

　息を吞のむマヒロに、クラウディスは微笑ほほえみかけた。

「私はその城に君臨するただ一人……神となるのですよ、マヒロ王子……!!」

　精せい鋭えいのはずの聖せい騎き士し団だんたちでさえ、ざわめいている。

「確かに大陸の未来など、ややこしい、取るに足らぬ瑣さ末まつな話だ。なぜならそんなものは神が決めればいいだけのこと。戦争など悲しいことも起きはしない。その新たな世界で起きる全すべては神しん威いであり、浄じよう化かなのだから」

「……本当に、蘇るのですね？」

　吸い寄せられるように、ふらりと、マヒロの足が進み出る。その腕うでを護衛の少女が捕つかまえる。

「待ってください王子！　本気ですか!?」

「いや……さすがに猊げい下かはまだ神ではないよ。けど……そんなことが可能なら、確かに戦争は回かい避ひできるじゃないか。帝国だってそんな驚きよう異いを目まの当たりにしたら、連合なんて構っていられなくなる。帝国の意志をくじけば、この戦争はそれで終わりなんだから！」

「けど……！」

「もう、うるさい護衛のくせに。手を離はなせ。お高い帝国と違ちがってうちの会合は俗ぞく物ぶつ連中の集まりだ、言えば絶対猊下の方に乗る！」

　ゆっくりと、鷹おう揚ように。クラウディスは頷うなずいた。

「無論です。そしてマヒロ王子……あなたは家いえ柄がらもよく、そして下世話な噂うわさとは違ってとても賢かしこい。どうです。もしあなたが新たな神の国へ帰順すると言うのなら、司教……いえ、大司教の地位を与あたえようではありませんか」

「本当ですか……!?」

「最若年での大司教就任となれば、ミスマルカ王国にもかつての王朝時代の栄光が蘇るかも知れませんよ」

「お約束、確かですね？」

「汝なんじ噓うそをつくことなかれ」

　マヒロはさらに進み出る。

「ではこれから僕は、このことについて父上たちに進言しなければなりません。道中さすがに危険なので、後ろの者たちも連れて行っていいですか？」

「もちろん構いませんとも」

　マヒロが壇だん上じようの仲間たちへ手を振ふり、招き寄せる。

　ジェスが言った。

「ふざけやがって……！　結局、聖魔杯のための紋もん章しよう集めなんて噓っぱちかよ！」

　エミットが寂さみしげに笑う。

「まあまあ、我が勇者……そうでもなきゃ。冷静に考えてこんな状じよう況きよう、どうしようもないじゃない」

　パリエルが言った。

「けど、それにしたってやり方が……!!　王子がそんな最低の人だなんて思いませんでしたよっ……！」

　ショーペンハウアーが言う。

「確かに堅けん実じつで現実的ですが、人としてはどうかと言ったところですね」

　クーガーが薄うすく笑った。

「クックッ……なんだ……、よくわからねえが、結局は紋章を渡わたす相手を間ま違ちがえたってことか……やりきれねえな……」

　預言者が寂しげに俯うつむき、呟つぶやく。

「……マヒロ王子……」

「なんとでも笑えばいいさ。僕はリアリストだ」

　二本の指に挟はさんだ紋章を、マヒロは真っ直すぐ、クラウディスへ差し出す。

「さあ猊下。よくお話しして下さいました。そして聞けてよかった。お約束のものです」

「いえ。私こそ、このように平和的な解決をたどれるとは思ってもみませんでした。最初から、もっとあなたたちを信用すべきだったのです。このような威い圧あつ的な態度で接してしまったことを、恥はずかしく思います」

　そしてクラウディスは受け取る。マヒロの指が離れ、見事な金細工の枠わくに囲われた、ガラスのような冷たい感かん触しよくを確かに手にする。

「いかがです、猊下。僕も初めて手にしたときは、それは胸が震ふるえたものですが……猊下ほどの見識をお持ちのお方なら、そうでもありませんか」

「……いえ、美しい。見識があるからこそ、わかる美しさもあるというもの。この透すき通る輝かがやき、大空をこの一枚に押し込めたような鮮あざやかな色合い、そして得も言われぬ神秘的な紋もん様よう……これをこの世界に残された先達に、そして私をこの場へ導いてくださった神の威い光こうに、畏い敬けいの念を抱いだくばかりです」

　もうこのガキ共に用はない。さすがに最後の方は、マヒロも演技を含ふくめていたのがわかった。大神殿が空に浮うくなんて話、にわかに信じられるはずがない。

　だが、あれが精せい一いつ杯ぱいの演技だったのだろう。結局は今のエミットやショーペンハウアーの言葉通り、こちらに取り入るより他ほかに現実的な道がなかったのだ。言葉だけでは、この圧あつ倒とう的な戦力差はひっくり返らない。そしていくら割るぞ割るぞと脅おどしたところで、こちらが退ひかなければ、結局彼らに次はないのだ。

　だからこの少年は……、リアリストなどそれこそ大おお噓うそ。ひとまずの汚よごれ役を自ら買って出ることで、まず仲間たち全員と無事にこの場を脱だつすることを選んだのだ。徹てつ底てい的なリアリストを演じることで。

　そう考えれば、感情に任せて文句を言うことしかできぬ白髪しらがや、きゃんきゃんとやかましい護衛の娘むすめのなんと甘ったれたことか。

「さて……猊げい下か、僕も神の国の誕生を見守る生き証人になりたいのですが……緩かん衝しよう地帯でのそれは急を要しています。一刻も早く、猊下のご威光を会合に報告しなくては」

　そうとも。紋章を手放してしまった以上、もう彼らに手はない。へりくだるより他にない。そして、彼らの都合に従う理由もないのだが……。

（……まあいいだろう）

　今は信じていないにしても、それを目まの当たりにすれば心を変えるに違いない。クラウディスに取り入ってきた多くの急進派の側近たちは、腹に一物を隠かくしながら、結局はクラウディスが策を弄ろうし、それが成功するたびに手の平返して取り入ってきた。他はともかく、この少年は使える。連合側への交こう渉しようの窓口として有望だ。あまり追い詰つめ、不興を買うよりは取り込むべき相手。

　クラウディスは紋章をステンドグラスの明かりにかざすのを止やめ、正面入り口の聖せい騎き士しへ向かって手を振った。道が開かれる。

「さあ、急ぐとよいでしょう。お父上たちによろしくお伝え下さい」

「はい。猊下こそ、お達者で」

　マヒロは深々と頭を下げると、仲間たちへ告げた。

「さあ、行こう」

　また塞ふさがれては敵かなわないとでも思ったのか、怪け我が人にんがいるにもかかわらず足早に去っていった。そうして通路まで出ると、ある場所から、それこそ脱だつ兎とのように駆かけていく。

「……」

　その後ろ姿がやがて見えなくなる頃ころ、クラウディスはもう一度自身の手にした紋もん章しようを見下ろす。

　そして、ぞっと喜びに打ち震えた。先ほど彼らが現れた壇だん上じようを目指す。祭壇の間への入り口は開かれたままだった。封ふう印いんは解かれたのだ。紋章は正統なる者の下もと、この自分の手の内にあり、その祭壇までもすら……もはや邪じや魔まするものは何もない。禁書によれば、これを再び祭壇に収めた者が、この大神殿の主となる。

「明かりを持てっ……!!」

「ははっ！」

　すぐに側近たちが駆け付けた。

　彼らもまた矮わい小しようながら、見たいのだ。聖遺物の収められていた祭壇を。今またその場所に紋章が収められ、伝説を越こえる新たな神話の始まる瞬しゆん間かんを。

　クラウディスは逸はやる気持ちを抑おさえ、しかし自然と足早に祭壇の間に辿たどり着く。

　そして気付くことになる。

「っ……」

　違い和わ感の正体に。

「い……いかがされました、教皇猊下……？」

「何か……？」

　立ち止まり、身を震わせるクラウディスに恐おそる恐る側近たちが言葉をかける。

「あ……」

　クラウディスは知らなかった。

　いや、知りようがなかった。

　大勢の騎士で取り囲むという脅おどしをかけるが故に、この狭せまい通路の奥にまでは押しかけようがなかった。

「ああっ……！」

　ノーテスカのレッドフラック幹部と、ヴェロニカの冒ぼう険けん者しやの話から、祭壇の間の色と紋章の色が一いつ致ちしていることは知れていた。黄色の遺い跡せきから見付かったのは、黄色の紋章。緑の遺跡に祀まつられていたのは、緑の紋章。

　こんな簡単な確かく認にんを、最後の最後に自分は怠おこたった。




　側近たちの持つトーチに浮うかび上がった室の色は、白……！




「あっ……あ……!!」

　だから。

　だから目の見えぬクーガーや預言者はともかく、ショーペンハウアーと護衛の娘は驚おどろいたのだ。わずか一瞬だが、白髪の勇者がマヒロを殴なぐるよりわずかに一瞬早く、何かに気付いたように目を見開いたのだ。

　知っていたのだ。マヒロがここで手にした紋章は、大空を押し込めたような鮮やかな青ではなく、雪原を押し込めたような輝かしい純白であったことを。

　だから驚いたのだ、あのとき彼が白い紋章ではなく、いま自分が手にしているこの青い紋章を取り出して見せたから……!!

「あっ……、ああああああああっ……！」

　クラウディスは知らなかった。

　ジェスという勇者は、マヒロ以上に体てい裁さいや何かを気にするような者ではないということ。そしてジェス自身もまた、自身の驚きを誤ご魔ま化かすために……マヒロの言葉に血が上ったように、一方でその言葉が気に入らないから本当に本気でぶん殴ったということを。

　舐なめていた！　舐めていた！　舐めていた！　芝しば居いなど演技などブラフなどハッタリなど割るも割れぬもそもそものこの紋章が噓うそ！　あのガキはただのレプリカ一枚で、あれだけ最もらしく噓を吐つき続けたのだ!!

　怒いかりのあまり握にぎり締しめた板ガラスはクラウディスの手の中で容易たやすく砕くだけ、金細工と思われた真しん鍮ちゆうの枠わく金がねは容易くひしゃげた。

「ひっ……!?」

「き、教皇猊げい下かっ……!?」

　クラウディスは知らなかったのだ。

　マヒロが真のリアリストであることを。

　彼自身が言っていたのではないか！

　リアリストはただ二つしか考えない！




　得ることと、失わぬこと！




　与あたえることなど最初から、微み塵じんも考えてはいなかった!!




「あのっ、ガキがぁあああああああああああああああああッッッ……!!」
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「あははっ！　あははははっ！　あははははははははっ!!」

「あはっ、あははっ！　あっはっはっはっはっ!!」

　走りながら、笑いを禁じ得なかった。走りながら、息の乱れも気にせずに、それでもマヒロたちは笑っていた。

「あはっ、あははっ、すごい、すごいです、王子っ！　本当に、もう、あははっ……！」

　パリエルが笑いながら走る。エミットも笑いながら走る。

「もう、もうねっ、あたしもねっ、笑いを堪こらえるのに必死っ……必死でもうっ、どうしようかって……！」

「ああっ、さすがに今回は大したもんだ……！」

　珍めずらしくジェスまでもが、してやったりにその口元を緩ゆるめていた。

「やあ、悪かったねジェス！　君の気持ちはわかってるつもりだったけど……！」

「気にすんな……、俺こそああでもしなきゃ、さすがに顔でバレたかも知れねえ……、悪かったな……！　ああ、いい気味だっ……！」

　そんなジェスの横顔を、エミットは微笑ほほえましげに見み詰つめていた。そのエミットに手を引かれながら、預言者が言う。

「あの、はぁ、一体……何が……？　どうしてみんな、笑って……」

　隣となりを走るショーペンハウアーが、表情を柔やわらかくして答える。

「偽にせ物ものです。この王子は、クラウディスに偽物の紋もん章しようを摑つかませたのです」

　その肩かたに捕つかまりながら、クーガーがニッと口の端はしを持ち上げた。

「っはっはあ……！　そうか、どうも気配がおかしいと思ったが、そういうことか……やるじゃねえか……！　王子様にしちゃあ、とんでもねえ悪ガキだぜ……！」

　そしてまたみんなで笑う。

　マヒロがこれまで手にしてきた紋章の色は、全すべて原色だった。黄、緑、赤……だからマヒロは今回、残る原色の色として、図ず柄がらはともかく青のそれを用意しておいた。実際どうあれ、今まで発見された色を知っているならそれだけで説得力がある。そして実際は白であったが、それはあの場に踏ふみ入った自分たちしか知らぬことだった。

　さすがにクラウディスが禁書と呼ばれるものを取り出したときは、そこに紋章の子細な記述があるのではと冷や汗あせをかいたが……、あの時点で交こう渉しようはマヒロが優位に立っていた。言葉で優位に立たれ、しかし欲ほつする気持ちだけが空回りするクラウディスにはそこまで頭を回す余よ裕ゆうがなかったのだろう。

　恐おそらくはあの一説にあった『白き翼つばさ』が今回の紋章のことだったのだろう。その前に『天使の力』とあったので一ひと括くくりとして見落とされたか、『聖せい魔まの護ご符ふ』それだけが紋章を意味するところと読んでいたか。

　実際にそれを目にすれば、何を意味しているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったろうが、交渉が佳か境きように入り、紋章は青だと強く印象付けられていたクラウディスにはそこまで推察する余地もなかったに違ちがいない。またその考える暇ひまを与えず、引き取るように子供の頃ころの話を持ち出したエミットの機転や、ショーペンハウアーの聖魔王の伝承もあったればこそ。

　ともかく、出し抜ぬくことができた。

　笑いが止まらない！

「うっふふふ、楽しいわね我が勇者！　一いつ匹ぴき狼おおかみも気楽でいいでしょうけど、仲間と一いつ緒しよの旅もいいものでしょ！」

「ああ……！　ああ、そうだな……！　違いねえ……！」

「じゃあジェス君、せっかく一緒に旅してるんだから今度剣けんの稽けい古こね！」

「……ああ、気が向いたらな……！」

　建屋を出る。色取り取りが咲さき乱みだれる、花畑のような広大な庭を駆かける。駆けながらエミットは問う。

「はぁ、聖せい騎き士し長ちよう、大だい丈じよう夫ぶですか……？　もう少しです……！」

「なぁに……、俺なんかは、置いてってもらって構わねえんだが……！」

　ショーペンハウアーが担かついだ腕うでを放さない。

「気にせずに急ぎなさい。魔法で止血だけしておきました。倒たおれるようなら私一人でも引きずっていけます」

「やれやれ、大した看病だぜっ……おちおち寝ねてもいられねえ……！」

　そんな中、預言者だけが浮うかない顔をしていた。

　大量の聖騎士団を引き入れるために、正面の大おお扉とびらは開かれていた。勢いのまま、一気にその門をくぐり抜ける。馬車を停とめた正門前広場に出る。

「はあっ、はあっ……」

「はあ……、はあ……」

「はぁ……」

　そしてゆっくりと立ち止まる。

　マヒロたちが遅おそかったのではない。

　眼前に立ちはだかる聖騎士団が早かったのでもない。

　ただ、大聖堂からここまでの距きよ離りが遠すぎた。

　その間にクラウディスは気付いた。命令は、万一のため大神殿外周に待機させていたさらに多くの聖騎士団にすでに伝わっていた。

「はぁ……はぁ……」

　息を整えながらマヒロは見み渡わたす。いちいち数えていられぬ数の聖騎士が、すでに剣を抜いている。

「神しん威いである」

　一人、鎧よろいを身に付けぬ群ぐん青じようの衣い装しよう。長身瘦そう軀くの男が進み出る。身の丈たけに見合った、一目でそうと思わしめる凄すさまじい輝かがやきを持つ業わざ物もの片手に。

　傍かたわら、男と同じ白衣の上から厚手の鎧を着込んだ女が、白銀の輝きを放つハンマーを携たずさえ告げる。

「こちらは異い端たん審しん問もん会かい第二部のアズレセウス・ラドル・キュリオン高級審問官。私は同じく、ベルゼリア・ミラ・レカルネン一等補ほ佐さ官かんです。今しがた教皇猊げい下かより、異端者マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト以下数名、見付け次し第だい皆みな殺ごろしにせよとの勅ちよく命めいを賜たまわりました。神威です」

　ジェスがナイフを抜き、パリエルが長剣に手をかける。

「待て……！」

　マヒロは言った。男の方の雰ふん囲い気きが普ふ通つうじゃない。希まれの御ご前ぜん試合でも、どこの国の騎士団にも、ここまで異様な殺気を放つ者は覚えがない。あるとすれば要よう塞さいで見た、銀ぎん髪ぱつのあの男くらい。

　だがそんなことは同じ剣士であるパリエルも、ジェスもまた一目で見み抜ぬいていた。そしてアズレセウスはマヒロへ告げた。

「問答無用。我らに聞く耳はなし。問う言葉はなし。無意味と知れ」

「っ……!!」

　アズレセウスが長剣をかざし踏ふみ込む寸前、パリエルが間合いの外から長剣を振ふり抜く。帝てい国こく三剣の一人をも打ち倒した、最速にして不可視の斬ざん撃げき、アズレセウスの上半身に横一線、真一文字、巨きよ大だいな魔ま物ものの爪つめ痕あとの如ごとく、四本の傷が彼を切り裂さき鮮せん血けつを噴ふき出させる。

　だがアズレセウスは瞬まばたき一つせず、微み塵じんもその動きを緩ゆるめなかった。一いつ閃せん、咄とつ嗟さに引き戻もどしたパリエルの剣が打ち砕くだかれ、衝しよう撃げきに倒れ込む。先手を打てたからこそ辛かろうじて致ち命めい傷しようが外れただけ、パリエルの斬撃とほぼ同時にジェスも彼へと刃やいばをかざしていたが、それはベルゼリアに防がれていた。ジェスがパリエルが敗れたことに気を取られた一いつ瞬しゆん、ベルゼリアのハンマーがジェスの胸を強打する。

「がはっ!!」

　ラズルカ王より賜った旧文明の着衣も、弾だん丸がんや刃を通さぬとは言え衝撃に関してはそこまで吸収しきれない。砲ほう弾だんの直撃を受けたような衝撃に、呼気を絞しぼり出し血を吐はき、倒れ伏ふす。

「やめろっ!!」

　マヒロは腕の傷を押さえて起き上がろうとするパリエルの前に立ち、叫さけんだ。エミットは導くべき勇者の前にシールドを展開した。

　だがアズレセウスは聞こえてもいないように剣を振り下ろした。マヒロ自体殺すべき異端者であり、それが障害となったところで何の問題もなかった。ベルゼリアは聞こえてもいないように、ハンマーを振り抜ぬいた。シールドを打ち抜き、エミットのロッドを砕き、彼女を吹ふき飛ばした。

　だが、マヒロはまだ立っていた。その胸に袈け裟さ懸がけに傷が走ったが、胴どう体たいの断だん裂れつには至らなかった。アズレセウスの腕に、一ひと振ふりの短たん剣けんが突つき刺ささっていた。

「強くなったなぁ、ボウズ……」

　放ったのは、今や血の気もなく顔面を蒼そう白はくにした聖せい騎き士し長ちよう、クーガーだった。ショーペンハウアーの肩かたに回した腕を解き、もう一振りの短剣を構える。聖騎士たちでさえ固かた唾ずを吞のんで見守るこの状じよう況きよう下か、笑っているのは、聖騎士長ただ一人。

「……」

　アズレセウスは無言で腕に刺さった短剣を引き抜く。パリエルの斬撃四つ、刺し傷しよう一つ。倒れたこちらの誰だれより深い傷を負っているはずなのに、痛覚すらすでに失っているかのように無表情。

　ベルゼリアが向き直る。

「あなたまでが悪わる足あ搔がきをするのですか。失望させないでください。聖騎士長らしい潔いさぎよい最さい期ごを望みます」

「はっはあ……！　悪いがもう異端者なんでな。知ったことかよ」

「……この者たちを助けたところで、結末は変わりません」

「気に入らねえのさ。欲よく惚ぼけだけの教皇に頭下げるなんて反へ吐どが出るぜ……、俺はいい女の言うことしか聞かねえ。そして従わねえぜ。てめえはどうだい嬢じようちゃんよ……いい女だってんなら、大人しくしてやるがな」

「っ……」

　ふざけた物言いに言い返そうとするベルゼリアを、アズレセウスが制した。

「そうせねば気が済まぬと言うなら、先にお相手しましょう」

「おいおい冗じよう談だんじゃねえ、こっちは瀕ひん死しの重傷だぜ……そんな年寄りをいじめて楽しいか。てめえも大たい概がいだな」

「否いな。我らとは神威の剣」

　クーガーが笑った。

「バーカ。剣がてめえみてえに立って歩いて喋しやべるかよ。てめえ、どっか鉄ででもできてんのか。なんの病気だ。傷から流れてるのは油かなんかか？　それにしたって剣とは呼ばねえ。ただの機械だぜ」

「……」

「はっ、都合が悪くなりゃあだんまりか。剣ってのは便利だな。なあ、おい。アズール。ここへ来る途と中ちゆうで聞いたが、ルオールの町を焼いたってのは本当か」

　マヒロたちの顔色が変わる。眼めの色が変わる。

「あそこにゃ確か孤こ児じ院いんみてえな教会もあったはずだが……それも焼いちまったってのは本当か」

　アズレセウスがクーガーに向かい剣を構えた。

「我らとはただ剣である。主の御み心こころのままに振り下ろされる刃である。故に一いつ切さいの迷いは許されぬ。我らが意志、善悪を問うこと能あたわず」

　クーガーは俯うつむき加か減げんに右手の短剣を逆手に返し、空手の左をアズレセウスへ軽く掲かかげる。

「……なあ、アズール。てめえ今までに何人斬きった」

「……」

「何人斬った。おい、答えろよアズ坊ぼう」

「三百と十二」

「ああ大したもんだ。いちいち数えてやがるとはな。てめえの言う神様ってのはよっぽど寛かん大だいらしいなぁ。泣き虫アズ坊にそんだけ冒ぼう瀆とくされてもまだ許してくれるってか」

　アズレセウスの顔に激情が走った。

「剣であり、神しん威いであるッ!!　地じ獄ごくへ落ちるも元より覚かく悟ごの上ッ──!!」

　一いつ閃せん。だがクーガーも速かった。最も勢いの乗る切っ先をかわしその懐ふところへ、逆手だった短剣は順手に返ると同時にアズレセウスの太ふと腿ももに刺さり、踏ふみ込みをなくしたアズレセウスの長剣は根元で、クーガーの肩の骨に阻はばまれるに留とどまる。

「審しん問もん官かん!?」

「クーガー!?」

　ベルゼリアと預言者の悲鳴は同時。

　そしてアズレセウスが二の太た刀ちを構えるか、そのまま押し込もうとするかより早く、クーガーの左手がアズレセウスの指を捕とらえた。二本、引き剝はがすようにへし折り、握にぎる。アズレセウスはクーガーを蹴けり、クーガーは得物を引き抜き、二人は地面の上を一回後転してそのまま立ち上がり、元の間合いとなる。

「ぐう、ッ……！　冒瀆では、ない……！」

「じゃあなんだ……。自分はさも罪深さをしょってるみてえにかっこ付けやがってよ。聞かず、喋らず、アホみてえになんも考えねえで、何でもかんでも神様のせいにしてるだけだろうが。冒瀆じゃなきゃなんだ。生あい憎にく俺は学がねえもんでな。他ほかにいい言葉が思い浮うかばねえのさ」

「っ……、聖騎士長……!!」

「責任はみんな神様とやらに押し付けて、それで弱い者虐いじめして、そんなもんのためにてめえは強くなりたかったのか」

「私に剣けんのあり方を教えたのは、聖せい騎き士し長ちよう！　あなただっ!!　強くありたければ、己おのれが何を求めるのかを見み極きわめよ！　救われたければ武器を捨てろ！　そして剣でありたければ、何も考える必要はない！　ただ、主を信じろ!!」

「ああ、ありゃ冗談だ」

　軽く素っ気ないクーガーの一言に、アズレセウスの目が血走る。怒いかりに全身を打ち震ふるわせ、折れた指をして尚なお強く剣を握り締しめる。

「どうしたアズール。怒おこったか。当たり前だ。てめえは剣じゃねえ。人間だ」

「貴様……！」

「とことんバカだなてめえは。俺がそう言ったからそう信じたのか。神様がそう言ったからそうするのか。……ならてめえは今どこにいる!!」

「貴様っ……、きさまっ……!!」

「答えろ!!　怒ったてめえは今どこにいる!!」

　一いつ瞬しゆんだった。

　スッ、と音もなく。

　怒いかりに満ちたアズレセウスの切っ先は、まさに神速とも呼べる速度で、クーガーに動く暇ひますら与あたえずに、その腹ふつ腔こうを貫つらぬいていた。

　もはや吐はき出す血も残っておらず、クーガーは疲つかれ切ったように言うだけだった。

「……やれやれ、また腹か……。頭なら痛みもなく死ねるんだろうがなぁ……」

「ならばあなたは今まで何人斬った!!　聖騎士長!!　神はっ……!!」

「はっ……。残念だが、俺に神はいねえ……、俺にいたのは……呪のろわれたような、天使だけでな……」

　クーガーの身体からだが揺ゆらぐ。

　膝ひざを折り、膝をつき。アズレセウスの剣は自然と半分ほど抜ぬける。そしてアズレセウス自身が抜き取ると、彼はゆっくり身体を横たえていく。

「クーガーっ……!!　クーガーっ……!!」

　預言者の悲鳴が聞こえる。彼の元へ駆かけようとして、躓つまずき、転ぶ。

「……どうしたアズール……、止とどめはねえのか……。てめえも気付いてるはずだ……、俺は普ふ通つうじゃねえ……今のままじゃ俺はまだ、死なねえぜ……」

「……教えて頂きたい。ならば我らとは、なんのためにあるのか。私だけではなく、我が部下のためにも教えて頂きたい」

「審問官……」

　ベルゼリアが呟つぶやく。

　アズレセウス自身が、急所を外した。問いかけのため。答えを得るため。そうでなければ。アズレセウスがその気であれば、反応すら許さぬあの速度であれば、首を飛ばすも容易だった。

　クーガーが笑う。

「……一個だけヒントをくれてやるぜ……。この聖戦は神が望んだことじゃねえ……クラウディスの仕組んだことだ……」

「存じておりますとも!!　そのようなことは最初から!!」

　アズレセウスが歯を食いしばり、大地に突つき刺さそうとするかのように、下に向けたままの剣を掲かかげる。

「それでも我らとは、剣でなければ!!　剣以外にどうしてかような残ざん酷こくな真ま似ねができましょうかっ!?　お答えをっ!!」

　アズレセウスは泣き、彼の心臓を狙ねらったその切っ先は、今までのように静かなものではなく、悲しみに、おびただしく震えていた。

　クーガーは笑う。

「……なんだ、昔の甘ったれた泣き虫のまんまじゃねえか……くそ、心配して損したぜ……」

「……聖騎士長……！」

「……ああ……てめえの言うとおりだ……。そうだな……そりゃそうだ……。剣でもなくそんな真似ができるのは、俺ぐらいなもんだったな……はっは……」

　正しき教えを、人々を守るための剣。だからこそ、自分勝手な意志で動いてはならぬのだ。自分の正義を押し付けるような余地があってはならぬのだ。常に、それを振るう者の手によって動かねばならぬのだ。

　そしてそれが、彼の正義。

「いいんだ……。てめえが自分で信じて選んだんなら、それでな……。さあ、老いぼれの言うことなんて忘れてよ、やってくれ……」

　アズレセウスが、意を決したように息を吞のみ、歯を食いしばり、剣を持つ手に力を込こめた。

　そのとき。

「待て」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな声が、大神殿の方から聞こえてきた。さらに聖騎士を引き連れた、クラウディスの声だった。

「待てアズレセウス。何人殺した」

　アズレセウスは一端の間を置き、教皇に対して頭こうべを垂れ、刃やいばを背に隠かくした。

「……申し訳ありません。未いまだ……、一人も……」

「ふん、何が剣だ無能め！　手負いのロートル一人仕留められんのか」

　クラウディスの顔に、聖職者の仮面はなかった。今までのように泰たい然ぜんとした雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかった。ベルゼリアが何やら言おうとしたのを、アズレセウスは片手で遮さえぎった。

「……ふん、まあ良い」

　クラウディスは感情に任せた足取りでバシャバシャと水みず溜たまりを散らし、マヒロの前に立つ。

「やあ、これはこれは猊げい下か。ご機き嫌げん麗うるわし」

　言葉半ばに、やおら錫しやく杖じようで殴なぐり付けた。

　マヒロが倒たおれると、口を利きく暇ひまも与あたえず、背を、頭を、腹を、何度も何度も力任せに小こ突づき、打ち据すえる。

「ふざけおって！　ふざけるなこのガキが！　ガキが！　クソガキがぁっ！　謀たばかりおって！　教皇を！　神にも等しいこの私を、よくも虚こ仮けにしてくれたな貴様っ！」

「やめろっ……！」

　苦痛を押して飛びかかろうとしたパリエルを打ち払はらい、マヒロを庇かばおうとすればその顔を泥どろに汚よごれた足で蹴けたぐり、錫杖で打ち払い、なおマヒロを打ち続ける。

「貴様ら何をぼさっとしている!!　捕とらえろ!!　このガキを立たせるのだ!!　動ける者は縛しばり上げろ!!」

　すぐに騎き士し団だんが駆け付けた。

　死し刑けい囚しゆうを磔はりつけにするように、マヒロは羽は交がい締じめに立たせられた。他ほかの者は縄なわを打たれ、斬ざん首しゆを待つように跪ひざまずかされた。

　そしてクラウディスがマヒロのジャケットの内側をさぐると、すぐに紋もん章しようは見付かった。

　見付けるや否いなや、今度はアズレセウスに斬きられた胸の傷をめざとく見み据すえ、その場所目め掛がけて錫杖を振ふり下ろす。

「っ……!!」

「痛いか。大人しく渡わたしておればこのような目に遭あわずに済んだものを!!　貴様のような悪童は、ただ殺すなど生なま温ぬるい……!!」

「……そうよ、だからもう止やめなさいよ」

　クラウディスにとってはマヒロに次いで憎にくらしい声に、怒いかりに満ちた視線が向く。後ろ手に縄を打たれ、膝ひざをついたエミットだった。

「充じゆう分ぶん殴なぐったんだから、もういいじゃない。悪童でしょ。ガキでしょ。子供のしたことじゃないの。大人げない」

「ふん、ここまでしてようやく立場がわかったか。急にしおらしくなったではないか、エミット・リカ・エリクセル」

「あらぁ、元気な方がお好み？　じゃあいくらでも言ってあげるわよ？　空飛ぶお城だー！　神の居城だー！　天下無敵の空中要よう塞さいだー！　はっ、まるでガキね」

「……その女を立たせろ」

　押さえた二人の聖騎士が、エミットの上体を引き起こす。

「あんたもあたしもまるでガキよね!?　あたしも同じようなこと考えてたけど、他人の口から聞くとこんなにもガキっぽい話だったなんてね！　お爺じいちゃんのため、復ふく讐しゆうのため、影かげを負った悲劇のヒロイン気取ったところで所しよ詮せんあんたと同類だったなんてね!!　自分が心底嫌いやになるわよっ!!」

　心情を発はつ露ろするエミットの悲鳴のような叫さけびに、マヒロたちは驚おどろきの視線を向けた。

　そしてクラウディスだけが、法衣の内側より抜ぬいた銃じゆう口こうを向けた。

「そうとも、先々代は私が殺した。それが今さらなんだ」




　パンッ。
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　銃声は呆あつ気けなく響ひびき、エミットの腹に一発。僧そう服ふくに鮮せん血けつが滲にじみ出す。

「シスター!!」

「エミットさん……!?」

「エミット……！」

　マヒロ、パリエル、預言者……口々に、彼女の名を呼んだ。そしてその瞬しゆん間かんに、誰だれよりもショックを受けたのはジェスだった。

「エミット!!　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　でも届けられるのは声だけだった。こんなに近くにいても、精強な聖騎士に拘こう束そくされたマヒロたちには、手は疎おろか、指一本、差し出すことができなかった。

　そしてエミットは、苦痛の声は上げなかった。

「……だから、ま……あたしもさ、あんまり人のことは言えないんだけどねー……。結局、ガキなのよ……、あたしたちって……。ガキがいい歳としして、権力持って……派は閥ばつ作って……お山の大将……。やってることが、ケンカじゃなくて殺し合いってだけで……ほんとさ、タチが悪いったらありゃしない……」

　そして息は荒あらく、か細くなる。

「……ごめんね、我が勇者……王子様も……預言者様も……あたしね、みんなを利用してたのよ……預言者様に……、我が勇者を導くように言われてから……。紋章と、聖せい魔ま杯はいが関かかわってるって知ってから……うまくしたら、あたしのものにできるんじゃないかって……」

　彼女の瞳ひとみは何かを思い出すように、遠くを見み詰つめる。

「……あたし……、クラウディスほどうまく派閥を作れなかったから……思ったのね……。聖魔杯があれば……、そうじゃなくても、あの本の通りにこの大神殿があたしのものになるんだったら……クラウディスに勝てるんじゃないか、って……」

　預言者が泣きながら頭を振る。

「知っていましたよ……、知っていましたよエミット……でも、あなたはその勇者を、立派に導いていましたよ……勇者として、一人の人間として、立派に……」

「……はい、預言者様。とても楽しい旅でした……。……そして、苦しかった……」

　パンッ。

　その言葉の何が気に入らなかったというのか。いや、言葉などなんでも良かったのだ。クラウディスは虫けらでも見下すような目で引き金を引く。エミットの腹にまた一つ、赤が滲み始める。

「てめえっ!!　やめろっ……!!」

　パンッ。

　そのジェスの怒ど号ごうが不ふ愉ゆ快かいだとでも言うように、もう一発。三み度たびエミットの腹を撃うつ。

「やめろっ……!!　いい加減にしろッ!!　いい加減にしやがれてめえッ……!!」

　じわじわとだが、鮮血は確実にエミットの命を細め、そして徒いたずらに死への苦痛を長引かせた。だが、エミットは笑っていた。

「ああ……、我が勇者、いいのよ別に……。預言者様に言われてわかってたことだから……ここに来たら死ぬって……」

「っ……!?」

「だから、祭さい壇だんに行くとき言ったでしょ……。私の導きは、ここでおしまい……」

「冗じよう談だんだろ、おい……！　いつもの冗談っ……」

　パンッ。

　四発目。もう、鮮血だらけの僧服の、どこに血が滲んだのか、わからない。

　エミットが血を吐はいた。

　咳せきをし、また血を飲む。

「はぁ……、さも何でもかんでも知ってるふりして……お姉さんぶって……、偽ぎ善ぜん者しや面づらして……」

「馬ば鹿かっ！　馬鹿かてめえ、わかったから、もういい、喋しやべるなっ!!」

　ジェスが必死にもがき、しかし身動きできず、叫ぶしかできない。そちらを向いて、エミットは微笑ほほえんだ。

「……苦しかったわ……。我が勇者ってばさ……、おっかない顔してるくせに、いっつも真っ直すぐで……真っ直ぐな目をしてて……。オオヤシマではっぱかけたときも、あんなに簡単に……素す直なおに頷うなずいたりして……。あたし、もう……、自分が惨みじめでね………」

「馬鹿なこと抜かしてんじゃねえ！　んなわけあるか!!　てめえだけだったじゃねえか!!　俺みてえな人間に、馬鹿みてえに笑って、笑いながら話しかけてくれたのはてめえだけだったじゃねえか……!!　なあエミット!!」

　エミットは笑え顔がおを崩くずさなかった。

「……どんなに辛つらくても、神様を恨うらんじゃだめよ……我が勇者……、神様はとても慈じ悲ひ深ぶかいから……。あたしみたいな悪い人間でもね、こうして……お別れする時間くらいは与あたえてくれるんだから……」

　だんだんと、彼女の瞳から光が消えていく。

「ね……？……強い……勇者になってね、我が勇者……ジェスくん……」

　最さい期ごに薄うすく。彼女の唇くちびるが微笑んだ。

「エミット!?　エミット、おいっ……!!」

　糸の切れるように項うな垂だれ、帽ぼう子しが落ちた。

「エミット……!?　冗談だろ……!?　死ぬな、おいっ!!　エミットっ……!!」

　もう、彼女は答えなかった。膝ひざに力はなく、聖せい騎き士しが手を離はなすと人形のように地面に倒たおれた。薄く開いただけの瞳に光はなく。もう二度と、瞬まばたきすることはなかった。

「エミット……、あっ……、あああっ……あああああああああああああっ……!!」

　降りしきる雨音に、ジェスの慟どう哭こくだけが響ひびき渡わたった。

「……つまらん。話す時間を与えたわけではない、藻も搔がき苦しむ様を見るためにわざわざ死ににくい腹に撃ち込んでやったものを」

　そしてクラウディスは歪ゆがんだ笑みで振ふり返る。

「……どうだ、マヒロ王子。後こう悔かいしたか。お前が余計な知ち恵えを回さなければ、このようなことは起きはしなかった。仲間を見殺しにし、その死に嘆なげき悲しむ仲間の声を聞いた気分はどうだ」

　マヒロの表情は、怒おこってはいなかった。泣いてもいなかった。笑ってもいなかった。

「猊げい下かこそどんなご気分ですか」

「なに……？」

「そこまで時間と手て間ま暇ひまをかけたにもかかわらず、なんとも感じていないような僕の顔を見たご気分はいかがですか、猊下。それが非常に興味深い」

　彼は無造作にマヒロの足を撃ち抜ぬいた。そして錫しやく杖じようでマヒロの左右を殴なぐり付けた。

「やめなさいっ……!!」

　クラウディスが振り返ったのは、預言者だった。

「もう、やめなさい……！　こんなことをして何になると言うのですか……！」

　クラウディスが二番目の獲え物ものとして、預言者を狙ねらい定める。




　パンッ。




　エミットの時と同じように、予告なしに銃じゆう弾だんが放たれた。

　だが……。

「っ……、……!?」

　驚おどろいたのはそれを見ていた者だけではなかった。預言者自身、驚いている様子であった。

　銃弾は確かに彼女の身体からだを貫つらぬいた。だが、衣服に穴が開いただけで血が出なかったのだ。

「……ふん。やはりそうか。魔ま女じよめ」

　理由を知らぬ側近や聖騎士たちが目を見張る中、クラウディスは弾たま切れとなった拳銃を取り巻きの一人に預ける。

「貴様のことも禁書の中に記されていた。人間ではない。だが魔人でもない。預言者だと？　ふざけるな。何千年もの間、神しん殿でんに巣す喰くい続けている不老不死の化け物ではないか。全くいい身分だ……死ぬはずがないと高をくくった自分は、さも争いを嫌きらい人の死を悲しむ振りをして高みの見物というわけか」

「ち……違ちがいます、私は……」

「ならばなぜ、エミット枢すう機き卿きようが死ぬことがわかっていながら彼女が助かる道を教えてやらなかったのだ。本当に未来が見えるのであれば」

「私はっ……」

「黙だまれ！　見えてもいないくせに囀さえずるな、このペテン師が！　いつまでも老いず、死なず、浮うき世には気味悪がられ居場所を失っただけだろうが！　だから頭の曖あい昧まいな宗教集団の中に身を寄せ、自分は預言者などと名を騙かたり、たぶらかし、身を寄せていたのだろう!?」

「私はっ……！」

　クラウディスが側近の一人を呼びつける。持ってこさせたのは、一本の短たん剣けんであった。聖せい魔ま杯はいの鍵かぎとなる紋もん章しようらと同じように透すき通った色をした、ガラスのような刃はであった。

「これから始まる私の国に、そのような化け物は必要ない」

「……ま……、て……。クラウディス……」

　瀕ひん死し。それまで呼吸するだけでも精せい一いつ杯ぱいだったようなクーガーが、囁ささやくような掠かすれた声を絞しぼり出す。

「そいつ……、はっ……」

「ふん。血相……というほど血の気も残ってないようだが。さすが聖騎士長だ。この剣が何か知っているようだな」

「……ち、が…………せ、……が……、そいつは……やめねえかっ……他ほかに……」

　か細すぎてまともに聞き取れず。

「そうとも、これこそ選ばれし者の剣。初代聖魔王も手にしたとされる伝説の神剣にして、神器……！」

　銘めい、〝エーテル結けつ晶しよう〟。

「神の国の始まりに相応ふさわしいと思い用意したものだが、まさか神聖なる剣をこのようなことに使う羽目になるとはな」

「あ……う、ぁ……、や、やめ……それは……、それだけはっ……！」

　突とつ如じよ、見えぬはずの預言者が、この世ならざるものを見たかのように首を横に振ふり乱みだし、怯おびえ始める。

「そうかそうか。やはりこれならお前を殺せるか。今さらそういう未来でも見えたか？　それは見えるだろうな、私にだって見えるのだから」

「違いますっ……、やめなさいっ……それだけはだめ……、いけません……神器なら他にいくらでも……!!」

　さく、と衣を貫くだけのような軽い音だけだった。

「っ……」

　それほどの鋭するどさで、ガラスの短剣は預言者の心臓を貫き、彼女は声を上げる間もなく、くたりと事切れた。

　そしてクラウディスは、いちいち抜かなかった。神剣に貫かれて項うな垂だれたバケモノの姿が、想像以上に絵になっていたからだ。新たな神である教皇が神剣をして魔女を屠ほふったのだ。

　そして残る者たちを殺すのは、銃弾で一発一発撃うち込む方が楽に、そしてより長い時間苦しめることができる。

　新たな弾を込こめられた拳銃を受け取り、回転弾だん倉そうをきりきりと回しながら問いかける。

「さてマヒロ王子。これで二人死んだぞ」

「そうですね」

「さすがリアリストだ。仲間の一人や二人死んだところで、虫けらが死んだも同然とは恐おそれ入る。貴様それでも人間か？」

「魔人ですが何か？」

　マヒロの受け答えは平へい坦たんなものだった。

「まだ減らず口を叩たたけるかっ!!」

　もう一発マヒロの足を撃ち抜ぬく。

「……猊げい下か。あんまり穴だらけにすると、仲間たちが全すべて死ぬ前に僕が死んでしまいますよ。それでもいいですか？　いいなら死にますが」

「っ……、貴様っ……」

　さすがに異様だった。理解の範はん疇ちゆうという問題ではない。この少年の感情のなさは、いくら何でも度を超こえていた。

「……ならば三人目だ。最後にお前一人となったとき、まだその軽口を言えるといいな」

「言えますよ。口だけならなんとでも」

　クラウディスは無視し、次の獲え物ものの選定に移った。だが、ただマヒロを無視したのではなかった。自身で認めなかっただけで……本能的に、マヒロの目を見ることを恐れたのだ。

「……さて……放ほうっといても死ぬような聖せい騎き士し長ちようを、今さらいたぶっても仕方あるまい。残るはこの気味の悪い勇者か、護衛の小こ娘むすめか」

「っ……てめえだけは、許さねえ……！」

　これ幸いとクラウディスの視線はジェスへと動く。

「そうか。貴様から死にたいか」

「誰だれが死ぬか……死んでやるか……！　てめえは殺す……！」

「死ぬのは貴様だ」

　クラウディスがジェスの眉み間けんに銃じゆう口こうを押し付けた。




　パンッ。




「ジェス君っ……!!」

　彼の顔から鮮せん血けつが走ったのを見たパリエルは悲鳴を上げた。

「っ……」

　一方で、クラウディスは息を吞のみ、一歩後あと退ずさった。

　ジェスはまだ死んでいなかった。

　銃じゆう弾だんをかわしていた。首を傾かしげると同時に横を向き、失った右目の眼がん窩かからこめかみを撃ち抜かせていた。

「てめえだけはっ……」

　深い悲しみの全てが、激しい怒いかりに転化する。

「き、貴様っ……!?」

「大人しくせんかッ……！」

　驚おどろくべき力に、後ろに押さえた二人の聖騎士が口々に叫さけぶ。

　だが、ジェスは進んだ。一歩。二人の聖騎士を引きずり、クラウディスに向かって一歩進んだ。

「てめえだけはっ……！」

　みしり、ずるり、と音を立て、縄なわで腰こしにくくられた一本の腕うでを引き抜いていく。皮を破り、大小の血管と肉を千切り、縄の縛いましめから骨の見えるほど細ったただ一本きりの腕を引き抜く。

「てめえだけはぶっ殺してやらなきゃ気が済まねえっ──!!」

　瞬しゆん間かん、クラウディスの喉のど輪わに手をかける。地じ獄ごくへ引きずり込もうとする亡もう者じやのように、その指先は餓が狼ろうの牙きばと化し、クラウディスの首に喰くらい付く。

「ひ、あ、がっ……!?」

　パニック状態に陥おちいったクラウディスが銃を乱射した。だがラズルカ王より与あたえられた旧文明の強化繊せん維いは、拳けん銃じゆう弾だん如ごときに貫つらぬけるような代しろ物ものではなかった。二発、三発、四発、至し近きん距きよ離りからの衝しよう撃げきによって、ベルゼリアに砕くだかれていた肋あばらはさらに砕け、その破は片へんが肺に突つき刺ささるが、それでもジェスの握あく力りよくは決して緩ゆるむことはなかった。緩めようとはしなかった。

「が!?　が、あ、があっ……！　っ!!　っっ!!　っ……!!」

　クラウディスの声が塞ふさがり、呼気が止まる。カチン、カチン、カチン、クラウディスの人差し指は、すでに弾たま切ぎれの引き金を悪わる足あ搔がきするように往復する。

　ジェスは叫び、血ち塗まみれの腕に一気に力を込こめた。

「死ぃ……ねぇええええっ……!!」

「っ……!!」

　だが、そこまでだった。

　あと一息で喉のど笛ぶえを潰つぶせたはずだったが、指先に絡からみ付いた大量の血で滑すべり、後退ったクラウディスを取り逃のがす。そのまま、上から二人の聖騎士にのし掛かかられ、腕を、頭を押さえ付けられる。

「ぐぅ、ごほっ!!　がっ!!　がはっ!!　はあっ、はあっ、貴様っ……！　貴様っ、このっ……、はぁっ、薄うす気味の悪いバケモノめっ……!!　よくもこの私に手をかけたな……!!　教皇の法衣を薄うす汚ぎたない異い端たん者しやの血で汚よごしおって……!!」

「黙だまれクソ野や郎ろうがっ！　異端者はてめえだっ……！　あの教会のマザーやガキたちの何が間ま違ちがってたっ……！　エミットが誰をあんな風に殺したってんだっ……！　てめえと違って、みんな神様を信じてたんだ……！」

「黙れ！　黙れ黙らんかっ!!」

　クラウディスは錫しやく杖じようで打ち据すえた。めったやたらに、身動きできぬジェスの白はく髪はつが血に真っ赤に染まるほど打ち据えた。それでもジェスは黙らなかった。餓狼の如ごとき独眼は、クラウディスを睨にらみ殺さんばかりに見開かれていた。殴なぐられながらも、叫び続けた。

「俺は信じるぞ、俺も信じてやる!!　俺をここまで導いた、エミットの信じた神を!!　誰が恨うらんだりするかよ、感謝してやるぞ……俺をここまで生かしてくれた、こいつを殺せと俺をここまで導いた、慈じ悲ひも救いも与えちゃくれねえ本当の神に、感謝しながら殺してやる……!!」




　からん。




　と。

　雨音に、間の抜ぬけた音が聞こえた。

　柄つかの落ちた音だった。

　預言者の胸に刺さったままの神しん剣けんから、柄の抜け落ちた音だった。

　いや。

　抜けたのではなかった。ただ落ちたのだ。

　なぜなら預言者の胸むな元もとには、それがはまっているはずの刃やいばがない。




　聞いた？

　ええ、聞きました。

　もういいの？

　ええ、もういいです。

　本当にいいの？

　ええ、私はきっと、こうなるために導いたのですから。

　あらそうなの？

　ええ、エミットも。ジェスも。王子も。クラウディスも。ガラスの剣も。

　あなたがこうなることを望んでいたの？

　ええ、だって。

　だって？




　……私は、あなたなのですから。




　そうね。さあ、おはよう、視し姦かん魔ま人じん。




「うふ……」

　聖せい魔ま杯はいの鍵かぎである原色の紋もん章しようと同種の透とう明めい。神器の所以ゆえんたる刃が……エーテル結けつ晶しようが、ない。

「うふ、うふふっ……くすくすくすっ……」

　俯うつむいたまま不気味な笑い声を立て、おかしさに震ふるえる預言者の胸に……あったはずの傷きず跡あとも、衣い装しようのほころびさえもない。ただならぬ気配に、神剣に泥どろを付けぬよう預言者の身体からだを支えていた聖せい騎き士したちが手を離はなし、後退る。

「くす、くすすすすっ……うふ、あはは！　あはっ、あははっ！　あっはっはっはっはっ！　うふっ、あっははははははははははははははははははははははは!!」

　雲間の晴れた西の空に、不気味なほど赤い夕日を背負い、この上なく場に不ふ釣つり合いで、耳みみ障ざわりなほどけたたましい哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。
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　地に両りよう膝ひざをつき、うずくまり、一方の手で腹を抱かかえたまま、もう一方の手で何度も何度も地面を叩たたく。叩く。叩く。

「ひーっ！　ひーっ、ひーっ！　あっは、あははっ、くすうふあははははははははははっ……!!　あは、あはは、おかっ……おかしっ……死……笑い死っ……くすふふははははははっ……!!」

　誰だれも意味がわからなかった。何が起きたのか。

　ただ、二人を除いては。

「……マジ……か……だから……言わんこっちゃ………」

「ええ。サイアクですね」

「ショーペン……ハウアーか…………どこに隠……、やがった……」

「この私が無様に縄なわを打たれるなんて真ま似ね、したくありませんでしたから」

　そう。初代聖魔王と共にかつての焦しよう点てんにいた、笑い転げるような女に半ば呆あきれるただ二人を除いては。

「はあっ、はあっ、はあっ……し、死ぬっ……死ぬかと思った……そ、そりゃ笑うわ……、あのものぐさなミーコでさえ声を出して笑うはずね……ぷっ……く、くすっ……、私っ、この私がよ……？　いやーんだめーんそれだけはいけませんー……とか。あ、あは、あはははははははははははははははははははははははははははははははははははっ!!」

　目が閉じているので、誰に向かって言っているのかわからない。それともまさか独り言なのか。わからないが、その自分自身の物真似がまたよほど面おも白しろかったのか、再び笑い始めてしまう。

「ははっ、はあっ、はあっ……だめよ……このままだと、本当に、笑い死んでしまうわ……」

　笑いすぎてまだ全身に力が入らないように、フラフラと立ち上がる。立ち上がり、首から提さげたベルがカラコロと鳴り、気付いたようにそちらへ手を振ふる。

「あ……、ごっめーん、クーガー！　とんでもなく恐おそろしいものって私のことだったわ！　道理で視みえないはずよねぇ!?　自分で自分が恐ろしいとか、もう、私……最高ねっ!!　ねえ聞いてるクーガー!?　あは、あっはははははははははっ!!」

「……る……せえ……、死ねば……ったんだ……」

「ええ。死ねばいいのに」

　クーガーとショーペンハウアーがそれぞれ呟つぶやくが、預言者は自分の笑い声で聞こえていないようだった。

「はあ、はあ……ふぅ……くすっ。さすがにもう大だい丈じよう夫ぶね。かなりテンション高いけど。はあ、やばいほどにＭＡＸテンション……」

　そしてゆっくりと、荒あらい息を落ち着けていく。

「……エミットは本当にいい勇者を導いてくれたわ。ねえ、ジェス？　エミットは本当にいい娘こだったわね」

「っ……」

　誰も彼もが啞あ然ぜんとする中でジェスだけは、預言者を見向きもしなかった。豹ひよう変へんした預言者に呆ぼう然ぜんとするクラウディスを睨にらみ付けるだけだった。わずかでも聖騎士の押さえる力が弱まったなら、その瞬しゆん間かんにでも飛びかかる目をしていた。

「ええ、そうね。あなたにとって私なんてどうでもいいわね。目の前のその男が死ぬ以外、何もかもどうでもいいわね」

「っ……、な、なにをぼけっと突つっ立っている！　取り押さえろ！　この魔ま女じよを殺すのだ！」

　瞬間。

　先ほどまで彼女を捕とらえていた二人の聖せい騎き士し。預言者へ剣けんを抜ぬこうとした二人が、ぴたりと動くのを止めた。

「何をしている！　なぜ動かん!?」

　二人の眼前に、小さなボールが浮ういていた。房ふさのようなしっぽを生やした、ぬめるような光こう沢たくを持つ白っぽいボール。

　よく見ればそのボールは、房の部分から細かい模様が入っていた。悪あく趣しゆ味みな毛細血管。聖騎士の目を目ま庇びさしから覗のぞき込んでいるのは、瞳どう孔こう。房はただの視神経。

　外周からさらに別の聖騎士が駆かけ付けるが、駆け付けた端はしからまた同じように新たな目玉が現れ、彼らの目を覗き込む。

「ひっ!?　い、ああああああああああああああああああああああああっ!!」

「やめろ!!　やめろっ!!　やめろおおおおおおおおおおおっ!!」

「わああああああああああああああああっ!!　わあああああああああああああああああああっ!!　わあああああああああああああああああああああっ!!」

　異様な光景だった。目玉に覗かれた何人もが、身動きを止めると棒立ちのまま突とつ如じよ凄すさまじい奇き声せいと悲鳴を上げ始める。

「ふふっ、うふふっ！　くすくすっ……！」

　預言者だけが、あどけない少女のように笑い声を上げている。

　それだけ見れば充じゆう分ぶんだった。誰だれも彼も理解する。

　あの目玉に覗かれた者は、思考が、心が、ただではなくなると。

「潰つぶせ!!　気味の悪い目玉など!!　貴様らには神が付いていることを忘れたか!!」

「ええ、いいわよ。いくら潰しても。まだたくさんあるから。ほら？」

　笑いながら、預言者が上を指差す。

「な……、なっ……、な……」

　雨が止やんだのではなかった。

　あまりの光景に、精強な聖騎士たちでさえ剣を振るより先にそれを取り落とした。跪ひざまずき、腰こしを抜かし、ある者は祈いのり、ある者は悲鳴を上げて逃にげようとして、眼前に現れたそれに覗き込まれ、もっとひどい絶ぜつ叫きようを上げた。

　雨の注ぐ隙すきもないほどの、眼球。

　一面の空の此方こなたより彼方かなたまでを埋うめ尽つくす眼球。白い目玉、黄ばんだ目玉、血ち塗まみれの目玉、萎しぼんだ目玉、乾かわいた目玉、潰れた目玉、人の頭ほどもある目玉、人の身体からだが入りそうなほど巨きよ大だいな目玉。どれもこれもが虚うつろで、恨うらみがましそうな目をして、そうしたありとあらゆる億千万の目玉が、頭上からその場を睥へい睨げいしていた。

「さあ……私はだぁれ？」

「っ……」

　声に視線を向けたとき、さらに絶句することとなった。

　預言者が、その顔にある二つの目ま蓋ぶたを開けていた。

　上空のそれら全すべてに睨にらまれるよりも恐ろしい色をした、深しん紅く。白い髪かみ、白い衣い装しよう、白い素す肌はだの中に、鮮あざやかすぎる紅二点が笑いながらクラウディスを見み詰つめていた。

「ま……、ま、待て……貴様は一体、貴様はッ……」

「私は……」

　預言者が片手を掲かかげ、そのまま振り払はらうように横に薙なぐ。




　ばんっ!!




　勢いよく帆ほの張るように大気を叩たたく音。

　預言者の背中から、一枚の大たい翼よくが広がる。同時に、美しく輝かがやく純白の羽がひらひらと、粉雪のように舞まい降りてくる。

「私は神。摩ま利り支し天てん」

「ッ……、っ！　馬ば鹿かな、馬鹿を言え、神などというものが、この世に現実に存在するはずがない……！　よく見ろ！　片かた翼よくだ！　だっ、堕だ天てん使しだ！　悪魔、悪魔ではないか！　悪魔めっ!!」

　古きカミの名を知る者は、この中にはいなかった。

　そして信じぬ者は信じなかった。

　だが敬けい虔けん深い者には、白すぎる預言者の美しい立ち姿が、凜りん然ぜんとした声が、ただ一枚とはいえその翼が、あまりに荘そう厳ごんで、眩まばゆすぎた。

　そして上空の異変に畏おそれを感じていた。数多あまたの目玉から怒いかりを感じた。だから無事な者は膝ひざをつき、両手を合わせ祈る姿を取った。マヒロや、パリエルや、ジェスを押さえていた者たちでさえ、役目を忘れ、震ふるえ、天に祈った。彼女が神なら彼女に救いを。彼女がもっと恐おそろしい何かであるなら、彼女ではない何かに救いを求めた。

「ふふ。うふふ。くっすくす。そうね。厳密にあなたたちの言う神ではないけれど……あなたたち人の子からすれば、似たようなもの」

　何のことはない。頭上の眼球はその距きよ離りからでも彼らを視み抜ぬいた。そう、無数の目玉などなくとも、彼女は全てを屈くつ服ぷくせしめた。そんなものは、彼女にとってのただの演出。彼女が用意した舞ぶ台たい装置。そして彼女がこの舞台上の、エキストラの全てを黙だまらせた。

　預言者は落ちていた愛用の白はく杖じようを取り上げ、雨あめ露つゆの汚よごれを手の平でしごき取る。

「ええ。私は悪魔。私は魔女。私はバケモノ。インフィニティ・シリーズ。億千万の眷けん属ぞくの一人。魔人の最高位にして……今で言うなら、〝魔神〟なんてどうかしら」

「ば、ばっ……馬鹿を、馬鹿を言え、貴様っ……億千万だと、魔人の最高位だと……、まさか、聖魔王の側近だとでもいうのか!?」

　狼狽うろたえるクラウディスの横に、ゆらりと影かげが起き上がる。

　戒いましめから解き放たれたジェスだった。これだけの状じよう況きようで、まだなおクラウディスの命を狙ねらっていた。

「……待ちなさい、ジェス。あなた、もうその腕うでも利きかないでしょう」

「関係ねえ……、喉のど首くびを食い千切ればいい話だろうがっ……！」

「ひっ……」

　伝説や威い容ようだけでは屈くつしなかった不信心者はしかし、目の前の現実として諦あきらめを知らぬ少年の執しゆう念ねんに後あと退ずさり、足をもつれさせて尻しり餅もちをつく。そして文字通り食ってかかろうとしたジェスは、腕からの激しい出血と、内臓の負傷に膝をつく。

「くそが……、そこを動くんじゃねえ……！　くそっ……！　畜ちく生しようっ……！」

「いいのよ。大だい丈じよう夫ぶ。さっき、あなたがクラウディスをくびり殺せなかったのは神様の思おぼし召めし」

「っ……」

　ジェスは荒あらく息をするだけで答えない。

「そうでしょう。ただ殺すだけじゃ生なま温ぬるい。そうでしょう。ねえ、そうでしょう。だってあなたが私を呼んだのだから。勇者ジェス。慈じ悲ひも救いも与あたえてくれない、そんな神に奇き蹟せきを願ったんでしょう」

　なお這はいずろうとするジェスの前を、預言者は微笑ほほえみながら横切った。微笑みながら、クラウディスを見下ろした。

「よくやったわねクラウディス。あなたはいい悪役だったわ。でもね、行き過ぎると興きよう醒ざめなのよ」

「っ……!?」

　目玉がクラウディスの眼前に現れ、覗のぞき込む。跳とび上がらんばかりの勢いで、クラウディスはその場に立ち上がった。

「な……なんだ、何をした、体がっ……私の体が言うことをっ……！」

「ひとつ間ま違ちがいを教えてあげるわ。神でも悪魔でもバケモノでもなんでもいいけど……私が巣す喰くっていたというのは間違い。なぜならこの神しん殿でんを造ったのはこの私。マリア教を教えたのは、この私。よくやったわねクラウディス。我が物顔でよくやってくれたわ。よくもこの私の箱庭をこんなにめちゃくちゃにしてくれたわね……!?」

　預言者の声と同時に、クラウディスがただならぬ悲鳴を上げた。赤い瞳ひとみで凄せい惨さんな笑えみを浮うかべた彼女が、白杖の先せん端たんでクラウディスの右目を突つき、えぐり取ったのだ。

　そして杖つえの先に載のった彼の目玉は、誰だれが手を触ふれもしないうちに、杖から抜ぬけて、ふわふわと浮かび上がり、空にある億千万の瞳の仲間入りを果たす。

「あ、ああっ……！　目、目がっ、私のっ……！」

「でも痛くないでしょう？　そうよ、私が覗いて意識を操あやつってあげているから痛くないの」

　ビュンッ、と白杖が風を切る。

　右腕の付け根より先が、ぼとりと落ちる。

「あっ！　ああっ！　ああああああああっ……!?」

「ざまあ！　クラウディスざまあ!!　くすすすすっ！　ねえ、どんな気持ち？　身動きのできないのをいいことに、好き勝手壊こわされじわじわと命を奪うばわれていくのはどんな気持ち……!?」

　さらに白杖を振ふるう。クラウディスがマヒロを打ったように、しかしさらに鋭するどく、皮を切り裂さき肉をたち、見る見る血が溢あふれ出す。

「や……、やめろっ……、貴様……新たな国……、神であるこの私に……」

「ええ、そう来なくっちゃ。あなたみたいな爺じいさんに泣き叫さけばれても面おも白しろくないもの。だから痛みを消してあげているのよ」

　ぶすりと、今度は腹を突き刺さす。一発目にエミットを穿うがったのと同じ箇か所しよを。

「くっ……、うう、あ……わ、私が何をしたっ……今まで多くの国や、王が……してきたことと何が違うというのだ……なぜ私だけがこんなっ……！」

「ここは国じゃなくて、私の庭だったというだけの話」

　ぶすりと、二回目も。クラウディスが二発目にエミットを撃うったのと同じ場所。

「や、やめろ……やめてくれっ……こんなことして、何になる……なんの意味がっ……」

「私が楽しいわ」

　三回目。やはりエミットのときと同じ場所。

「がはっ、はあ、はあ……やめ……、誰か……、誰かこのバケモノに正義の鉄てつ槌ついを下す勇者はおらんのか！　誰かっ……!!」

　そのとき藁わらをも摑つかむ思いで首を巡めぐらすクラウディスが見付けたのは、異い端たん審しん問もん官かんの姿だった。

「アズレセウスッ!!　貴様、神である私を見殺しにする気か……!!　殺せ!!　この女を殺せ!!　殺すのだっ……!!　これは神の勅ちよく命めいだぞっ……!!」

　片かた膝ひざをつき頭こうべを垂れたまま、アズレセウスが目を見開く。

「し……、審問官っ……！」

　同じように膝をついたままだったベルゼリアが声を上げるが、アズレセウスは立ち上がった。そして相対する預言者と、クラウディスの間近にて剣けんを構えた。

「お、おおっ……、そうだ、お前こそ神の勇者だ……！　さあ、殺せ！　この私を救い出せ……！」

「剣よ」

　喚わめくクラウディスとは対照的に、預言者は静かに告げた。

「剣よ。確かに私は神とは違います。ですが、それならば……、この男はだぁれ？」

「耳を貸すな!!　早く、早く斬きれっ!!　戯ざれ言ごとを真に受けるな!!　悪あく魔まの囁ささやきなど……!!」

　預言者はアズレセウスを向いたまま、ビュン、と横へ杖つえを一ひと振ふり。クラウディスの口が真横に裂さけ、外れたようにだらんと下した顎あごがぶら下がる。

「ベルゼリアが馬車の中であなたに問いたかったこと。あなたの師が命いのち懸がけで伝えようとしたこと。エミットが最さい期ごに勇者に伝えたかったこと」

「っ……」

「私は神ではありません。ではこの男は、なぁに？　見ていたわね？　見ていたはずよね？　見ていたわ。剣であってもできないような残ざん酷こくな真ま似ねを、平然とやってのけたこの男はなぁに!?」

「ッ……、うう、おっ……！」

　自身の正義。目の前の現実。

　葛かつ藤とうの狭はざ間まに剣が揺ゆれる。

「そう、あなたの信じる神には慈悲があったはずね!?　ではこの男にあったのは、なぁに……!?」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ……!!」

「がああ、あ、ああああああああああああああああああああああああああっ……!!」

　剣の咆ほう吼こうと、教皇の悲鳴が錯さく綜そうする。

　長剣の輝かがやきは一いつ瞬しゆんだった。一瞬にして軌き道どうを描えがき、ガンッ、と石いし畳だたみの地面を穿つ。

　だが。

「……っ……」

　刃やいばは、神を名乗った男の鼻先をかすめただけだった。ぺちゃりと。真っ二つになった眼球だけが汚よごれた地面に落ち、溶とけて、消えた。

　異様な眼光から解かれた瞬間……クラウディスは、激痛のショックと、アズレセウスの鬼おにのような形相。自らが殺される恐きよう怖ふにて、気絶した。どっと、水みず溜たまりに倒たおれ伏ふした。

　大きく息をつき、アズレセウスは預言者へ言った。

「……確かに、彼は神ではなかったかも知れません。ですが……神の命でなくば、〝人〟は切れません……」

　預言者は、満足げに微笑ほほえんでいた。

「素す晴ばらしい」

　そのときには、彼女はもう目を伏せていた。

「ええ、そうよ。誰もその男を斬れなんて言っていないわ。あなたは本当に素晴らしいわね。剣よ」

　億千万の眼めが覆おおい尽つくしていた空は雲間が晴れ、雨は上がろうとしていた。

　　　　[image: ]

　預言者の声によって、マヒロとパリエルの縄なわは解かれた。パリエルはマヒロに肩かたを貸し、マヒロは撃うたれた足を引きずり、起き上がることもできないジェスに歩み寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか、ジェス……！」

「ジェス君……！」

「……ああ、……っ、腕うでが……いかれちまったがな……」

　そこへわざとらしく、預言者が声をかけた。

「さあ、どうしましょうか。クラウディスはもう動けないわ。そしてアズレセウスは止とどめを刺ささなかったわ。さあ、これからどうしようかしらこの男」

「っ……」

　これ見よがしな預言者の煽あおりに、ジェスが無言で視線を巡らせる。そして捕つかまったときに打ち捨てられた鞘さやから、ナイフを取り出す。握にぎる力はなかったが、持つだけならば充じゆう分ぶんだった。

　ジェスはナイフの柄つかを口に咥くわえ、嚙かみ締しめた。

「ジェス君っ……!?」

　膝ひざ立ちのまま進もうとする彼の身体からだを、パリエルが押し止める。

「もう、もういいじゃない！　もう……！」

「っふ！　くすくすっ！　うっふふふふふふふっ！」

　笑ったのは預言者だった。

「もう充分報むくいは受けたんだからいいじゃない♪　そんなことをしても教会の誰だれも喜んだりしないじゃない♪　死んでしまったエミットは帰って来ないじゃないっ♪　……くす、くすくすくすくすすっ！」

「何がおかしいっ……!!」

　パリエルの声に、預言者は答えた。

「だって、教会の誰も死んでないもの」

「えっ……？」

「教会そのものは壊こわれちゃったけど、間かん一いつ髪ぱつのところでランデルディーが助けてくれたもの」

　驚おどろくマヒロとパリエルに、アズレセウスが言った。

「……事実だ。蒼あおき鎧よろいをまとった勇者……ランデルディーと、名乗っていた……」

「ほら。それにね。エミットもまだ生き返らせることができるもの……って言ったら、どうする？」

　これには、アズレセウスも目を見開き、ジェスもナイフを口から落とした。

「ほ……、本当……なのか……？」

「信じる？　ねえねえ、信じるの？　言ったでしょう？　ここは私の庭。でも迷っているの。放ほうっといて、このまま自然に癒いえていくのを待つか、それとも……聖戦をなかったことにして、今すぐに何もかも元通りに直してしまうか」

　マヒロは聞いた。希望の一方で、彼女の微び笑しように何か怖おぞ気けのようなものを感じながら。

「……どういう、ことですか……？」

「だから、言ったとおりの意味よ。この聖戦で死んだ全員を生き返らせて……都合よく全員の記き憶おくを操作する」

「そ……、そんなこと……」

「できるわよ。眠ねむる前はそうやって協会を動かしていたんですもの。さすがに生き返らせるっていうのはここが私の庭で、エーテル結けつ晶しようのチカラを使えるって限定条件付きの、今回限りの話だけど」

「待ちなさいマリーチ」

　ショーペンハウアーに、しっしと手を振ふる。

「嫌いやよ。そうして見てるだけのあなたにどうこう言う権利はないわ」

「しかし影えい響きようが大き過ぎます……！」

「じゃあマリアクレセルに伝えて来て。あの娘こもわりとこういうの大好きだから」

「……」

　否定的な表情だったが、預言者が聞く耳を持たぬと知ると、ショーペンハウアーはそれ以上口を挟はさまなかった。

「……そういうわけだから。私としては、直しても放っといてもいいの。今までの庭も良かったし……時間はかかるでしょうけど、新しい箱庭にはまた別な趣おもむきが生まれるかも知れないわ。うふふ、どっちがいいかしら？　ねえ？　どう思う？」

　誰へでもなく、彼女はジェスを見ていた。

「……信じる？　そんな奇き跡せきが本当に起こるって、信じる？」

「何か、条件があるってことか……」

　聞いたジェスの目の前にしゃがみ、彼女は言った。




「目をちょうだい──？」




　吐と息いきのかかるほどの近さで、再び赤い瞳ひとみを開き、素す敵てきな宝石でも見み詰つめるようにらんらんと輝かがやかせて、ジェスの左目を覗のぞき込む。

「辛つらいことばかり、苦しいことばかり、悲しいことばかり見てきたあなたの目をちょうだい？　見たでしょ？　私、コレクションしているの」

「や……やめ、ねえかっ……マリーチ……！」

　ほら、あれを見て？　と呻うめくクーガーを指差し預言者が笑う。

「クーガーもそうだったのよ。子供の頃ころに自分で片かた眼めを抉えぐったの。そして残るもう一個を、彼のお願いと引き替かえに私が抉ったの。だからずーっと両目がないの。ねえ、ジェス？　あなたはどう？　ねえねえ、どうする？」

　必死に身体からだを起こしたクーガーが声を絞しぼり出した。

「やめろっ、ジェス……聞くんじゃねえ……！　そいつはっ……冗じよう談だんなんか言うような女じゃねえ……！　俺みてえになりてえのか……！　一度言うことを聞いちまったら、あとはその女の言いなりっ……っく……！」

「そうよねえ？　本当は私が今言ったことなんか噓うそっぱちで、誰も蘇よみがえらないかも知れないわねえ？　あなたは馬ば鹿かみたいにただ目が見えなくなって、それでおしまいかも知れないわねえ？　あはは、馬っ鹿みたい!!　そんなの嫌よねえ？　ねえ？　ねえねえ？　どうする、ジェス？」

「……ああ。やってくれ」

　呟つぶやくように言うと同時、預言者は殴なぐるような勢いでジェスの顔の左半分を摑つかんだ。嬉き々きとして笑いながら万力のような握あく力りよくで、顔面の半分を捕つかまえた。

「ほら、こうなるわ。こうなるのよ？　見える？　見えないでしょ？　これからは寝ねても覚めても真っ暗よ？　この真まっ暗くら闇やみの中で嫌なことや辛いことや悲しいことばかり思い出して生きていくのよ？　それでもいい？　いいの？」

　これ見よがしに恐きよう怖ふと不安を煽あおり立て、手の平に力を込こめていく。一つきりの目を塞ふさがれた今のジェスには、預言者がどれほど嬉うれしそうに、残ざん虐ぎやくな顔で笑っているかすら見えてはいない。

「こんなにボロボロじゃ、もうその左ひだり腕うでも使えないわね？　両目を失くして、両腕まで失くして、さあこれからどうやって生きていくのかしら？　ねえどうする？　ねえねえどうするの？　ふふっ、うふ、くすくす……！」

「捜さがすさ……」

　からかうように預言者は聞き返す

「何を捜すの？　医者？　治ち癒ゆ術師？　でも真っ暗よ。真っ暗。失くした目を再生してくれるような、そんな都合のいい……」

「……俺を魔王の前まで連れてってくれる奴やつでも捜すさ……、そうして、喉のど笛ぶえがどこにあるか知らせてくれる奴を……捜すさ……」

　ジェスが笑った。

　一方で、預言者の表情からは、さも興きよう醒ざめしたように笑えみが失うせた。

「……本当にそんな都合のいい仲間が見付かると思っているの？　両目も両腕もない人間が魔王を倒たおす？　そんな戯ざれ言ごとに付き合ってくれるような人間が、本当にいると思っているの？」

　そして捕まえた預言者の手の隙すき間まから、透とう明めいな雫しずくがこぼれた。それでもジェスの口元は、震ふるえてはいたが笑っていた。

「そうだな……、そんなザマじゃな……。だが、……けどな、こんな俺にだって話しかけてくれた、エミットみてえな奴だっていたんだ……。マヒロや、パリエルや、シーナや……理解してくれた仲間がいたじゃねえか……。捜せば、他ほかにも誰だれかいるかも知れねえじゃねえか……やってみなきゃ、わからねえじゃねえかっ……！」

　預言者の手の隙間から、際限なく熱い雫がこぼれ落ちてくる。

「っ……、どんなに辛くても、俺は恨うらまねえぞ……。奇跡を起こしてくれるんなら、感謝する……俺を今まで生かしといてくれた神様を、俺は……裏切らねえ……！　生きてる限り、絶対に、諦あきらめねえッ……!!」

　そして預言者は、聖母のように優やさしく微笑ほほえんだ。

「その言葉が聞きたかった」

「ッ……!!」

　押さえられた眼がん窩かから、ひどい音がした。クラウディスの目から、眼球を引き抜ぬいたときと同じ音だった。一いつ瞬しゆん、声にならない声を上げ、ジェスは全身を強こわ張ばらせる。

　そして、歯を食いしばり、悲鳴を飲み込む。

　その姿にパリエルは顔を背そむけ、マヒロは……一部始終をじっと見守った。

　瞳から溢あふれていた透明な雫に、朱しゆが交わり、そして鮮せん血けつに変わった。

　その血を拭ぬぐうように、ゆっくりと……ゆっくりと、預言者が手を離はなしていく。

「替わりに、〝目〟をあげるわ」

「っ……、……？」

　今しがた確かに目玉を抜かれたはずの顔を手で覆おおい、そして何かに気付いたようにジェスが自分の手を見下ろす。

　見下ろす。

　自分の手が、見えたのだ。

「……ジェス……？」

「ジェス君……その目っ……」

　驚おどろくような、マヒロとパリエルの二人の仲間の顔も、今までのようにはっきりと見えた。ただ違ちがうのは、ジェス自身には気付けるはずもない、その瞳ひとみの色だった。

「あら、なかなかよくお似合いじゃない。私とお揃そろいね」

　彼女と同じ白はく髪はつ。そこに、彼女と同じ、赤い瞳が……入れ替わるように、今のジェスの眼窩には収まっていた。訳のわからぬ顔でジェスは聞く。

「目……？　俺の目じゃ……ねえのか？」

「ええ。それは私の目。さっき見せたコレクションとは違うわ。私がまだこの地上に堕おちる前、天界にいた頃から持っていた私の目。正しよう真しん正しよう銘めい、本物の……〝未来視の魔ま眼がん〟よ」

「っ……未来視……？」

「と言っても、人間の頭でフル稼か働どうさせたら脳みそが炸さく裂れつしちゃうでしょうけど……そうね。とりあえず一秒先までは視み通とおせるかしら。最初はそれが限界。徐じよ々じよに慣れていけばわからないけど、数秒くらいならミクロから来るハイゼンベルグの剣けんも届かないわ」

　言われたところで、ジェスはやはりよく分からないような顔をしていた。

「うまく使いなさい。格かく闘とう戦せんでの一秒のリーチは絶大よ。暇ひまなときにでも練習するといいわ」

　そう言いながら、預言者がまだジェスの顔に残っている血やら涙なみだやらを拭ふいたときだった。

「ん……、あら……？　あたし……」

　耳慣れた寝ねぼけたような声と共に、エミットが起き上がる。撃うたれた箇か所しよに血は残っていなかった。雨にこれほど綺き麗れいに流されるものではない。服が破けてもいなかった。本当に、何もなかったことになっていた。ジェスの腕も、マヒロの足も、全すべて。

　マヒロたちの喜びようなど、言うまでもないことだった。同じように全ての傷がなかったことになったクーガーが、そうしてはしゃぐ少年たちを横目にするように、ようやく立ち上がる。

「……やれやれ……、そういうオチか……」

「あら、いけないかしら？」

「ああ……、心配して損したぜ。いろいろとな」

　マリーチはクーガーへ向き直る。

「半人半魔の身でありながら、長らく番犬ご苦労様」

「なんだ、お役ご免めんにしてくれるのか」

「いいえ」

　預言者はクーガーの眉み間けんに、軽く指を当てた。

「……ほら、これでいいわ」

「……何をした……？」

　目の見えぬクーガーにはわからない。白髪だらけだったアッシュグレイが、全盛期だった頃ころのダークブラウンに。深かった皺しわは少し浅く。そして声にも……もともと酒焼けしていたが、少し張り。

「クーガーじいさんはないわ。私が好きだった役者は、クーガーおじさんなの」

「はっ……、結局また死に損ぞこなったか……」

「ええ。それがあなたとあの子の差。あるだけを生きようとするか……それを投げたかの差。あなたは生を恨み私に屈くつした。あの子は恨まず、生を信じた」

　包囲されたときと同じように誰も知らぬ間に気付かせぬまま姿を消し、今また同じように忽こつ然ぜんと現れたショーペンハウアーが言う。

「言ってきましたよ。満足ですか」

「ええ、大満足。私もエーテル結けつ晶しようの分をうまく使い切ったわ。ご苦労様」

「どういたしまして」

　しれっと言う預言者に対し、ぎすぎすとした雰ふん囲い気きでショーペンハウアーは言葉を返す。

「……ハッピーエンドとは、あなたも丸くなったものです」

「あの子はクーガーみたいに飼い殺すより、好きにさせた方がこの先面おも白しろそうでしょう。まずこれからのＬＩＶＥの楽しみが一つ」

　釘くぎを刺さすようにショーペンハウアーが言った。

「その番組に手を加える気はないのですね？」

「ないわよ。今回は、起きたらそこがステージ上だっただけの話。私は基本的にブラウン管の外の視し聴ちよう者しや。役者にファンレターで意見を言うことはあるかも知れないけど……自分でスタジオに入ることはもうないわ」

「本当ですね？」

「たぶん」

　念押しに、預言者はくすくすと笑う。

　摑つかみ所のない口調に、ショーペンハウアーは溜ため息いきを一つ。

「でもあなただって今回はこれで良かったと思ってるんでしょう、ショーペンハウアー」

「さあ。私はただの監かん視し者しやですから」

「自分でハッピーエンドって言ったくせに」

「～～っ……」

　そしてもう一人、ようやく起き上がる人物がいた。側近たちに囲まれて、腹の傷はエミットと同様になくし、しっかりと両りよう腕うでのあるクラウディスが。ただし、預言者の抉えぐった目だけは……今はもうコレクションの中。隻せき眼がんだけはそのままだった。

「ああ、猊げい下か……！」

「クラウディス猊下、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「突とつ如じよお倒たおれになられたのです、お加減は……!?」

　側近たちは怯おびえや恐おそれからでなく、心から現教皇の容態を案じていた。そしてクラウディスは……真っ青な顔で言った。

「……何か……、悪い夢を見ていた気がします……とてつもなく恐ろしい夢を……。この教団領が、戦火に包まれる……そんな夢です……」

「大丈夫です、猊下。魔物の波はすでに引きました。各地で聖せい騎き士し団だんが奮戦し、多くの勇者殿どのらが尽じん力りよくしてくださいました……」

　何事かと、マヒロたちは預言者へと視線を向ける。そういうことだと、預言者は小さく頷うなずく。今回の主役であった者たちだけには、真実を残しておいた。

「本当にあった脚きやく本ほんを知るのはあなたたちだけ。いえ……ひょっとしたら悪い夢を見ていたのは、あなたたちの方かも知れないわね」

　マヒロたちが教団領を訪おとずれたときに起きたのは、確かに聖戦だった。相当規模の魔ま物ものが教団領内に押し寄せたことによる決議発動であった。途と中ちゆう、マヒロたちの逗とう留りゆうしたルオールの町は魔物によって焼かれた。マザーと子供たちを救ったのは、アズレセウスたちとランデルディーだった。途中、シーナの言葉により町の人々を助けようとして、魔物に包囲された。シーナが仲間の勇者たちと協力し、マヒロたちを先に行かせた。クラウディスはマヒロへ紋もん章しようを託たくすため、紋章の管理者としてこの旧大神殿で先に待っていた。今いる聖騎士は全すべて、クラウディスを魔物の波から護衛するためのもの。そして今、魔物の脅きよう威いは去り、晴れてマヒロへ紋章を渡わたそうとしたところで彼は突とつ如じよ倒たおれた。

　そういうことにしておきなさい、と……言葉ではなく、一いつ瞬しゆんのイメージとして、マヒロたちの意識に流れ込んでくる。

「……では、急進派や保守派に関しての、各国での扱あつかいは……」

　マヒロの質問に、預言者は簡単に答えた。

「魔物という共通敵を得ることで両派は戦いの中で理解を果たし、派は閥ばつは解消された……ということにしておきました。どうせ神しん殿でんは国ではなく、特とく殊しゆなコミュニティですから。対外的には……帝てい国こくの主張を後押しする一方で、武力行使については厳重な姿勢で臨む、といったところですね」

「っ……」

　少なからず、マヒロはショックを受けた。

「……便利ですね。そして……残ざん酷こくです」

「ええ。幾いくつもの悲劇も、だからこそ生まれたはずの美談も、真実とは姿形を変えたわね。それとも、何もかも死んでしまった方が良かったかしら？」

「……」

　側近らに付き添そわれる形で、クラウディスがやってくる。

「申し訳ありませんマヒロ殿でん下か。お待たせ致いたしました……。お約束の紋章です」

　そこにいるクラウディスは、マヒロの知るクラウディスではなかった。多くの国や王のしてきたことと何が違ちがうと、一人の人間として真実を述べた、あの誰だれよりも人間臭くさい教皇ではなかった。他ほかの多くの信徒と同じ、染まった聖職者でしかなかった。

「……ありがとうございます、猊下。必ずや平和のお役に立てる所存です」

　マヒロは恭うやうやしく、白い紋章を頂いた。

　クラウディスという男は死んだのだ。確実に。彼がここに辿たどり着くまで、野望のために費やしてきた多大な時間は、消去された。人生の大半は、何の意味もないことになった。今回、多くが蘇よみがえったというこの事件の中で……自分が猊下と呼んだあの男だけは、確実に死んだのだ。

　不思議な感傷がマヒロの裡うちに湧わき上がった。

　こんなのは、反則だ。

　自分は今回、このゲームに詰つんだ。どう見ても詰んでいた。クラウディスは、勝ったのだ。確実に勝利したのだ。完かん膚ぷ無なきまでに。捕とらえられてから、誰が傷付こうと、死のうと、必要以上を言わなかったのは、マヒロ自身がそれを認めていたからだった。

　ゲームであれば。勝者には、惜おしみない賞賛を与あたえるべきだ。事実、クラウディスはそれに値あたいするほど徹てつ底ていしていた。最後は残酷だったかも知れない。だが、そんなのは方法の問題だ。結果として全員が死ぬのなら、過程など瑣さ末まつな話ではないか。

　勝利したにもかかわらず、クラウディスは……彼は、誰に讃たたえられることもなく、死んだ。それだけが、マヒロの中で納なつ得とくできなかった。それだけが残酷だと思った。今までたくさんの人々と出会ってきた中で、最も自分に近い人間だった。

「……殿下……？　いかがなさいましたか……？」

「え……？　ああ、いえ」

　知らぬ間にこぼれていた涙なみだを、マヒロは拭ぬぐった。教会の子供たちが死んだときも、涙は出なかった。エミットが死んだときも、涙は出なかった。

　今だけ、涙がこぼれた。

「……猊下。失礼かとは思いますが、その右目はいかがされたのですか……？」

　質問に、パリエルとジェスが視線を向けてくる。クラウディスは、微笑ほほえみながらその場所に手を当てた。

「……私は若い頃ころ、中原の方に住んでおりました。しかし、戦いくさで焼け出され……その折に」

「そうでしたか。失礼しました」

　魔人の最高位。はっきりとどういう存在かはわからない。だが、その意識操作は徹底していた。まさに、神の手によるが如ごとくに。

「いいえ殿下、お気になさらず。不思議なものです。あのとき、あれほど天を恨うらみ、神を憎にくんでいた自分が、なぜいま、教皇などという地位を頂けたのか……」

（……）

　クラウディス自身が、残っていた。

　恨んだのだろう。

　ジェスが信じたのと同じくらい、彼は神を呪のろっただろう。

　もしかしたら彼が辿たどった道のりは、裕ゆう福ふくな商家に生まれながらも戦乱の世という不ふ遇ぐうの時代を与えられた運命、救いも慈じ悲ひも与えてはくれなかった神への復ふく讐しゆうへの道程だったのかも知れない。

「僕は、宗教については不勉強なのですが……きっと、憎んだからこそです」

「……殿下……？」

「父が申しておりました。恨み、憎しみは、最も効率の良い原動力だと。信じて動かなかったか、憎み前へ進んだか………」

　進まねば。

　人は、進まねば噓うそだ。進まねば、ただの人ではないのか。

「……申し訳ありません猊げい下か。重ね重ね失礼を申し上げました」

「いえ……、なぜでしょう」

　クラウディスは言葉通りに、安あん堵どした表情で微笑んでいた。

「殿下のお言葉に、不思議と肩かたの荷が下りた気が致します……。お会いしたばかりというのに、他人という気が致しません……」

「っ……」

　同類なのだ。救いようもない、同じ穴のリアリスト。

　ひょっとしたら彼自身、歯止めの利きかぬ自身に何かの負い目を感じていたのかも知れない。だがマヒロには毒の抜ぬけた今の彼の姿が、救いだとは思えなかった。

　リアリストとしてあった彼の記き憶おくが、肩の荷として残ざん滓しのように残っていたなら。そして同じリアリストとして、わずかでも通じ合えたことが彼の慰なぐさめになったなら。ただそれだけが救いのような気がした。

　別れ、彼の後ろ姿を見ながら思う。

　彼は進んだのだ。恨み、辛つらみ、憎しみを糧かてに、ありとあらゆる権けん謀ぼう術じゆつ数すう、手段を使って、今この地位にまで上り詰めたのだ。それだけは、間違いなく正しかったと……マヒロはそう思っていた。

　ならば魔王を目指すジェスと何が違ちがうのか。天への復讐を正義と信じたクラウディスと、剣けんを正義と信じたアズレセウスと、その正義にどれほどの差があるというのか。

　結局……預言者という超ちよう常じようの存在に、気に入られたか、否いなかでしかないではないか。

〝大正解ね〟

　預言者の声が脳のう裏りに聞こえた。

〝全くもってその通りよ。クラウディスはあれで上がりだったもの。ゴールしてしまったドラマをこれ以上見ていても、つまらないものね？　うふふ……〟

　薄うす々うす感じていた。

　だが脳裏に響ひびく声で、ようやく確信する。

　オオヤシマの祭さい壇だんで最後の最後に笑ったのは、この女の方だったのだと。

　決して暴力に頼たよらぬこと。素す直なおに負けを認め一いつ切さいの暴力に頼らずこのゲームを降りること。




　いかに無む惨ざんな敗北でも……？




　そう言ったときに嗤わらったのは、視みえぬ何かを恐おそれ、怯おびえる彼女ではなかった。いま目覚めた、本ほん性しようであるこの女の方だった。

〝そうよ。そう。一切の暴力に頼らない限り、私はあなたの敵にはならないわ。あなたも随ずい分ぶんと面おも白しろそうだから〟

　預言者は語る。

〝……ラヒルとヒルダから聞いているわね。そしてノーテスカでイスルギから紋もん章しようを奪うばい返し、祭壇のガードが反応したとき。少し感じたんじゃないかしら。紋章からのチカラの流れを〟

「……」

〝そう。紋章と同じ波長を持ち、かつミスマルカ王朝の血を引くあなたなら……あなた自身が、その紋章のチカラを引き出すことができるのよ。帝てい国こく領に紋章を探しに行くより、帝国と話し合いをするより、緩かん衝しよう地帯で一発ぶちかましてやる方がよほど簡単なことよね？〟

　そうして教えながらも、この女は望んでいる。

　無惨な敗北を。

　確実な勝利手段があるにもかかわらず、それが暴力であるなら許さないと。

　暴力に頼らない限り敵にはならない。つまりはそれをしたら。

〝あなたは敵。ラヒルが望んだ魔力プールとしての人形以下。ただの生態兵器ね？　ふっ！　ふふっ、うふふっ……くすくすくすくすっ……！　エルクレセルという一国のみならず、全すべての国を殺し尽つくす破は壊かい兵器!!〟

　……僕はそんな真ま似ねをしない。

〝ええ、あなたがしなくても私がするわ？　だぁってあなたの敵だもの？　あなたの嫌いやがることをみんなしてあげるわよ？　さっきのクラウディスがしたかったようにね？　あなたの見ている前で全人類を破は滅めつに導いてあげるわね！〟

　無む邪じや気きな少女のように彼女は笑う。

〝言ったわよねぇ？　とても恐ろしいものが目覚めようとしているって！　それは私自身のことだって!!　あなた以外の誰だれが何枚集めても、そう大したことにはならないって!!　集め始めなければ良かったのにね!?　私はエミットに言わせたはずね!?　できれば来て欲しくないって!!　でもあなたは来てしまったものね!?　そういう運命をあなたが選んだんだものね!?　ここで紋章を手に入れなければ良かったのにね!?　あんなにひどくクラウディスを騙だまさなければ、彼はあそこまで怒おこらなかったのにね!?　そして私が目覚めることもなかったのにね!?　そうして……あなた自身が素すのままの紋章を使えるなんて話、聞かずにすんだのにね……？〟

　使わない。

　それがいかに苛か酷こくで無惨な敗北であれ。

　自分は、一切の暴力を認めない。

　騙すだけと決めたのだから。

〝……ええ。知っているから紋章を渡わたしました。その風の紋章に映し出された翼つばさは、私の片かた翼よくのもう一方。その翼ある限り、私はあなたを阻そ害がいしないことを誓ちかいましょう。そして進みなさい、紋章を求める者よ。クラウディスが正しかったと思うなら、進みなさい。大義、感傷、道徳、倫りん理り、品格、体てい裁さい、そんなものは目標を達成する上での飾かざりと切り捨てた彼のように、進み続けなさい。それがどれほど苛酷で無惨な茨いばらの道であろうとも、私たちは認めます〟




　──あなたは誰よりも正しく、初代聖魔王の意志を継ついだのですから。




「っ……」

　それきり、声は聞こえなくなった。

　意識ははっきりしているが、夢でも見ていたような気分だった。

　マヒロは今回手にした紋章を見やる。

　この翼ある限り。

「……」

　初代聖魔王の意志。
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　日が沈しずみ、普ふ段だんは誰も住まぬ旧大神殿の門前町に、一晩の宿をもらった。当たり前のようだが、シーナも無事だった。Ａランクの勇者たちも無事だった。教団領の危機に駆かけ付けたというリーゼル、アンゼリカ、ランデルディー。皆みな無事だった。

　喜ぶべきを遠えん慮りよするような、悲しいことは何もなかった。魔物を打ち払はらい、力を合わせて成し遂とげたことについて、勇者たちは聖せい騎き士しらと共に、広場で盛大な宴うたげを開いていた。

「……じゃあ、君たちも」

「ああ」

　マヒロの声に、リーゼルが頷うなずく。

　そんな中で、リーゼルたちも聞いたのだそうだ。そういうことにしておきなさい、という声を。つまり真実が、奇き跡せきと交こう換かんされたという事実を、ＳＳランクの三人と、シーナと、彼女のために駆け付けた四人の仲間たちだけは知っているのだそうだ。

　よほど預言者に気に入られたか、それに値あたいする活かつ躍やくをしたのだろうことだけは、マヒロにもわかった。リーゼルが聞く。

「どうしたんだ。あんまり、嬉うれしそうじゃないな」

「……いや、さすがに疲つかれちゃってね」

　簡素ではあるが、立食パーティーの様相。向こうのテーブルで、パリエルも、エミットも。そしてあのジェスまでも、今日だけは笑え顔がおを見せていた。シーナとその仲間たちも輪になって、気き兼がねなく笑い合っていた。

「元気になるおまじない。ぎゅうぅ～っ☆」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　突とつ如じよ背後から骨の軋きしむような圧力を受け、マヒロは悲鳴を上げた。

「もう、相変わらず大おお袈げ裟さですねマヒロ君は」

　振ふり返る気力も残さず、マヒロは跪ひざまずく。

「鎧よろいっ……せめて鎧を脱ぬいでから……、折れます。砕くだけますよアンゼリカ様……」

「男の子なんだから、それくらいは平気です」

　だめだ、って言ってるのだ。

「ですけど……さすがによくお似合いですね」

　蒼あおい衣に鎧をまとったアンゼリカの姿。剣けんを振るう姿など、マヒロの知っているこの吞のん気きな性格からは想像も付かないのだが……やはり、サマになっていた。

　アンゼリカは苦笑い。

「ええ。もう、着ないつもりだったんですけど……聖戦の話を聞いたお母様が、どうしてもと」

「そうですか。ヒルデガルド女王にも何なに卒とぞよろしく。リーゼルも」

「ああ、マヒロ」

「はい」

　姉弟きようだいが屈くつ託たくのない笑顔で頷く。

　そのときだった。

「……また、会ったな」

「……君はっ!?」




　ドドドドドドドドドドドドドドドドドッ……。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……。




　蒼き鎧の勇者とマヒロの間に、ただならぬオーラが激しく渦うず巻まき火花を散らす。

「あら、二人ともお知り合いだったんですか」

　ああ、とランデルディーは答え。ええ、とマヒロは頷いた。

「ケンカはいけませんよ」

　テーブルの骨付き肉をもぐもぐ食べ始めたアンゼリカに、ランデルディーは言う。

「……そんな生易しいものではない」

「……そう。あれは生死を超こえ、ただ誇ほこりを懸かけた戦いだった」

　ガッ。

　と、どちらからともなくオーラの中心で握あく手しゆを交かわす。

「元気そうじゃないか、ランデルディー」

「無論。この私こそ、真の勇者……なのかも知れないのだから」

　あとはさして語らうこともない。

　ジェスまでが笑っている饗きよう宴えんの中で、ランデルディーだけは一分の隙すきもなく、にこりともしていなかった。

　それを見てリーゼルが言う。

「今回、姉上とこのランデルディーを見ていて思い知らされたよ。ＳＳランクなんて言っても、俺なんかはまだまだなんだな、ってさ」

　ランデルディーは首を横に振った。

「否いな。まだまだならば、先に伸のびる余地があるということだ」

　次いで、アンゼリカが頷うなずく。

「ええ。私もあなたが、あんなに立派に強くなっていたなんて知りませんでした。その調子でどんどん成長して、皆みなさんのお役に立ちなさい。リーゼル」

「はい。もちろんそのつもりです、姉上」

　そこに、すいーっとエミットがやってきた。

「あらアンゼリカ様。リーゼル王子に、勇者ランデルディーまで。ＳＳランクが勢せい揃ぞろいね」

　マヒロは言う。

「ああ、シスター。今日は比ひ較かく的まともそうですね」

「いつもまともよ、あたし。まあこれからは、そうパカパカとはお酒も飲めないでしょうけどね……」

　宴うたげが始まる前にエミットは言っていた。

　ここで導きはおしまいだと。役目は終わり、秘ひめた目的は無意味で。そして討つべき仇かたきもなくなったから。急進派と保守派がまとまるのなら、自分も穏おん健けん派の代表としてこの先は教団の結束に尽じん力りよくしたいからと。このまま教団領に留とどまり、もう紋もん章しようを集める旅には参加しないと。

「……ムードメーカーだったシスターがいなくなると、寂さびしくなります」

「あら、嬉しいこと言ってくれるじゃない王子様。でも大だい丈じよう夫ぶよ」

　エミットが微笑ほほえましそうに、賑にぎやかなパリエルたちの方を見み詰つめる。

「もう我が勇者だって、会ったばかりの頃ころみたいに暗くないもの。勇者シーナも、護衛さんも、もうみんなお互たがいのことを理解して、理解されて、みんなあんなに明るくできるんだもの。そしてあたしより元気な王子様がいるじゃない。この先の旅も、きっと楽しいわ。だから年寄りのお節せつ介かいは、これでおしまい」

「年寄りなんてとんでもない。素す敵てきなおねーさんでしたとも」

　そう言って二人で笑う。

「ジェスは……、何か言ってませんでしたか」

「我が勇者？　ああ。そうか。達者でな、って……」

　口まねをして、苦く笑しようする。

「それで充じゆう分ぶんよ。充分。あの目のことも聞いたわ。充分すぎるでしょ。ほんと、何なのかしら。どうしてあんなに真っ直すぐなのかしらね、我が勇者」

「そうですね。すごい勇者です。でもそれは……少なからずあなたが導いたからです、シスター」

「ええ。あれが我が勇者。あの子と一いつ緒しよに旅をできたことは、あたしが今まで生きてきた中で最高の自じ慢まん。でも……」

　エミットが振ふり返る。マヒロの性しよう分ぶんを知っているかのように、お決まりの文句はなかった。その性分に相応ふさわしいエールだった。

「……私の中では、王子様も同じくらいすごいんだから。元気でね。そして負けちゃだめよ。何もかもに」

　頭を撫なでるエミットに、マヒロは笑って頷いた。

「ええ。もちろんです、シスター。シスター・エミット。今まで、本当にありがとう」

　出会いから始まった一つの旅が今、ここで終わる。




　　　　◆




　しばし語らい、必要な分だけ食べたマヒロは、先に一人部屋に戻もどってきた。明かりを消した部屋で、まだまだ終わる気配のない、そんな表の賑やかさを聞きながら。ベッドに横になろうとして……気付く。枕まくらの下に、一通の封ふう書しよが差し入れられていた。

　取り上げるが差出人の名はない。差出人の名前はないが、封ふう蠟ろうの印に目を見張った。

　帝てい国こく皇家の家か紋もん。

　封を切り、便びん箋せんを取り出す。




『西の四軒けん目　一人で来られたし』




　広場の反対方向だ。

（……）

　信じたか信じなかったかと言えば。

　マヒロは信じた。

　ジェスのように最後まで神を信じはしなかったマヒロが、この手紙は一目で信じるに値あたいすると思った。罠わなと思う前に、表の誰だれかに見付からないよう思案し、その通りに家屋を裏口から抜ぬけ出す。昼の豪ごう雨うが噓うそのような、満天の星と月。ただの四軒先、数分とかからない。

「……呆あきれました。本当に来て頂けるとは」

　狭せまい路地から聞き覚えのある声がする。

　変装だろう。神官の衣い装しようを着た、ルディ＝シャンク・マタドーラー。

「お久しぶりです、王子。覚えてますでしょうかね？」

「久しぶり。ヴェロニカ以来だ」

　外交官であるこの男が呼び付けたということは、それなり本ほん腰ごしを入れた話なのだろう。ルディは以前と同じように、軽けい薄はくな砕くだけた笑えみを浮うかべた。

「何かの罠とは思わなかったんですか」

「いいよ別に。とりあえず来てやったんだ、お茶と女の子くらいは出してもらおうか。嫌いやなら帰る」

　ルディは現れた路地裏の方へと踵きびすを返した。

「左様で？　ではきっとお気に召めすでしょう」

「さ、ささ、サヤカちゃんか!?　サヤカちゃんが来ているのか!?　上に着ている白いのを脱ぬがせてくれたら王子様が白い紋もん章しようをプレゼントしよう。下に穿はいている赤いのでもいい」

　細い路地を歩きながら、ルディはいよいよ肩かたをすくめる。

「残念ながらハセベ将軍は現在、ライン要よう塞さいの方でして」

「なんだつまらん、では魔ま女じよっ娘この方か。まあ口は悪いがあれはあれでいい脚あしを……」

「キャスティア将軍も要塞の方でしてね。たぶん、初めてお会いするのでは？　ああ、こちらです」

　周囲にある建物と何の変へん哲てつもない、白い一軒。そのドアを開ける。

　二人いた。

　上から下までを黒に統一し、手てつ甲こうと鉢はち金がね、背に日本刀を背負った忍にん者じやと。

「どうもどうもー、お久しぶりですマヒロ王子！　みんな大好き葉多恵ちゃん、ですっ☆」

「ルディ、これは前に会っている」

　がっ、と、やおら葉多恵が胸むなぐらを摑つかんできた。

「久しぶりに会った年上への挨あい拶さつがそれかっ!?　しかもなぜ残念そうに言ったっ!!」

「うるさい黙だまれ会ってるものは会ってるではないかっ!!　大体余は女の子を出せと言ったのだ!!　二は十た歳ち以上なら『ですっ☆』とか歳とし考えろ歳ッ!!」

「しゃーっ!!」

「がーっ!!」

「いや……お二人とも、もう少し静せい粛しゆくに」

　ルディが二人の間を引き離はなす。

　貴たか月つきの方は以前のように腕うで組ぐみをしたまま、無言。マヒロは視線だけで彼に挨拶をし、葉多恵に聞いた。

「……しかし……ということは、本当に帝てい国こくに」

「はい。随ずい分ぶんとお高く召し抱かかえて頂きまして、帝都の新聞にも葉は多た枝えの郷さとの広告を打ってもらったりしてですね、ほくほくですよー。ほくほく」

「そうですか。お元気そうで何よりです」

「いえいえ、王子様もあのときと変わらずお元気そうで、嬉うれしい限りです」

　一つ握あく手しゆを交かわして、マヒロはルディへ振ふり返った。

「まあ大体わかったよ。この二人が本気になったら、今から仲間を呼んだところでどうなるわけでもない」

　他ほかでもないこの貴月が、ルナス以下天魔将までそろい踏ぶみしたあの場から、自分と葉多恵を脱だつ出しゆつせしめたのだ。

　気配もない置き手紙。かつて面識があり、さほど警けい戒かい感もなく話に臨のぞめ、またお手上げするしかないほどその強さも知っている相手。強さを見せるという手間を省いて、端はなから諦あきらめさせることができる。

「要求は？　紋章かい？」

「ああ、いえいえ王子様」

　葉多恵が軽く手を振った。

「こちらのルディさんは王子様をご案内する役目。私と貴月は、お護まもりする役目」

「そういうことです。ご紹しよう介かいしたい方は、あちらに」

「はっはっは、焦じらすとはやるなルディ＝シャンク。余は君ができる奴やつだと信じていたともさ……上を脱がせていいのか？　下は？　だめだったら余が脱ぐが。上も下も」

「まあ、できるものならご自由にどうぞ」

　軽く笑ってルディが先に隣りん室しつに入った。

　途と端たん、軽薄そうだったルディの雰ふん囲い気きが一変する。背筋を伸のばし、踵かかとを打つ。

「お連れ致いたしました。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト殿でん下かです」

「……ご苦労様」

　その部屋にも二人いた。

　蠟ろう燭そくの明かり一本無い、差し込む満月の光だけが充じゆう分ぶんに明るい中。一人はすらりとした長身、丁てい寧ねいに編み上げた銀ぎん髪ぱつ。控ひかえるだけで場の雰囲気を引き立てる、一目でそうと感じさせる品格を持った最上級の侍じ女じよ。

　それを従えるようにテーブルに着き、椅い子すに掛かけているもう一人は、巡じゆん礼れい者しやの白いローブに、白いフードを被かぶっていた。

　そしてフードからは、月光に輝かがやくプラチナブロンドがこぼれて見えた。

「は……、ははっ……」

　さすがに、マヒロは笑った。

　月下に獅し子しの皇室の紋もん、たかが外交官が使えようはずもない。せいぜいが、あのときわずかでも戦いくさを忌き避ひしたユリカかとも思っていた。だからここまでの大物が現れるとは思っていなかった。

　フードを脱いだ彼女が、その美び貌ぼうをして微笑ほほえみかける。

　帝国軍令本部長。帝国一いち番ばん姫き、白しろ薔ば薇ら姫ひめ。

　ユリカもルナスも、地位は高いが一いつ介かいの将である。だが彼女は違ちがう。長姉である彼女は、軍令本部長。軍の全すべての動向を統とう括かつする立場にある人物。

「初めまして、マヒロ王子。シャルロッテ・アルセイン・マジスティアです」

　　　　[image: ]

「……初めまして。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトです。以後、よろしくお見知りおきを」

「はい、こちらこそ」




　さあ、ここからだ──。




　シャルロッテは噂うわさの蛇へびとの対面に、マヒロは帝国全軍を掌しよう握あくする美び姫きとの対面に。二人は表に平静を装よそおったまま、はしゃぐような胸の高鳴りを抑おさえていた。

「フォルゴーレ、お茶を」

「かしこまりました」

　銀髪のメイドが丁寧な所作で、予あらかじめ用意しておいたらしいティーセットを操あやつり始める。

「お掛けになってください、マヒロ王子」

「はい。ではお言葉に甘えまして……」

　窓からの月光はちょうど、そのテーブルのある場所を中心に降り注いでいた。

　シャルロッテの向けた手の平の先、彼女の対面の位置に腰こしを下ろす。程ほどなく、高級な紅茶の香かおりが漂ただよい、それが二人の前に差し出される。

「ルディは驚おどろいていたでしょう」

　鈴すずの音のように透すき通る声だったが、か細くはなく、凜りんとした気品と自信に溢あふれていた。

「それはもう、驚くを通り越こして呆あきれていましたが」

「そうでしょうね……私もここへ来ると言ったとき、このフォルゴーレとルディに同じ顔をされました」

「……もしや独断で？」

「はい。私の独断です」

　大人しそうな顔をして、さすが大陸最高の全軍を従えるだけの胆たん力りよくがある。

「オオヤシマから呼び寄せたその二人が、本当に使えるものですから。あなた方が教団領のどこにいるかも、まるで手に取るように」

「なるほど」

　マヒロは紅茶を一口。

「……あなたは本当に恐おそれるということを知らないようですね」

「？　何がです？」

「敵に出されたものを、まさか私よりも先に口を付けるなんて」

「ああ。別にいいんじゃないでしょうか。関係ないでしょう？」

　シャルロッテはすみれ色の瞳ひとみを興味深そうに向けてくる。

「理由は？　一から十まで」

「一も十も……そこの貴月と葉多恵さんです。あとはそちらのフォル子さんも。あなたに仕えているほどならノアールローゼンでしょう」

　メイドが言った。

「フォルゴーレでございます」

「ええ。大変おいしい紅茶です。素す晴ばらしい」

「恐れ入ります」

　従者の言葉を耳にしながら、シャルロッテも紅茶を一口。

「つまり？」

「つまりそんな短たん絡らく的なことをするつもりなら、最初からその三人を使って煮にるなり焼くなり脱ぬがすなり沈しずめるなりすればいいのです」

　シャルロッテは笑う。

「よくできたメイドですが、さすがにそんな粗そ野やなことは教えていません」

「そうですか。うちのメイドたちはよくするのですよ、僕に対して。今度交流会みたいな感じで、お互たがいの王宮のメイドを取っ替かえませんか」

「そのまま帰ってこなくなりそうなのでお断りします」

「ではエーデルワイスをあげるのでフォル子さんを下さい」

「お断りします」

「じゃあフォル子さんを下さい」

「だめです」

「それならエーデルワイスを捨てます」

「どうぞ」

　終始笑え顔がおのまま、楽しそうにシャルロッテは返してくる。そして……少し冷めたような顔をした。

「……マヒロ王子。私は紋もん章しようを手に入れる前に、妹たちをたぶらかした蛇がどのような相手かを知りたかっただけです。こんなに簡単に罠わなにかかってしまうようでは、拍ひよう子し抜ぬけしてしまいます」

「そうですか。僕としてもあなたのように美しい方を失望させてしまうのは、本意ではありません。というか……失礼でしたね」

「……何がですか？」

「そうして興味を持って頂けるようなら、お二人の妹君からも聞いておいででしょう。僕が相当な死にたがりだと」

「……ええ。聞いています。そして二人ともが、とても高くあなたを評価していました。ですが……」

「ええ。どうも噂ほどではないでしょう。これではただ何も考えていないだけの野放図です。だからあなたはわざわざ、一から十までなんて聞き方をした……違ちがいますか？」

　途と端たん。シャルロッテの微び笑しようが、静かな笑みに変わる。

「……続けてください。私からのヒントはなしです」

「わかりました」

　周囲に控ひかえている者たちには理解できなかった。ルディも、貴月も、葉多恵も、フォルゴーレも。皆みなそれぞれ一流だったが、シャルロッテが何を続けろと言って、マヒロが何をわかったと即そく答とうしたのか。

　聞いてもわからなかったが、見てわかることは一つだけ。向かい合う二人の瞳だけが、月明かりに輝かがやいている。

　マヒロは封ふう書しよをテーブルに差し出した。

「あなたは確かめたかったのです。僕がこの手紙に乗ってくるかどうか。謙けん遜そん抜ぬきで言うと、僕はこれが餌えさだとは思いませんでした。恐れる必要なんて何一つありません」

「それはなぜですか」

「なぜなら葉多恵さんたちがどうのこうの以前に、呼んだではありませんか。話があるから呼んだのです。言いたいだけならこの手紙に書けば済むことです。聞きたいだけなら、この中の誰だれにでも聞いて来させればいいことです。でもそうではなかった。あなた自身がここにいる」

　失礼にならぬよう、彼女自身ではなく、このテーブルの中心を指差し言った。

「あなた自身が言いたいから。かつあなた自身が聞きたいから。有り体ていに言えば、あなた自身がこうしたやりとり自体をしたいから、この目の前に呼んだのです。誇ほこるべき妹たちをたぶらかし、言いくるめた、たった十五の子供がどれほどのものか、あなた自身の目と耳と口で確かめたかったのです。違いますか？」

「結構です。続けて下さい」

「ええ。本当にルナス様やユリカ様が買うほどの相手かどうか、確かめたかったのです。僕の父や、会合や、仲間たちの入れ知ぢ恵えではなく、僕自身、僕ただ一人でそれに値あたいするほどのものかどうか確かめたかったのです。そのためには、僕一人だけでなければならなかった。まさかあなたが隠おん密みつでこんな場所に現れることなど、誰も想定していない。誰も忠告し、その対策を教えておくことなどできはしない」

「結構です。続けて」

「だからあなたは、一から十と問われて並の解答しかできなかった僕に失望した。失望。裏を返せば並を求めてはいなかった。無能なら確かめるまでもない。しかし並でもだめ。つまりあなたは僕が有能かどうかを確かめたかったのではありませんか？」

「結構。続けて」

「有能であればどうするか。敵にしておく利はありません。そして此こ度たびの戦争、帝てい国こくにとっての問題は緩かん衝しよう地帯で勝利することではありません。帝国にとって本当に重要なのは、そこでの決戦を経て勝った後。連合とは大国ただ一国ではなく、多くの小国の集まりであること。共和国をバックに持つ小国家群の数だけ戦争と占せん領りようと統治政策が必要となってきたとき、より効率的で説得力のある手段が必要となってくる」

「結構。解答を」

「確かめる以外に、一人で来いと言った真の理由。その交こう渉しよう役として僕を引き抜ぬきに来たのでしょう、シャルロッテ皇女。つまりは、寝ね返がえれと」

「パーフェクト」

　シャルロッテの言葉で区切りが付く。

　二人のやりとりを聞いた全員が驚おどろきに目を丸めた。理由は全すべてマヒロ自身が述べてしまった。シャルロッテから言うべきことは、限られていた。

「では返答を。マヒロ王子」

「ＹＥＳです。プリンセス」

　そして全員が、息を吞のんだ。
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「そうでなければ、そもそも一人で来る必要などありません。立場上、仲間たちの前でこの返事をすることはできません」

　周囲が固かた唾ずを吞んで見守る中……シャルロッテは静かに、深い吐と息いきをついた。昂たかぶる気持ちを抑おさえるように。

　なるほど、面おも白しろい。これは面白い。この少年は紛まごう事なき鬼き才さい、天才の類たぐい。あの一ひと癖くせも二癖もある妹たちでさえ評価するわけだと、ようやく納なつ得とくできた。

　罠わなにしか見えぬ誘さそいに平然と乗ってくる剛ごう胆たんさ。この若さで自勢力の内情のみならず、敵方の展望まで心得ている聡そう明めいさ。巷ちまたではお優やさしいとの評があるにもかかわらず、裏切れとの言葉に即答で斬きり返す妖よう剣けんの如ごとき危あやうさまで兼かね備えている。それでいて当人はこれっぽっちの腕うでっ節ぷしもなく、魔法は疎おろか剣を振ふることさえしないという。

　こういうのは、初めてだった。

　そして思う。

　これは欲しい。

　世の中には爬は虫ちゆう類るいをペットになどと聞くと眉まゆをひそめる者も多いが、まさに周囲はそんな風に思うのではなかろうか。こんな得体の知れぬ蛇へびの子供を手元に置くなど、気味が悪い。何を考えているのかと。

　それでも欲しい。今はまだ若く貫かん禄ろくが足りないが、逆に言えば若い故にまだ伸のび代しろはあり、風格が備わればただならぬ本領を見せるだろうということだ。

　シャルロッテは聞く。

「……条件は？」

「帝国領ミスマルカ領主として、中原一帯の統治権限を」

「あげたいところですが、あなたではまだ若過ぎます」

「まずは父であるラヒル二世に対してで結構です。僕はその間あなたの元で相応の実力を発揮し、帝国の諸しよ侯こうに認めさせましょう」

　分を弁わきまえ、しかし己おのれが能力への自信も揺ゆるぎない。素す晴ばらしい。

「他ほかに」

「戦争の中止を。このような非公式ではなく、せめて一度だけ、公式での会談の場を」

　シャルロッテはそこで初めて、言葉までに間を置いた。阿あ呆ほうで虚うつけでお優しい。そうした他は全て芝しば居いだったとしても……この意志だけが本物らしい。

「……難しいですね」

「いかにしてもですか」

　真しん摯しなマヒロの表情に、シャルロッテも真摯で答える。

「ミスマルカ城にある聖せい魔ま杯はいと全ての紋もん章しよう、帝国へ持ち帰ることは可能ですか」

　今度はマヒロが間を置く番だった。そして小さくかぶりを振る。

「……不可能です。紋章四枚」

「こちらが欲しいのは聖魔杯です」

　そして二人ともが言葉をやめる。

　この非公式で、通じ合う者同士だからこその、両者いきなりの単刀直入。それでいてこれ以上は退さがる足場もないほどの、精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほ案だった。

　そうして一気に真しん剣けんの様相となってしばし。先に言ったのはシャルロッテだった。

「あなた自身が言いましたね。あなたが重要となるのは、こちらが戦いくさに勝利して後のことです」

「僕であれば戦など起こさずとも、全ての国々を説き伏ふせてご覧に入れます」

「あなたが恐おそれる必要がなかったのは、あなたがこちらへ来るという前提でのお話です」

　マヒロはテーブルの封ふう書しよの上に、切り札を重ねた。白い翼つばさをした紋章。

「さあ、煮にるなり焼くなり」

「……」

「僕が死ねば聖魔杯は蘇よみがえる目を失います。連合盟主である父がその座を離はなれ、最後の一枚がある帝てい国こく領へ向かうことは生しよう涯がいないでしょう」

「ならば連合が聖魔杯を手にする恐れもなくなるということです」

「そして泥どろ沼ぬまの殺し合いを？」

「……」

　強い。必要と見れば躊躇ためらわず、切り札でさえ平然と差し出してくる。

　シャルロッテは小さく吐息し、紋章をマヒロの方へ押し返した。

「……私は噓うそをつきたくないだけです」

「僕もあなたに対しては同感です」

「ありがとう。そして本当にあなたは高潔なのですね、マヒロ王子。仲間たちが勝利に浮うかれ、輪になって歌い踊おどっているときに、あなただけが一人、こんな薄うす暗ぐらい部屋で命のやりとりをしている」

「生あい憎にく、踊るよりは喋しやべっている方が好きなもので」

「私も同じです。フォルゴーレ。ルディたちも、少し下がっていなさい」

　だからその高潔さを買い、シャルロッテは人ひと払ばらいをした。フォルゴーレも、ルディも、葉多恵と貴月も皆みな信用できる者たちだが、隣りん室しつへ離れさせた。

　第一皇女が今さら身辺の警護を離れさせてまで語る、紋章云うん々ぬん以上に重要な話が他にあるだろうか……さすがの蛇も予想が付かないようだったが、シャルロッテはわずかに身を乗り出し、声を落として切り出した。

「マヒロ王子。この戦が、何者かに誘ゆう導どうされていると思ったことはありませんか」

「っ……」

　すると彼は、わずかな驚おどろきの表情を見せた。同じように静かな声で聞いてくる。

「……ではシャルロッテ様は、それを確信していると？」

「当初、連合はこちらの宣戦意図に全く耳を傾かたむけようとはしませんでした。あなたもまた会合が開かれている王城にありながら、それを知るようではなかったと……ユリカから聞いています」

「……確かに、そうです。思ったのはそのときです」

　シャルロッテは首しゆ肯こうした。

「無論、連合にもプロパガンダはあるでしょう。敵の言い分を一いつ切さい封ふう殺さつし、その行いを自分たちにとってなんの利益もない悪あしきものに言い換かえる。当然のことです。そして共和国にも我が国の諜ちよう報ほう部ぶと同様、ＣＩＣという大陸屈くつ指しの情報機関があります。私も当初はうまく操作されているだけだと思っていたのですが……教団の急進派と保守派の権力争いが表面化した頃ころから、にわかに一いつ般ぱんレベルにまでその話が浸しん透とうしませんでしたか？」

　マヒロが瞬まばたき一つ。

「……枢すう機き会かいが吹ふい聴ちようしたからだと思っていましたが。信徒はこの大陸のどこにでもいます」

「ええ。信徒はどこにでもいます。言い換えればどこで誰だれが化けていて何を言っていても、不自然ではないということです」

「……なるほど。その通りです」

「そしてもし、情報の流る布ふがそういった不自然ではないタイミングを狙ねらったものだとしたら？」

　彼はすぐさま気付いたような顔をした。

「もし、急進派と保守派の争いすら、そのためだけに引き起こされたものだったとしたら？」

「っ……!?……情報が流れたのは当然だと……、そう思わせるために……？」

　教団で権力争いが起きている。両派とも他国や領外の信徒の後押しを欲ほつしている。両派がそれぞれの主張を喧けん伝でんするのは当たり前。己おのれの正しさを言うためには、相手の主張を引き出し誤りを指し摘てきするのが最も簡易。だから連合側にも帝国の言い分が流れ始めた。

　連合としては平和を守るという誰の目にも正しい大義があったから、相手の主張を気にする必要もなかっただけで。

「実は同じ時期に、帝国領内でも反戦を謳うたう声が聞こえ始めました。そしてそれが流布し始めたのは、我が国が進めていたあるプロジェクトに実用化の目め処どが付いた時期と合がつ致ちします」

「……噂うわさの新型魔法ですか」

　マヒロが一度口元に手をやり、考える風に沈ちん黙もくする。シャルロッテは続けた。

「我が国も徒いたずらに戦を望んでいるわけではありません。あなたがライン要よう塞さいを訪おとずれた当初、距きよ離りのある共和国からの充じゆう分ぶんな増ぞう援えんと、ラズルカ国境の充分な戦線構築が間に合わないうちだからこそ武力行使を推進していました。しかし今は違ちがいます。ぶつかり合えば相当規模の犠ぎ牲せい者しやが出ることになります」

「まさか、そうなるまで戦いくさを引き延ばした僕が……その何者かだと？」

「いいえ、それはまさか。問題は、私はもう戦を推進していないということです。にもかかわらず、帝てい国こくの貴族諸しよ侯こうは潮流に乗るかのようにその準備を推し進め、共和国でも必要以上にその気運が高まり……我が国はプロジェクトの開発をある意味、余よ儀ぎなくされたのです」

　マヒロは納なつ得とくしているようだったが、一方で当然の疑問を口にした。

「……命がかかります。懸けん命めいになるのは当然の流れでは」

「しかし開戦の気運が高まる中でさえ、両陣じん営えいにとって不利な情報は流布されました。非国民の誹そしりを受けて当然の情報が、不自然なほど速すみやかに人々の間に行き渡わたったとは思いませんでしたか？」

「……おっしゃりたいことはわかりました、シャルロッテ様。ですが、あなたが本当に危き惧ぐしているところは何です？　南部平定を果たした帝国軍令部であれば、いくら規模が大きくなったといえども武力衝しよう突とつ程度、覚かく悟ごしていたことでしょう。そして世の中、そう何もかもうまく行くことはありません。分の悪い戦になることくらい、覚悟しておいでなのでは。僕は嫌いやですが、あなたがそこまで忌き避ひするほどのこととは思えない」

「いえ、逆です。帝国の内情を知らないあなたには信じ難がたいことかも知れませんが……此こ度たびの戦、我々が勝てば帝国が瓦が解かいする恐おそれがあります」

　シャルロッテは表情も声も、極きわめて真しん剣けんにして言った。だからマヒロも真剣な様相で、冗じよう談だんかどうかを聞く前に問うてきた。

「……よろしければ理由を」

「私が当初に武力行使をよしとしたのは、連合軍の主力を緩かん衝しよう地帯で討うった後に、講和条約を結ぶつもりだったからです。しかし先ほども言ったように貴族たちが連合、共和国に負けじと兵士や資金をこの戦に投資し始めた以上、それでは済まなくなってきました。そうした諸侯に報むくいるためには、中原一帯の支配と、その統治によって得られる莫ばく大だいな利益、報ほう奨しようが必要なのです」

「最悪……戦線が北に離はなれ過ぎれば、南部一帯の防備は手て薄うす。その気になれば一地方領が旗を揚あげることも……」

「ええ、可能でしょう。そして最悪は、それによって群ぐん雄ゆう割かつ拠きよが起きること。南部は我が国による平定以前に逆行し、統すべるはずの帝国が消しよう滅めつすれば、防ぐべき敵がいなくなった中原もまた、互たがいに手を取り合う理由がなくなります」

「……」

「その瓦解を招くための布石が、先ほど言ったお互いのプロパガンダの流布。連合には帝国の支配を受け入れさせ、一方で帝国領では崩ほう壊かいの一助にもなり得ます」

「……ですが勝てばの話でしょう、帝国が。その上で最悪の状じよう況きようがそうだと言うだけで。そしてさらに問題なのは、そこまでの混迷の時代になったとして、一体誰が得をするというのですか？」

「そこまでの混迷の時代に、魔ま王おう軍ぐんが侵しん攻こうしてきたら」

　マヒロが目を見開いた。

　どうやら、わかってもらえたらしい。

「……マヒロ王子。いま話したことは、全すべて私の推測と憶おく測そくです。そんな戦乱を望む存在がいるかどうか。魔王や魔王軍というものが本当にいるかどうかすら、私にははっきりとはわかりません。ですが、これが今私の中にある、この大陸で起き得うる最悪のシナリオなのです」

「……」

「そしてそれを防ぐためだけに、あなたの力を私の元で発揮して欲しいのです。あなたがお父上と共に、中原統治のために辣らつ腕わんを振ふるってくれるというのであれば、これ以上望むべくもありません。最初の条件を吞のんだのは、そういうことなのです」

「では、聖せい魔ま杯はいが必要というのは」

「そうでもなければ連合は下らず、投資した我が国の貴族諸侯も勝利したと納得はしないでしょう」

　マヒロが冷め始めた紅茶を一口する。

「……しかし一いつ切さいの証しよう拠こがない以上、全て、僕を聖魔杯ごと誘さそい込むためのご冗談とも考えられます」

「わかっています」

　ゆっくりと沈黙の時間が流れる。

　マヒロは、全てを与よ太た話ばなしとは思っていないように、深く考える表情をしていた。

　少しして、彼は口を開いた。

「……今日、この紋もん章しようを得る際に預言者様からいろいろとお話を伺うかがいました」

「どのように」

「津つ波なみのように押し寄せるより大きな混こん沌とんか。さざ波のように浸しん食しよくする、長く続く混沌か。どちらにせよ、我々は滅ほろびる運命にあるそうです」

「……嫌なお話ですね」

「ですが僕は、不思議と信しん憑ぴよう性せいを感じました。今あなたのおっしゃった推測も……預言者様のお話を伺うような雰ふん囲い気きを感じました」

「では……？」

「いえ、残念ながら。信憑性は感じましたが、僕は神様というものをあまり信じていないのです。そして今の今まで、そのためにやってきたことです。侵攻の構えをやめて頂けるなら、地位も名めい誉よも誇ほこりも命も、全て差し上げますが……」

「……杯さかずきは譲ゆずれないと」

「残念ながら、僕も王族です。僕がどうあれ、いまの状じよう況きよう下かで聖魔杯を失ったら我が国には何も残りません。ミスマルカも同様なのです。幻まぼろしのように形もない歴史と伝統を、聖魔杯という器うつわで飾かざることによってどうにか連合盟主という地位を保っています。今の帝国が、どうあっても武力によって支配と統治を勝ち得ねばならないように……我が国も、どうあっても聖魔杯がなければ成り立たないのです」

　そうか。

　そうか……。

　シャルロッテは背を伸のばし、小さく溜ため息いきをした。

　そして最後に言おうか言うまいか迷ったが、結局言わないことにした。

　ルナスが認め、ユリカが信じた。ならばこの先、運命を覆くつがえすも覆さないも。覆した先で、覆さなかった先でどうするかもこの少年次し第だい。

「もう一度だけ聞かせてください。このまま私と共に、帝国へ来る気はありませんか」

「残念ながら。しかし先ほどの、戦乱の世を望む何者かのことだけは心に留めておきます。もし機会が訪おとずれるなら、そのときは全力であなたに協力する所存です。シャルロッテ様」

「わかりました。また会いましょう。もし、気が変わったのなら……手紙を下さい。匿とく名めいで結構です。私以外の、今日ここにいた誰だれかの名前で差し出してくれれば、私が検けん閲えつします」

「……わかりました」

「ご機き嫌げんよう、マヒロ王子。とても有意義な時間でした。どうかご自愛を」

　シャルロッテが先に部屋を出る。マヒロがドアが閉まるまで見届けると、次にテーブルを見たときには、全て消え去っていた。翼つばさの紋章一枚を残し、封ふう書しよも、ティーセットも、全て。

　後に残っているのは月明かりと、彼女と嗜たしなんだ紅茶の芳ほう香こうだけだった。




　　　　◆




　宿である元の場所へ帰る道すがら、宴うたげを切り上げてきたパリエルたちに出会った。シーナと、ジェスと。見付けるなり駆かけ寄ってくる。

「ちょっ……王子、またそんな一人でフラフラ出歩いて……。ここはミスマルカの城下町じゃないんですから、気を付けてくださいよ。王子が大人しく寝ねるしゆっくりしてていいよって言うから……」

「散歩だよ、散歩。いいじゃないか、こんなときでもなきゃ旧大神殿の門前町なんて、のんびり見る機会ないんだから」

　マヒロは自然と彼女たちの足取りに混ざる。

　シーナが笑った。

「まあ、それはそうよね。それに今日は聖せい騎き士し団だんが付いてるんだし、ＳＳランクの勇者が三人も……何かあっても、すぐに解決するわよ」

「それはまあ、そうだけど……大事なときなんですから、気を付けてください」

「はいはい、わかってるって……」

　あくびをしながら歩く。そんな聞くでもない態度に、もう、とむくれるパリエル。

　ジェスが聞いてきた。

「明日はどうする」

「夜明けと同時に出るよ。ハイランドまでは、リーゼルとアンゼリカ様が一いつ緒しよに行ってくれるそうだから」

「ほんと!?」

　シーナの顔がにわかに輝かがやく。

「……僕と一緒のときもそういう顔ができませんか」

「今してるじゃない、王子様っ♪」

　しばらく一緒にいる間に、シーナも随ずい分ぶんとこなれたようだった。

　パリエルが言う。

「あと一つですね、王子！」
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　シーナが頷うなずく。

「ええ、あと一つ！　ようやく終わりが見えてきたわね！」

　口の端はしを持ち上げ、ジェスが言った。

「もちろん、勝てる見込みはあるんだろうな」

　マヒロは深く頷き、答えた。

　自分もそうだ。

　あの白しろ薔ば薇らの姫ひめと同じように。

「もちろん、負けることなんてこれっぽっちも考えちゃいないとも……！」

　各々絶望の淵ふちを見た少年たちは、しかしそれを通じてさらに絆きずなを深め合う。

　希望に胸を満たし、月下にいついつまでも笑い合った。
















　二十四時間が経過した。
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　開戦は御ご前ぜん会議にて、日にち没ぼつより未明にかけてと決定していた。

　夕刻より大ライン要よう塞さい前面にて、決戦用全兵力二十余万が展開するのを受け、ラズルカの防衛ラインには今や三十万に届こうかという防衛用全兵力が展開。

　そして静せい寂じやくに包まれる要塞司令室に、通信が届いた。

　姉の声だった。

《二フタ一ヒト○マル○マル。予定に変へん更こうなし》

「マヒロ王子は」

　ユリカは要塞へ発たつ前に、シャルロッテから内々に告げられていた。秘密裏りにマヒロに会ってみるつもりだと。

　だが姉は、沈ちん黙もくを通して結末を伝えてきた。

　彼女としても、無念の思いがあるのだろう。

《……現在、ハイランド国境です》

「ジェスは」

《マヒロ王子と共にいます》

「……」

　間に合わないことはわかる。

　だが約束した。

「姉上……。もう一刻」

《なりません》

「では半刻」

《父王陛下からのご命令です》

「ですが……、彼らは約束を」

《ユリカ。いま私たちがここにいるのはなぜですか》

「……」

《南部にあった多くの国々を制圧し、支配し、逆らう者たちを皆みな討うち果たしてきたからではありませんか》

「わかっています。しかし」

《罪悪をあなたたちが感じる必要はありません。たとえ感じたとしても、神があなたを責めることはありません。あなたは引き金。それを引くのは私の意志》

「噓うそ……、姉上は最後まで使用を反対していた。これは姉上の意志ではないはず」

　わずかな、間。

《……これ以上作戦を引き延ばすのであれば命令違い反はんとして、あなたを更こう迭てつしなければなりません》

「……」

　いよいよ静かに目を伏ふせたまま、ユリカは椅い子すを立った。これは姉の意志ではない。これは平和を望む父の意志ではない。

　これは……帝てい国こくの意志。

　南部を統一するために、多くの小国を制せい覇はし、支配し、逆らう者を討ち果たしてきた獅し子しの意志。

「了りよう解かい」

　次にユリカの瞳ひとみが開かれたとき、周囲の者たちは息を吞のんだ。口数も少なく穏おだやかな皇女が、剣けん鬼きの如ごとく鋭するどい視線を馳はせたからだった。

　この場にいるのは皆若く優ゆう秀しゆうな仕官であり、技官たちであった。故ゆえにかつての、闇やみの法王と恐おそれられた頃ころの姿を知らなかった。

　その氷のように冷たい瞳、声こわ音ねでユリカは命じる。

「左さ翼よく、右翼。第一波斉せい射しや。続けて中央斉射」

「左翼サイロ、一番から十番まで斉射！」

「右翼サイロ、一番から十番まで斉射！」

「中央サイロ、一番から十番まで斉射！」

　重く、低く、暗い発射音が要塞の全域を震ふるわせ始める。




　　　　◆




　連合軍側からは、闇の中、横たわる山脈が吠ほえるように聞こえた。吠え、光こう弾だんが闇やみ夜よに駆かけ上がっていくのが見えた。

「帝国軍ミサイル発射!!　数三十!!」

「全法ほう塔とう出力臨界!!　シールド急げ!!」

「くるぞおおおおおおおおおおっ!!　持ち堪こたえろォッ!!」

　魔法塔が光を放つ。

　一いつ瞬しゆんにして、上空数百メートルにまで達する壁かべを表す。それは突とつ如じよ地上に現れた荘そう厳ごんなオーロラであり、左右二十キロ以上にも渡わたる光の滝たき。連合軍将校らが伝説の大瀑ばく布ふから名付けたナイアガラカーテンが、その名の通りの全ぜん貌ぼうを表す。

　逆さに流れ上がる光の滝に、流星の如ごとく光の矢が突つき刺ささり、さらなる光の花が咲さき乱れる。

　大地を揺ゆるがし花開く。轟ごう音おんを奏かなで大気を震わす。

　常じよう軌きを逸いつした光の生け垣がきに咲く、目も眩くらむような光の花。

　皮肉にも戦争という状じよう況きよう下かだからこそ生み出された、人類史上にも例を見ない最大規模の光のページェント。敵も味方も息を吞み、目を見張る。だがその美しさに酔よいしれることは、双そう方ほう共に状況が許さない。

「敵要よう塞さい、第二波発射確かく認にん!!」

「法塔どうか!?」

「各法塔シールド出力未いまだ臨界!!　持ち堪えています!!」

　後衛の連合軍前線本部はにわかに沸わき立つ。

「新型魔ま法ほう恐おそるるに足らず!!」

「敵騎き士し団だんは!?」

「未だ動かず!!」

「よし、凌しのぎ切れ!!　各戦せん闘とう団だんは白兵迎げい撃げき戦せん闘とう準備を怠おこたるな!!」

「我らが守り、魔人といえども人の力で突とつ破ぱできる壁ではないことを教えてやれっ!!」




　　　　◆




　対照的に、要塞の司令室は静まり返っていた。

　望遠スクリーンに映し出される、夜空に突如姿を現したイルミネーションの壮そう麗れいさに。そして揺るぎない鉄てつ壁ぺきを誇ほこる、連合軍の切り札の予想外の強固さに。

「敵軍シールド、未だ衰おとろえず……！」

「第二波着ちやく弾だん、各サイロの観測隊より報告！　敵魔法部隊による撃げき墜つい四、戦車隊の機き関かん砲ほうによる撃墜二……！」

　どよめきが走る。

　本当にあの光こう壁へきを破れるのかという不安の色が、誰だれ彼かれの顔に伝わっていた。

　操作パネルの前に立つ、ただ一人を除いては。

「以降、各サイロは残ざん弾だんを適てき宜ぎ斉射。プロジェクト・マンハッタン、弾だん頭とう防ぼう御ぎよ機構作動。セーフティー解除。弾道照準」

「弾頭防御機構作動！　セーフティー、解除します……！」

　ユリカの声に、オペレーターが緊きん張ちようを押し復唱する。

　その一発だけが特別だった。

　その一発の発射管だけが、各発射管制室ではなく、この場所からのみ操作可能となっていた。

「弾頭防御シールド、異常なし！　セーフティー解除、照準……完かん了りよう！」

（……）

　ジェスは魔王になりたいのかと、自分を責めた。

　そんな自分を救ってくれると信じていた。

　ジェスがあのとき、命を助けてくれたように。

　信じたのに。

　奇き跡せきなんて起きはしない。

　静かに、感情のない瞳ひとみでユリカはカバーを跳はね上げ、そのパネルに手の平を置く。

（……ジェス。マヒロ王子。とても……残念）

　それでも自分は、かつてルナスと共に多くの小国を席せつ巻けんし、多くの命を殺あやめた者。父を信じ、国を信じ、そうしてきた者。今さら。今さらその全すべてを否定することなど、できはしない。わずかな希望にすがったところで、その過去は消えはしない。

　たとえ今、新たな罪を背負おうとも。

「……空に千の太陽が一度に輝かがやいたなら、それは神の輝きにも似ているだろう。そして私は破は壊かい神、死神となる」

　……それでも、神を信じよう。

「主よ、どうか我らに……」

　祈いのりの言葉が途と切ぎれ、皆みなが振ふり返った。

　そしてユリカが一度、小さくかぶりを振る様を見た。

　神を、信じよう。

「……主よ、決して我らを許し給うことなかれ……!!」




　十月二十二日。午後二十一時七分。
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　ハイランド国境を出たマヒロたちは、以前ジェスたちが立ち寄った宿場町で食事を取っていた。

　一瞬、地じ震しんかと思われた。

　酒場の棚たなの瓶びんが鳴り、グラスが振しん動どうし、一日の疲つかれを癒いやす人々の賑にぎわいが、静せい寂じやくに置き換かわる。

　一瞬だったが、そのとき町の誰だれかが駆かけ込んできた。

「おい、見ろッ!!」

　その男は南の空を指差し叫さけんだ。

　日は数時間も前に、とうに沈しずんでいた。

　そして太陽は東から昇のぼり、西に沈むことも知っていた。

　なのに。

　南の空が、朝焼けのように。夕焼けのように輝いているのが見えた。

　それを見た皆が皆、胸の押し潰つぶされるような得体の知れぬ恐おそろしさに囚とらわれていた。

「……な……なによ、あれ……」

　シーナが呟つぶやく間に、明かりは徐じよ々じよに静まっていく。

「急げっ!!」

「……王子っ……!?」

「いいから急げッ!!」

　マヒロは酒場を飛び出した。




　　　　◆




　目を焼き潰さんばかりの光。

　次に甲かつ冑ちゆうの重さをしても地面から跳ね飛ばされんばかりの衝しよう撃げき。

　音は、竜たつ巻まきの如ごとき轟ごう風ふうを伴ともなって訪れた。

　それが自軍のせしめたことだとしても、黒を着込んだ多くの兵士たちはただただ呆ぼう然ぜんと、薄うす雲ぐも散らし遥はるか天空高く舞まい上がる炎ほのおと粉ふん塵じんの渦うずを見上げるしかできずにいた。

　要よう塞さい正面に待機していたルナスは遮しや光こうレンズを投げ捨て、つまらなそうに踏ふみ砕くだく。

「ふん……何が新型魔ま法ほうだ。こんなものが戦いくさだというのか、姉上たちは」

　そして姉妹の中で最も軍人らしく、最も勇ゆう猛もうな三女は、それ以上は口にしなかった。

「司令室ユリカ皇女より入伝!!　敵シールド消しよう滅めつ、全軍を以もつて突とつ入にゆうせよ!!」

「了りよう解かいした」

　ようよう兵士たちが衝撃から立ち直る中、ルナスは跨こ乗じようした。並の馬一頭では黒金のこの鎧よろい一式、盾たて、兜かぶと。支えられはしない。漆しつ黒こくの悍かん馬ば、無頭八足スレイプニールの手た綱づなを片手に進み出る。

「総員、用意!!　爆ばく心しん地ち周辺には負位置の魔導力粒りゆう子しが高こう濃のう度どで残留している!!　装面を怠おこたるな!!」

　それを受け、各々与あたえられていたマスクを今一度、固く圧着していることを確かく認にんする。騎き兵へい隊は予あらかじめ目と耳を塞ふさがれていた愛馬の縛いましめを解き、騎き乗じようする。

　戦の気配に、軍馬たちはしきりと嘶いななき、蹄ひづめを搔かいた。そしてルナスは新たに打ち直され、いくらか細身となった愛刀、七しち星せいを振りかざし、これより向かう地じ獄ごくを背に、全ての兵士らへ向かい叫んだ。

「皆、怠たい惰だな時間をよくぞ長きに渡わたって耐たえ忍しのんだ!!　今こ宵よい、この時こそが我らの華はな!!　以後、各軍団は各将の指示に従い存分な働きを上げよ!!　特に我が隊は爆心地を抜ぬけ、ミスマルカまで一気に駆け上がる!!　遅おくれた者に勲くん章しよう、報ほう酬しゆうの一いつ切さいはない!!　死ぬ気で私に追いすがれ!!　良いかぁっ!!」

　地鳴りのような気合いが上がる。ある者は勝利のため。ある者は栄えい誉よのため。またある者は恐きよう怖ふを振り払はらうため。あらん限りの声を振り絞しぼり、眼前の勇ゆう敢かんなる皇女に応こたえた。

　そしてルナスは嵐あらしのように粉ふん塵じん渦うず巻まく眼前の地獄へ向かい、七星剣けんを振り下ろす。

「全軍、突とつ撃げきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ──!!」




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ──!!
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　報告を受けた会合の席は、水を打ったように静まり返っていた。表情も変えず泰たい然ぜんと受け答えをできたのは一人だけだった。ミスマルカ国王、ラヒル二世ただ一人であった。

「……消滅か」

　答えたのは連合の若き元げん帥すい。

「……消滅、とのことです。連合軍二十八万の内、中央からの約十万が光と共に消滅したそうです。他ほかはその混乱に乗じられ……、戦線が崩ほう壊かいするのも時間の問題かと」

　言葉だけは静かだが、彼自身冷や汗あせを浮うかべていた。そのような馬ば鹿かな話を信じられないのだ。誰も信じられるはずがない。

　別な伝令がまた駆け込んできた。

「報告、ルナス皇女麾き下かと思われる約二千、ラズルカを突とつ破ぱしなお北上中とのこと!!　目標は恐らく……!!」

　言葉半ばに、がたがたと騒そう々ぞうしく席を立つ音がする。

　会合を警備するため、精せい鋭えいはこの国にも多くいる。だが、敵は一ひと太た刀ちで百を斬きるとも言われる光こう輝きの剣。そして主力が壊かい滅めつした以上は、さらなる増ぞう援えんが押し寄せるのも時間の問題。

「方々は急ぎ逃にげられよ。今のままでは一いち網もう打だ尽じん」

　なお落ち着き払うラヒルに、ゼムン王エドアルドは言った。

「貴様はどうするつもりぢゃ……!?」

「ここが我が国。我が城です。これ以上逃げる場所などありはしませぬ」

「ド阿あ呆ほう、そのようなことを言っておる場合か!?　ならば紋もん章しようは、聖せい魔ま杯はいはどうするつもりぢゃ！　どこにある!?」

「くっ……、くくっ……！」

　ラヒルが笑った。

「ふっ、ふははははっ……！　まだおっしゃるか？　五分と五分であったからこそ、我らにとって意味はあったのです。それが今さら何になると。負けたのです、我々は。おわかりか？」

「っ……、貴様……！」

　ラヒルは軽く上げた手を振ふり、これまでにマヒロの集めた三枚の紋章を奇き術じゆつ師しのように広げてみせる。

「申し上げたはず。この紋章が全すべて揃そろわぬ限り、聖魔杯がその真の姿を現すことはないと。探したければいかようにも探せばよろしい。それよりは前線の兵士に帰き還かんを促うながし、国へ帰られ防備を固めるが得策と思われるが」

　そして三枚を机き上じように。

「まあ……今となっては意味なき物。欲しければどなたでも持っていくがよろしい」

　諸しよ侯こうらは一度顔を見合わせ。

　そしてラヒルの元へ動こうとして。

「恐おそれながらこの三枚、どなたにもお渡しするわけには参りません」

　左ひだり隣どなりに控ひかえていたカイエンが、銃じゆうを抜いて諸侯を牽けん制せいした。右隣に控えていたエーデルワイスがその三枚を取り上げ、言った。

「じきにマヒロ殿でん下かがお戻もどりになります。それで四枚。加えて聖魔杯。まだ、全ての希望が取り除かれたわけではございません」

　ゼムン王が眼光鋭するどく言った。

「……忠臣ぢゃのう。マヒロが留守番をしとったときも、そなたら二人はおったのぢゃったな。本気で申しておるのか」

　カイエンは答えた。

「あの王子であればあるいは。そしてあの王子がこの王と共にあれば、あるいは」

　エーデルワイスが言った。

「これらは、殿下と勇者殿どのらの集められたもの。お帰りとなった際にまたいずことも知れぬ場所へとなれば、さぞお気落としのことにございましょう」

「……よかろう。カイエン。エーデルワイス。務める場所がなくなったらワシの元へ来るがよい。その紋章を持ってな。高く使ってやるぞ」

　ご意見番が踵きびすを返したのを受け、我も我もと諸侯は立ち去り、室は瞬またたく間に静けさを取り戻していく。そしてミスマルカの者以外は、二人残った。まずはそのうちの一人、死人のように蒼そう白はくな顔となったラズルカ王に問う。

　幸か、不幸か。

　先の祝賀会で心の病を克こく服ふくし、自国内での多くの事こと柄がらを処理し、ようようこの会合に自身が出席できた矢先のこと。

「……いかがなされるか」

　当たり前だ。ラズルカ領土はすでに戦場。連合軍の体制が崩くずれた最中さなかに今さら引き返すなど、自殺にも等しい行こう為い。

　しかし彼は恐きよう怖ふを押し殺すように、穏おだやかに笑った。

「……いえ。私もまた、戻らねば。私の帰るべき場所もまた、ラズルカという国のあの城しかありません」

「ただでは済まぬやも知れませぬぞ」

　ラヒルの言葉に、彼は一度息を吞のんだ。

　しかし、あのとき口々に祝い、讃たたえてくれた民たみの笑え顔がおを忘れなかった。

「っ……今まで迷めい惑わくをかけた民のため……、必要であればこの命も捨てる所存。そうでなくては、私を救ってくれた隻せき眼がんの勇者殿に笑われましょうぞ……」

　そして彼は、震ふるえる膝ひざを押して席を立った。

「お達者で、ミスマルカ王」

「あなたも。お達者で」

　次には、背筋を伸のばし臆おく面めんを隠かくし、真っ直すぐに室を出て行く。

　あと、一人。共和国元げん帥すいへ問う。

「……そなたは」

「本国からの連れん絡らく待ちと言ったところです。私は皆みな様さまと違ちがい軍人なので、個人の意志でどうこうするわけには参りません」

　しかしすぐにその連絡は訪おとずれた。伝令が駆かけ込んできた。本国、国防長官からの緊きん急きゆうだからと。内容は、双そう方ほう聞かずとも、おおよその見当は付いていた。

「恐らく私自身は部隊への撤てつ退たいか降こう伏ふくを命じた後に、この中原方面における任を解かれるでしょう。長らくお世話になりました、陛下」

「道中、気を付けて帰られよ」

　彼は机上の制せい帽ぼうを片手にするとお手本のような敬礼をし、足早に退室していった。

　部屋には、ラヒルと。宰さい相しようと、侍じ従じゆう長ちようのただ三人。

　開けっ放しとなった両開きのドアの向こうには、このミスマルカ城に仕える多くの家臣たちが不安げな表情で多く集まってきていた。その中から、シュライバンだけがやってくる。

「……これより、いかがなさいますか」

「防護門、城門を開け放て。兵には武器を捨てさせ、城の者は皆、家に帰らせよ。そして民には、火がかけられぬ限りは一歩たりとも表に出ぬよう通達しろ」

　カイエンが言う。

「全面降伏……ですか」

「否いな」

　そして最後に、ラヒル自身が席を立った。

「……私がいる」

　側近三人には振ふり返らずに、ラヒルは言った。

「うまく言ったものだな、エーデルワイス」

「……」

「そなたらも好きなようにするがいい」

　そして歩き出す。

　王が退室して後、シュライバンは小さく呟つぶやいた。

「……して、どうする」

　エーデルワイスは言った。

「……ここまでのようです。着き替がえ、殿下をお迎むかえする準備を」

　言葉に、カイエンとシュライバンは驚おどろくでもなく、半ばの諦てい観かんを含ふくめ、視線を見合わせた。

　ここまでか、と。

　エーデルワイスは普ふ段だん通りの氷めいた表情のまま、もう一度言った。

「開戦次し第だい、風止やむべし。全特号は現時点を以もつて任務を終しゆう了りようします」




　　　　◆




　月下の街道を黒い一団が駆け抜ぬける。

「ミスマルカの状じよう況きようはどうだ!?」

「我が隊の報を受けた連合諸しよ侯こうの多くが、すでにミスマルカを離り脱だつしつつあり!!　しかしミスマルカ王ラヒル二世は紋もん章しようと共に城内に留とどまったままとのことです!!」

　そのとき、正面から猛もうスピードで疾しつ走そうしてきた一台の馬車とすれ違う。

「ルナス殿でん下か!!　今の馬車、ラズルカ王家の紋が!!」

「構うなッ!!　我らが獲え物ものは蛇へびの頭ただ一つ!!」

　やがて見えてくる。

　あの夜、あのとき、見たままの光景。

　身を焦こがすような屈くつ辱じよくと喜き悦えつに思わず目を見開き、口の端はしは吊つり上がる。

「帰ってきたぞ、ミスマルカ王国ッ……!!　魔導隊、前へ!!　攻こう城じよう用意!!」

　剣けんの代わりに魔導ブースターと呼ばれる大型ガントレットを装備した一団が、疾走しながらルナスの横に並ぶ。向かう巨きよ大だいな門もん扉ぴへ腕うでをかざし、光を表す。

「てえッ!!」

　ルナスの号令により、赤あか紫むらさきの閃せん光こうが解き放たれた。収しゆう斂れんし、鋼鉄の扉とびらに施ほどこされていたマジックシールドが青く反応する。直後、それがガラスが悲鳴するように砕くだけ散るのが見えた。

　ルナスは障しよう壁へきが再構築されるより早く、七つの宝玉を光り輝かがやかせた光こう輝きの剣を振り抜いた。

　放たれた純白が扉を切り裂さき、爆散。

　その内側には、多くの兵が侵しん略りやく者しやを待ち構えていた。

　あのときのマヒロはこうなることを予測し、帝てい国こく軍ぐんの存在を伏ふせていた。どうあっても勝てない状況を、魔物によって先に作り出していた。だが、此こ度たびのミスマルカの兵士らは知っていた。会合の諸侯が離はなれていく様子から、緩かん衝しよう地帯での戦いくさに何か絶望的な動きがあったのだと。

　そしてミスマルカの兵士たちは、この夜初めて王の命に逆らった。尊敬すべき王の命だからこそ逆らった。

　愛すべき国を守るため、愛すべき自由を守るため、愛すべき平和を守るため、一人城に残ると聞いた敬愛すべき主君を守らんがため、防護門を閉ざし、命を捨てて戦う覚かく悟ごで持していた。

「敵てき影えい多数っ!!」

「脚あしを止めるな!!　私の信じるお前たちなら問題ない!!　蹴け散ちらすぞ!!」

　魔導隊は後ろへ下がり、ランスを装備した無類の突とつ進しん力を誇ほこる重騎き士し団だんと隊列を入れ替える。一いつ切さいの乱れなく、夜間の全力疾走による行軍にもかかわらず一名の落馬もなし。

　帝国が誇る最精せい鋭えいは、誰だれよりも先頭に立ち、己おのれたちを信じてくれる漆しつ黒こくの戦いくさ女め神がみを信じた。

　ミスマルカの兵士たちは、希望と、平和と、勇気を信じた。

「かかれぇええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」




　そして誇るべき平和な国に生まれ育った彼らだからこそ、南部において幾いく百ひやくの死し闘とう激戦を搔い潜くぐった歴戦の黒騎士たちの前に、瞬またたく間に。空むなしいまでに。儚はかないほどに。

　　　　[image: ]

　馬が疲つかれた先々で、その馬を替え、馬を替え。マヒロたちの馬車がミスマルカ城の見える側までやってきたのは、明け方も近くとなってのことだった。

　闇やみ夜よの下で、城下には火の手が上がっているのが見えた。

「そ……、そんな……まさか、もう……！」

　シーナが馬車を止め、飛び降りたマヒロは吸い寄せられるようにそのまま数歩駆かけ出し、すぐに理解し、膝ひざをついた。

　防護門が開かれているのが見えた。その内側に見えたのは、名前までよく見知ったミスマルカの衛兵ではなく、顔も知らぬ黒い鎧よろい兜かぶとの騎士団だった。防護門の見張り塔とうの上、きな臭くさい夜風に、獅し子し吼ほえる帝国軍旗が翻ひるがえっているのが見えた。

「っ……」

　陥かん落らくしたのだ。

　あまりのことに、誰も声を発しなかった。ただ、群ぐん青じようの空に赤々と燃えるミスマルカ王国の姿を見み詰つめていた。

　そしてマヒロたちの動きは、〝風〟に逐ちく一いちマークされていた。そろそろ、この辺りまでやってくることも知れていた。一台だけ不自然に現れた馬車の姿に、見張りの黒騎士たちが気付かぬはずもなかった。

「王子、立って……！」

　パリエルは膝をついたまま座り込んだ、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっているマヒロの腕を引いた。

　人ひと影かげが向かってくるのが見える。

「立って!!　逃にげるんです!!」

「……逃げるって……、どこに？」

　パリエルが泣いていた。

「どこでもいいでしょうそんなもの!!　逃げるんです!!　逃げなきゃ……!!　逃げて、戦いましょう!?　紋もん章しようがあります!!　ミスマルカ王朝の血筋です!!　連合盟主の息子むすこでしょう!!　反乱軍でも、解放軍でも、作って、戦いましょう!?」

　数人の人影が急ぐでもなく近付いてくるのが見える。

「お願いですっ……!!　お願いですから、王子!!」

　パリエルが泣き叫さけんで、ついに自身もくずおれ、マヒロの肩かたに泣きすがる。

　人影は四人いた。

　皆みな揃そろいの服を着ていた。ライトグレーのダブルのコート。ベレー帽ぼう。

　皆、見知った顔だった。だが、燃える街並みを背負った姿が、その雰ふん囲い気きをどこか異様に引き立てていた。

　カイエン。シュライバン。エミリオ。そして。

「お帰りなさいませ、殿でん下か」

　声に、マヒロは瞬まばたきする。

「……エーデル、ワイス……？」

「わかり難にくければこう申し上げましょうか。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王太子殿下。初めまして。わたくしは帝国天てん魔ま将しようが一人、風ふう将しようエーデルワイスでございます」

　絶句した。

　泣きじゃくるパリエル以外、声を失った。

「そしてよく連れ帰りました、パリエル。以上で全すべての任務は終しゆう了りようです」

　泣きながら、パリエルはマヒロを立たせようと腕うでを引くばかりだった。

　シーナが言う。

「待って……、どういう……、どういうことよ一体……!?　裏切ったって言うの……!?」

「いいえ。わたくしたちは初めからそのためだけに、侍じ従じゆう長ちようとして、宰さい相しようとして、将軍として、殿下の興味を引く友人として、そして護衛として。わたくしは陛下から。カイエンは政治から。シュライバンは軍から。エミリオは城下から……そしてパリエルは、殿下から。聖せい魔ま杯はいの情報を得るためだけに配された帝てい国こく諜ちよう報ほう部ぶ員いんです」

「そんな……そこまで……、そこまでするの……!?　あなたやシュライバン将軍なんて、もう何十年も……！　なのに、よくも今までそんな平気な顔でっ……!!」

「ええ。要求された任務は聖魔杯に関する情報を得たとき、帝国へ伝えることのみ。他ほか一いつ切さいは自由。ただこの国の者として暮らしておりましたので」

「だったら!!　少しくらいは今まで暮らしてきた町への、一いつ緒しよに過ごしてきたみんなへの愛着が……!!」

「ございません」

　冷たく言い切った女に、シーナは息を吞のんだ。

「……だから言ったのですパリエル。あまり情を移すなと」

　パリエルは泣いていた。

「許して……、許してください王子……！　エルクレセルのみんなが、みんなが人ひと質じちになっているんです……！　でも王子が、解放してくれるって……蘇よみがえらせてくれるって言うから、私信じて……！　王子っ……、お願いです……、逃げて……！　逃げましょう、王子！　帝国の言いなりになるのは、もう嫌いやなんですッ……王子……!!」

　パリエルが揺ゆさぶっても揺さぶっても、マヒロはぼうっと肩を落としているだけだった。

「待っ……て……。エーデルワイス……？　いくら……いくら冗じよう談だんでも、そんな……そんな……」

　エーデルワイスが小さな溜ため息いきをつく。

「申し上げましたでしょう、殿下。口先だけで大陸を取るなどという戯ざれ言ごと、どこまで通用するものかと」

「だって……だって、君はっ……余の母であり、姉であり、教師であり、憧あこがれっ……！」

　言葉半ばに、エーデルワイスはマヒロの顎あご先さきを力任せに摑つかみ、それを上から覗のぞき込んだ。そして初めて、氷の女が笑った。氷の瞳ひとみのまま口元だけをうっすらとほころばせ、ぞっとするような笑えみを浮うかべた。

「殿下。騙だますとは、このようなことを言うのでございます」

「っ……」

「さあ、何か策はございますか。言葉はございますか。このわたくしを屈くつ服ぷくさせる言葉はございますか。退しりぞける言葉はございますか。わたくしを殿下の家臣へと寝ね返がえらせる言葉はおありでございますか」

「っ……、っ……！」

　マヒロが何か言おうと口を開くが、その唇くちびるは震ふるえるばかりで、声より先に涙なみだが滲にじみ出す。

　それを見るとエーデルワイスは、もう興味もなくしたように元の無表情に。触ふれていた顎を投げ捨てるように突つき放した。

「……所しよ詮せん、その程度でございましたか」

　さも、期待外れとでも言うように。

　マヒロの懐ふところから白い紋章を抜ぬき取った彼女は背を伸のばし、後ろから来る大勢の音に振ふり返った。

　黒騎き士し団だん。右には薙刀なぎなたを手に、紅白の上から帝国将校のコートを羽織った剛ごう剣けん。左には黒の剣を片手に、銀ぎん髪ぱつをたなびかせる猟りよう剣けん。その中央には、魔物じみた悍かん馬ばに跨またがった女じよ丈じよう夫ふ。

　瞬またたく間にマヒロたちは取り囲まれていく。

　そしてルナスは馬上より、跪ひざまずくマヒロを睥へい睨げいし、笑っていた。

「驚おどろいただろう、マヒロ。私も驚いた。てっきり風将などやめてミスマルカに行ったと思ったのだがな。前に来たときは、まだ命令がなかったからミスマルカの者になりきってたのだそうだ。なあ、驚いただろうマヒロ？」

　そして馬を下りる。

「お前の父から頼たのまれた。手た向むけだそうだ」

「父上……が……？」

　どっ、と重たい物がマヒロの前に投げ捨てられ、膝ひざの前まで転がってきた。

「……」

　パリエルやシーナが小さく悲鳴を吞む中で、マヒロだけがそれを無言で、両手で、壊こわれ物でも扱あつかうように持ち上げる。

　物と成り果てた、父の首。

「っ……」

　ルナスは笑い、マヒロに言った。

「あの日、言ったはずだなマヒロ。私の婿むこになれと。そして冗談などで言ったつもりはないと。だから迎むかえに来てやったぞ、婿むこ殿どの。お前が私の戦勝品ウオー・トロフイーだ」

「あ……、あっ……、ああっ……」

　マヒロは。

　父の首を抱かかえ、搔かき抱いだき。

「あは」

　笑った。

「はっ……、あはは！　あはははあははっ!!　あはっ!!　あひゃひゃひゃはははははははははははっ!!」

　笑い出した。涙を流しながら、けたたましく。

「あははははっ!!　あはっ、ちっ、父上!!　こんな!!　こんなっ、ははっ、こんな!!　あは!!　あははっ!!　はっはっ!!　はははははははははっ!!」

　その肩かたを、パリエルが強く揺さぶる。

「お……、王子……!?　しっかり……!!　しっかりしてください、王子っ……!!　王子っ!!」

「あっはっはっはっは!!　見ろ、パリエル!!　父上だ!!　父上!!　あんなにおっかなかった父上だぞっ!?　父上が～っ!!　っひゃっひゃっひゃっひゃっひゃ!!」

　それを見てルナスは嗤わらっていた。マヒロの笑い声に答えるように、さも楽しそうに。

　エーデルワイスはすでに無表情。

　包囲する黒騎士らも大半は哀あわれみの目をして。

　ジェスだけが、一いつ切さいの余分な感情なく聞いた。

　パリエルのいる反対側のマヒロの耳に、一いち縷るの望みを託たくし、彼に聞こえるだけの声で問うた。

「どうする」

　一いつ瞬しゆん、声が止やんで彼が半分だけ振り返る。

　彼もこちらに聞こえるだけの声で言った。

「……パリエルを連れて逃にげろ。ここから先は王族の戦いだ」

「っ……」

　虚うつけを装よそおったマヒロの小さな囁ささやきに、ジェスは総毛立った。

　嗤ったのだ。

　その一瞬だけ、まともな目付きで嗤ったのだ。人を喰くうような、あの、蛇へびの目で。

　さすがに驚いた。驚いたというより、肝きもを冷やした。

「……」

　再び笑い始めたマヒロの肩を軽く叩たたき、ジェスは立ち上がった。

「行くぞ、パリエル」

「だって、ジェスくっ……!!」

　ジェスはパリエルが振り向くと同時に、当て身を入れ、気絶させ、肩に担かつぎ上げた。

「ジェス……!?」

「シーナ、行くぞ。俺たちじゃどうにもならねえ」

　すでにマヒロは、先のまともが噓うそだったように、壊れた笑い声を上げ続けるばかりだった。

　ジェスが一歩踏ふみ出したとき、そこに沙さ耶や香かとレイナーが、騎士団と共に立ちはだかる。

「レイナー、これが俺たちの姫ひめだ。一いつ緒しよに来るか」

　わずかの、間。

「……やはり、そうか」

　彼は一度振ふり返った。

「姫」

「なんだ」

「邪じや魔まだてすれば全すべて斬きり捨てる」

　黒の剣けんを片手にするレイナーを、ルナスは鼻で笑った。そして命じた。

「行かせてやれ」

「姫様っ!?」

　沙耶香が驚おどろきの声を上げる。

「そんな……、簡単に！　よろしいのでございますか!?」

「すでに我らが勝ったのだ。今さら勇者や、亡国の姫になど用はない。それともお前が止められるか、沙耶香。あの猟りよう剣けんを」

「っ……、それはっ……」

「それを倒たおせたとしても、もう片方は姉上を大海かい嘯しようから一人で救い出した英えい雄ゆう、独どく眼がん龍りゆうだ。あちらから向かってくるならともかく、金きん獅じ子し勲くん章しようを持つ帝てい国こくの英雄を私の独断では手打ちにできん」

　無感動に抑よく揚ようもなく、ただ強いだけの銀ぎん髪ぱつ鬼きが初めて見せた毅き然ぜんとした殺気に、その腕うで前まえをよく知る騎き士したちは……沙耶香も含ふくめ、じりじりと後あと退ずさるように道を空けていった。

「姫。すまない。世話になった」

「ああ、さっさと行け。……それと独眼龍」

「あ？」

「たまにはユリカ姉に会いに来てやってくれ。手紙でもいい」

「ああ。気が向いたらな」

　最後に、後ろ髪がみ引かれるように、シーナが呼んだ。

「王子っ……！」

　マヒロは答えなかった。

「はっ!!　あははっ!!　はははっ、あはははっ……!!」

　虚うつろに開かれた亡なき父の眼まな差ざし見み詰つめ、ひたすら笑い続けるだけだった。

　笑っていた。

　誰だれよりも自分を褒ほめてくれた優やさしい老将軍は敵だった。

　誰よりも仲が良かったはずの雑貨屋の少年は敵だった。

　誰よりも頼たよれた氷の女は敵だった。

　そして。

　誰よりも憎にくかったはずの父だけが、最高の土産みやげを手向けてくれた。




　その結果が、いかに無む惨ざんな敗北であれ。




　両手首に手て錠じようを掛かけられ、白の紋もん章しようすら奪うばわれたマヒロを乗せて、護送馬車はミスマルカ城へ向かう。

　マヒロは笑っていた。

　生首を抱だいたまま笑っていた。

　脱だつ走そう、自傷、その他の監かん視しのために同じ箱の中に同席したカイエンが、諦てい観かんを込こめて呟つぶやく。マヒロが聞いているにせよ、聞こえていないにせよ、呟いた。

「……残念、でしたな」

　その少年に一度は大陸統一を夢見た男の、それが偽いつわらざる心情だった。

　ぴたりと笑い声をやめたマヒロが言った。

「何が？」

　その質問があまりに唐突で、驚きと共に目を見張る。

「っ……何が……、とは……」




　その結果が、いかに無惨な敗北であれ？




「……おいおい、聞いていたのかカイエン。婿むこ殿どのだぞ？」

　マヒロは嗤わらっていた。あの日、カーテンの裏から現れ、彼を口説き落としたのと同じ表情。大陸を狙ねらうと笑ったときと、何一つ変わらぬ表情で。

「せっかく手に入ったんじゃないか……この大陸最大最強、〝皇族〟という名のカードが……！」

「ッ…………!?」

「っは!!　っはっは!!　あっはっはっはっはっはっはっ──!!」

　そしてまた、マヒロの哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。夜の明け始めた眩まばゆいばかりの城下町に、哀あわれな王子の哄笑がこだまする。亡き父の首を抱かかえたまま、その頭を撫なでながら、滴したたる血に膝ひざを濡ぬらしながら、飽あきもせず疲つかれもせずに笑い続けるマヒロの姿に、カイエンは息を吞のみ込んだ。




　同じ頃ころ。

　預言者と呼ばれる堕だ天てん使しは、涙なみだを流して笑い転げていた。
















　ここでバッドエンドとなるのは、よくできた勇者の物語。

　これがバッドエンドとなるのは、よくできた英雄の物語。




　だがこれは、ただ一いつ匹ぴきの若き蛇へびの物語。




　皮を剝はぎ、肉を裂さけども蛇は死なず。

　勝利の美酒に、獅し子しの呷あおりし毒は死なず。







　あとがき




『ミスマルカ興国物語』、第一部・完。

　マヒロたちの戦いはこれからだ！

　ご声せい援えんありがとうございました。林先生の次回作にご期待下さい。

　あ、ちなみに次回作はミスマルカの第二部です。




　いやー、長く続きましたね。七巻です。おかげさまで『お・り・が・み』に並ぶ自己ベストタイ記録となりました。時間が経たつのは早いものです。我が家にもＸｂｏｘ３６０しかなかったものが、ＤＳが増え、なぜか二台あるからという友人のＰＳ３を一台買い取り、さらに先日『ユーディーのアトリエ』がリメイクされたので結局ＰＳＰまで買わざるを得なくなってしまいました。これで普ふ段だんゲームをしない別な友人がＦｉｔのために買ったらしいＷｉｉが埃ほこりを被かぶり始めれば、うまくせしめて次世代機コンプリートできるのではないかと画策しているのですが……まあそれよりはＦｉｔだけでなくあれこれゲームを遊んで欲しいものです。ファミコンソフトなんかもダウンロード販はん売ばいで遊べるようですし。

　今までプレイしてきた中で名作というとなんでしょうね。ファミコンで特に印象に残ってるのは『ドラゴンクエストⅣ』でしょうか。生まれて初めて最後までクリアしたＲＰＧでした。エンディングが終わった後に一人で拍はく手しゆしたい気持ちになったというか。こう、素す晴ばらしい演劇の舞ぶ台たいを見終わった後の敬意みたいな感じで。

　スーパーファミコンの頃ころにもやはり友人と貸したり借りたり様々プレイしましたが、他人にあまり理解されない部分では『アウターワールド』が最高に好きでした。ゲームセンターＣＸで課長もプレイされたらしいと噂うわさのアレです。アクション要素は確かに難易度が高く、謎なぞ解とき部分も不親切なほど手がかりが少ないのですが、独特の世界観にのめり込んでしまえばそれさえも異世界での手て探さぐり感と受け止められ、実際頑がん張ばってあれこれ試ためしていれば何とか先に進める感じが、実は希まれに見る良謎解きアドベンチャーゲームなのですよ。

　プレイステーションの頃になると、実はあまり印象に残ってるゲームがありません。

　なぜか？

　実はちょうど、あれなんですね。健全な皆みなさんが読まれる公共の誌面でいいのかわかりませんが、ぶっちゃけＰＣのゲームの方に激ハマリしましてですね。ええ。十八禁の美少女ゲームに。アキバ文化が取とり沙ざ汰たされるようになった頃から嗜たしなまれている皆さんはわからないかも知れませんが、ＭＳ─ＤＯＳの十六色～Ｗｉｎ95の二五六色当時の美少女ゲームというのは本当にヤバかったんです。エロ抜ぬきで、ガチにゲームとして面おも白しろいものが多かったんです。きっと頷うなずいてくださっている方もいらっしゃると思いますが、まさに昨今のエロゲブームを定着させたかの如ごとき黄金時代だったと個人的には思っています。

　ではどれくらいヤバかったのか。最も顕けん著ちよな例を挙げますと……。




『同級生』というゲームをやってなかったら私はいま物書きをしていません（当時十五歳）。




　どうか、時効ということにしておいてください。ですが美少女ゲームが人生を変えることが実際にあったのです。それまで国語なんて好きでも嫌きらいでもなく、特に本も読まず、言葉なんて、文章なんて教科書に載のってるようなお堅かたいつまらないものだと思っていた私にとって、あの軽けい妙みよう奇き天て烈れつな主人公の言い回しは本当に面白く、かっこよく、衝しよう撃げき的でした。「文章ってこんなに自由に書いていいんだ！　言葉って言い方次し第だいでこんなにも面白いものなのか！」と。

　その頃、担任の先生の計らいで班ノートなる日記のようなものをクラスの班内で日ひ替がわりで書かされていたのですが、もうこっちは影えい響きよう受けまくって意識が変わっちゃっていますから、授業の作文を習ってるだけでは有り得ないような書き方をするわけです。ちょうどこのあとがきみたいな（というか、ですます調ですらなかったと思います）。

　で、そんなことを繰くり返かえしていたところ、あるときその先生に言われました。

「最近面白いこと書くようになったね。何か本でも読んでるの？」




　言えません!!




　ああこの子は何か良い本を自分で見付けて読むようになったのだな、と期待の眼まな差ざしを向けてくださる教師の鑑かがみのような定年間近の先生（女性）に対し、それがまさか本来やってはいけないはずの美少女ゲームの影響だとは口が裂さけても言えませんッ!!　でも褒ほめられたのです!!　面白いと褒めてもらえたのです!!

　そんなわけで、その頃にはすでに書くことまで楽しくなってしまいました。だって言葉は自由です。伝えることができ、それを受け止めてくれる相手がいるのなら、そこには無限の可能性があるように思えたのです。結局はそんな思春期の頃の感かん銘めいが未いまだに引きずられ、ひいては言葉を何よりも信じようとするマヒロのようなキャラクターに、いま繫つながっているのでしょう。

　ならば。本当に無限の可能性があるのなら、戦争というどうしようもない災さい禍かに対しても、あるいは言葉だけで解決できるのではないか。銃じゆうや剣けんを用いずとも言葉だけでも何とかできるのではないか。戦争がダメなら、殺すのがダメなら、戦うのがダメなら、ならば戦わなければいいのではないか。本当はそうじゃないのかと問いかけたかったのが、このミスマルカという物語の第一部です。

　そして私が、反戦とは、非暴力とはどういうことかを考えた場合に導き出された自分なりの解答が、この結末です。これが当然の結果だと思います。

　しかし戦わなかった結果、負けたとして、それは間ま違ちがいなのでしょうか。

　マヒロは間違っていたでしょうか。

　マヒロが貫つらぬくのは暴力抜きでどこまでやれるかという、人間の理性への挑ちよう戦せんです。いかに強大な暴力に屈くつしたとしても、それはただつまずいて転んだのと同様に物理的に膝ひざをついただけのことであり、彼が目指す言葉の、ひいては人間理性の敗北には当たりません。

　だから物語は続きます。




　キリがいいところで偉えらそうな話をしてしまいましたが（ちなみに筆者は何か特定の思想信条を持っているわけではなく、ゲーム内ではヘッドショット、爆ばく殺さつ、焼殺が大好きで、虚きよ構こうの中でくらい楽しく戦争させろと日々言いふらしているような人間です念のため）、第七巻、いかがでしたでしょうか。

　重い。暗い。このままシリアス路線に転向するの？　などの不安の声もおありかと思いますが、ご心配なく。そんなの書いてる方が持たないので、次巻からはなぜかまた今まで通りのノリで続きます。ある意味自分がすごいと思いますがそうでもないですか。

　うん。まあ結局シリアスよりはそういうのが好きなのですね。




　なんとなく戦記物っぽい舞台設定のクセに全く戦いくさが起こらないという意味不明な内容にもかかわらず、よく今までお付き合い頂けたものだと、なんというか、さすが我が読者様っ!!　と言うより他ほかありません。

　ええもうなんか勝手な話で恐きよう縮しゆくですが、私の本をここまで読んでくださってるような感性をお持ちの方なら、こんなのは喜んでくれるだろうな!!　これはどうだろうか!?　これくらいはまだ許してくれるだろう!!　みたいな妙みような信しん頼らい感がありましてですね。最近はそういうのを考えるのも書く側としての楽しみと申しますか。読者様大好きです。

　本当にありがとうございました!!

　だから今回こんな終わり方ですが、きっと第二部も読んで頂けるはず！　と、願って！




　二〇一〇年　四月


林　トモアキ　　
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